








































Ｆ級討伐屋の死にスキル




「死ね」と言ってはいけない理由は？
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「どうして人に、『死ね』って言っちゃいけないの？」




「死んじゃうからねえ。本当に」
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　この業界は見た目がすべてだ。

　……と言うと、誤解を生むかもしれない。

　これは何も、顔がいいとかスタイルがいいとか、あるいは服装のセンスがいいとか、それで異性にモテるモテないの話ではない。

　要するに、そいつがどの程度、腕のいい仕事をする『討伐屋スレイヤー』であるのかが、見た目の段階ですべて、少なく見積もっても八割はわかる。そういう話だ。

　見た目と言っても、身長、体格、性別、顔立ち、あるいは放つ雰ふん囲い気きであるとか、主観的な判断基準ではない。

　討伐屋を評価するならまず、誰だれもが真っ先に目を向けるのは、

「おい見ろよアレ」

「うお。懐なつかしいなオイ」

「……恥はずかしくないのかねぇ」

「いや恥ずかしいも何も、新人だろ？　……にしちゃあ歳としいってそうだが」

「新人じゃねぇよ。だって俺おれ、何ヶ月か前にも見たぜアレ」

「……は？　マジ？　何ヶ月もあのままか？　けどアレ……」

　討伐屋なら誰もが纏まとう──鎧よろい、である。

　討伐屋はみな『竜』を討うつ。

　竜を倒せば、牙きば、角つの、爪つめ、骨、あるいは鱗うろこや外がい殻かくといった、武具の素材が手に入る。集めた素材で鎧を作り、武器を作り、彼らは少しずつ強くなっていく。

　竜を素材にした武具は、単に頑がん丈じようなだけの武器ではない。

　宗教家に言わせれば、竜とは神々の『加か護ご』を特に強く受けた生物であるという。竜の死体も、そこから剝はぎ取とられる素材においても、加護はそのまま『生きて』いる。

　要するに、竜の素材から生み出されるのは、魔力を帯おびた特殊な武具だ。

　武器は見た目以上の重さや硬かたさを秘ひめている。そして鎧は、生身ではとうてい扱あつかえぬ武器を十全に振るうだけの膂りよ力りよくを、竜の牙や爪から身を守る加護を、着用者に与える。

　討伐屋の纏う鎧や、手にした武器は力の象徴。

　より強い竜を討った者ほど、より強い力を手にしている。

　だからこの業界では、鎧を見るだけでも、おおよそそいつの腕は測はかれる。

「……どう見たって、初期装備だよなぁ」

　ギルドが経営する酒場の隅すみに席を取り、テーブルに突つっ伏ぷして寝たふりをしていたジン・アマハギアは、漏もれ聞きこえてきた声に反応はせず、たぬき寝入りを続行している。彼が身に纏っているのは、小型竜の骨を組み合わせ、編あみ、色づけもせず素のままの量産品だ。

　気にしていない。

　わけではない。

　普通に悔くやしいし恥ずかしい。

　討伐屋が身に纏う装備について、必要な素材の数や質、その入手難易度に応じ、ギルドは公式にＡ～Ｆの六段階の格付けをしている。

　誰しも最初は新人だ。しかしＦ級は、どの新人も二、三週間以内には卒業する最低ランクの装備である。

　兜かぶとも竜の頭とう骨こつを被るだけという簡素なものだが、討伐屋を志こころざす者は、店で買うか、あるいは餞せん別べつとして近しい人から贈られたこれらを身に着け、冒険の始まりに胸躍らせる。

　つまりＦ級装備自体は、決して恥ずかしいものでも、嘲ちよう笑しようの対象でもない。

　Ｅ級以後は各おの々おのの適性に合わせた装備を身に纏うのが討伐屋だ。

　Ｆ級装備はむしろ親しみや懐かしさ、新人時代の自分を思い返す、討伐屋たちが唯ゆい一いつ、共有できる思い出の品。なのだが──。

「初うい陣じんで下手こいて重傷でも負ったとか？」

「あー。いきなり長期療養か。ありうるな」

「いや、それもねぇよ」

　ジンが眠っていると判断してか、話し声は、ありがた迷惑なことに大きく聞き取りやすくなった。

　話に加わった男の声には覚えがある。このギルドでたまに見かける、声の大きい青年だ。

「あいつもう二年近くはあのままだ。ちょいちょい見かけるし、長期療養ってのはない」

「二年……？」

「いやいや、噓うそだろ。さすがに」

「マジなんだなこれが」

　嘲笑を通り越し、なんか気の毒そうな目を向けられているのが空気でわかる。

　そう。ジンはとっくに新人を名乗っていい期間を終えている。

　今年で十七歳で、討伐屋としては二年目。十二歳前後で初陣を迎むかえる討伐屋も珍めずらしくない中で、ただでさえスタートが遅いのに、二年近く経たってまだＦ級だ。

「で、でもよ。Ｆ級なんてどっかのパーティに二、三週間くっついて素材のおこぼれ貰もらえば卒業できるだろうよ」

「まあ、あんま上位層のパーティについてくと新人じゃ雑用しかできねえし、素材は貰えないかもしれねえが……報酬の分け前貯ためて下位装備買うぐらいはできるよなぁ」

「あー。俺もあんまりに気の毒だから、一回、誘ってみたことあるんだけどよ」

　今すぐ失しつ神しんしたい。

　その時のことは覚えているが忘れたい。




『なぁお前。ちょっと人手が足たんねーんだけど、手伝っちゃくれねぇか？』

『……………………あ。……間に合って、ます』




「ありゃコミュ障しようってやつだわ」

　あーあーあーあーああぁあああああああ！

『あ』ってなんだよ間に合ってねぇだろそもそも会話が嚙かみ合あってない！

　今すぐテーブルに額ひたいを打ちつけたい衝動に耐たえながら、ジンは空想の中で当時の自分をグーで殴なぐる。

　いや違う。一応、アレにはアレで理由があった。

　まず急だった。

　それまで遠巻きに、触ふれちゃいけない人みたいに、それでいて妙みようにやさしい気の毒そうな空気で扱われていたのに、いきなり声をかけられた上、クエストへのお誘いだったので嬉しいやら申し訳ないやらちょっと恐いやらで混乱し、結果ああなった。

　俺だって事前に心の準備をしていればちゃんと受け答えできた。

　事前に準備しないとできない時点でコミュ障じゃねぇかという話ではある。そして、心の準備をしていたところで、結局は……断ってしまっただろうが。

「じゃ、じゃあ何か。あいつ……Ｆ級装備で単ソ独ロ専なのか？」

「無茶ってレベルじゃねえ……」

「いや、死んでないだけあいつなりに工夫して頑がん張ばってるんだとは思うが」

　いっそ嘲あざけるか罵ののしってほしい。

　微妙にやさしい空気が逆につらい。

　わかってる。

　上位装備ならともかく、最下級の入門装備で単独など、無茶だというのは。

　わかっているが、ジンにもジンなりの事情があるのだ。

「まあそんなわけで、ここの常連の間じゃ暗黙の了解っつーか、あいつが生きてるの見るとなんか少しホッとするマスコット的なあれだから、空気読んでやってくれや」

「「お、おう……」」

　いつの間にかマスコットにまでされていた。

　……もう今日は帰ろうかな。

　手続き中の害がい獣じゆう（もちろん竜ではない）駆く除じよの報ほう酬しゆうも忘れ、ジンの心は折れそうだった。

　たしかに一応、彼なりに努力はしている。

　日々食べていくのがやっとな、低難易度低報酬ローリスクローリターンのクエストをコツコツこなし、ちょっとずつ貯金して、あとひと月ぐらいでＥ級最下位装備になら手が届きそうな額にはなっている。

　Ｅ級装備になればもう少し実入りのいいクエストをこなし、貯金してさらに上位の装備を手に入れて、いずれは…………果たして引いん退たいまでに、どこまでいけるのだろう。

　引退までには、ほかの仕事に比べ長い老後を賄まかなう資金も貯ためねばならない。

　結婚はあきらめるとして、故障もなく定年いっぱい勤つとめあげれば辛かろうじて……。

「ねえ」

　なんだか鬱うつになってきた。

「ねえってば」

　今の内にもう少し向いた職を探すべきだろうか。

　いや、身寄りも友人もいないこの身で再就職先が見つかると考えるのも甘いし、まず働き口を探そうにも、休むと明日の夕食すら……いっそ討伐屋はすっぱりあきらめて貯金を……。

「ねえ、って言ってんでしょちょっと、アンタよＦ級！」

　Ｆ級と呼ばれ、ようやくジンは顔をあげた。今この酒場に、Ｆ級はジンしかいない。

「やっと起おきた。……起きてるのこれ？」

　この業界は見た目がすべてだ。

　格言に従したがってジンは、声の主の容姿を確認し、そして固まる。

　そこにいたのは──美少女だった。












　白銀色の髪と、宝石めいた赤い瞳ひとみ。仮にも武装に身を包つつんでいるというのに、『可か憐れん』と、そう端たん的てきに評ひようしてもなんら違和感のない、美少女。

　ありえない。

　いや、自分にこんな美少女が声をかけてくることがありえないのももちろんなのだが、さらにありえないことがほかにある。

「…………」

　ジンは、寝ぼけたような眼差しで、まじまじとその美少女を見返す。

　まず容姿に目を奪うばわれてしまったが、彼女の装備はこの酒場では滅めつ多たに見ない──Ｃ級のそれ。

　もちろんＣ級自体は稀レ少アだ。しかもこんな美少女がそれほどの装備を身に着けている例も、聞いたことすらないけれど。

　なによりもありえないのは、見た目がすべてのこの業界、Ｃ級の彼女がこともあろうにＦ級のジンに声をかけ、あまつさえ、

「ね。アンタ手て隙すきよね？　ちょっと手伝ってほしいクエストがあるんだけど」

　こんな話を持ち出すことだった。
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「ちょっと。返事は？」

　そう促うながされ、ジンはようやく、自分の沈ちん黙もくが不自然なほど長引いていると気づいた。

　目の前の少女は訝いぶかしげだ。

　とにかく何か、返事をしないといけない。

「……あ。……無理」

「は？」

　声を低めた少女の頰ほおが引ひき攣つった。

　またやってしまった。だからとりあえず一言目に『あ』って言っちゃうのなんなの。

　……いや。考え直したところでクエストを手伝うのが『無理』なのは変わらないが。

　少女は眉まゆをつりあげて、今にも『無理って何よＣ級のこのアタシがＦ級のアンタなんかに声かけて頼んでやってんのよ調子乗ってないで「はい」か「イエス」で返事しなさいよこのグズ』と吐はき捨すてそうな表情の後、何かを耐えるように引き攣った笑みを浮かべ、

「そ、そう言わずに。話だけでも聞いてよ。ね？」

「あー………………や。無理っす」

「無理って何よ殺すわよ？」

　やはり変わらないジンの返事に、想像の三倍は物ぶつ騒そうなことを言う。

　それから「やば」と呟つぶやいて「こほん」と咳払い。花が咲くような笑顔を向けてくるが、手遅れである。

「えっと、まだ名乗ってもいなかったわよね？　アタシはエインズ・エルテンシア。エインって呼んでくれても構わないわ」

　少女の自己紹介の直後、聞き耳を立てていたらしい討伐屋たちの方から、「エルテンシアだと……？」なんて声が聞こえる。

「エルテンシアといえば、伝説の竜殺しドラゴンスレイヤーの末まつ裔えいじゃないか」

「中央で討伐屋の大家として有名な？」

「ああ。いくつものギルドの設立に関わったっていう名門中の名門だ」

「そこの御令嬢といえば……」

　わざとらしいくらい丁てい寧ねいでありがたい野次馬たちの解説を受け、ジンは改めて目の前の少女・エインを見る。

　エインは得意げに、過か度どに豊満ではないが決して貧ひん相そうでもない胸をそらした。

「弱じやつ冠かん十五歳にしてＣ級竜の単独討伐に成功し、Ｂ級竜単独討伐も時間の問題と言われている、あの噂うわさの美少女討伐屋……！」

　なんだか美少女を討伐する人みたいに聞こえるが、いや、もちろんエイン自身を形けい容ようした言葉だろう。

　なるほどとは思う。まだ幼さも残る顔立ちは整っていて、ややつり目がちな赤い瞳にも、警けい戒かい心しんの強い小動物めいた愛らしさがある。

　無ぶ骨こつな兜はなく、竜の角を模もした髪飾りが映はえる、長くきらびやかな白銀の髪。

　肝かん心じん（？）の鎧はといえば、これがいやに軽装だった。華きや奢しやな手から肩までを覆おおう腕部、すらりと伸びた腿ももの半なかばから足までを包む脚部こそ格付け相そう応おうの迫力だが、腰部はスカート状、胸部にいたっては下着と見み紛まがう形状で、その中身を押しあげ、強調している。

　肉付きの少ない白いお腹なかはヘソまで見える。

　要所に紅あかい、宝石めいた結晶を散らして、Ｃ級──『紅こう爪そう竜りゆう』の特徴を残していなければ、秋祭りの仮装にでも見紛うデザインである。

　が、デザインの奇抜さは格付けを裏切らない。

　竜の鎧の本質は、形状よりもその『加護』にある。たとえ剝むき出だしに見える腹部へ、ジンが渾こん身しんの刺し突とつを見舞ったとしても、Ｆ級装備ではすり傷ひとつ負わせられないだろう。

　まじまじと、いっそ不ぶ躾しつけなほど観察してしまったジンだが、エインは不快そうにするでもなく、むしろ「ふふん」と得意げに息を漏らし、

「じゃ、改めて聞くけど。クエスト、手伝ってくれない？」

　愛らしく小首を傾かしげ、そう聞いてくる。

　これだけの美少女と共にクエストへ。男なら誰しも憧あこがれるシチュエーションである。

　ジンだって当然、そのシチュエーションに浪ろ漫まんも感じるのだが、

「………………無理」

「なんでよ!?」

「…………いやあの、ついていけるわけないんで」

　少し考えて捻ひねり出だしたジンの『理由』に、エインは首を傾げたものの、すぐに何かに気がついた様子で、手をポンと叩く。

「あ。クエスト難なん易い度ど？　大丈夫、今回は新パーティの肩ならしだし。ほら」

　とエインが示した先にいたのは、離れた席で手を振っている二人の少女だった。

　エインほどではないにせよ、それでも十分、可愛らしい女の子たち。

　歳はエインと同じ程度か。髪の色は赤と青。装備は両方ともＥ級。それぞれ通称『鷹よう竜りゆう』と『兎と竜りゆう』の遺骸を使った装備で、Ｅ級の中では中位ぐらい。最も層の厚いランクだ。

　パーティの過半数がＥ級以下なら、受けるクエストもそれに応じたものだろう。たしかにそれなら、ジンでも辛うじてついていけるかもしれない。

「早く四人目も見つけたいんだけど、ほかに女の子見つからなくって。だからキミは固定が組めるまでの臨りん時じになっちゃうけど、ね？　ほら、ほかの人だと色々……わかるでしょ？」

　エインの説明で、わざわざＦ級のジンに声をかけてきた理由もわかった。

　討伐屋をする女性たちの多くは、女性同士でパーティを組むのが普通だ。

　討伐屋というのは、行儀のいいタイプばかりだとはお世せ辞じにも言えない職種である。

　さらに仕事の場はギルドや憲けん兵ぺいの目も届きにくい、竜の棲すむ人外魔境。

　となれば女性がまず真っ先に気を配くばるのは、命とはまた別の身の安全なのだ。

　竜の気配にばかり気を割さいていて、無警戒の背後から襲ってきたのはパーティメンバーの男だった、なんてのはよく聞く話だ。

　寝たふり中に周囲の会話を拾っただけだが。

　三人パーティというのも考えはしたろうが、神しん出しゆつ鬼き没ぼつな竜の接近を察さつ知ちするには、できるだけ目も耳も多い方がいい。

　しかしほかに女性がいない。

　男性に声をかけるしかないが、加えるならむしろ下手に強い男より、仮に寝こみを襲われたとしても撃退できるぐらい弱い相手の方が、女性にとっては安全だ。

　この酒場で『最弱』、ジンに声をかけるのも自然な流れだろう。

「……でもそれなら別に、俺でなくても」

　このギルド内で最弱は間違いなくジンではあるが、エインはＣ級、ほかの二人もＥ級中位だ。

　Ｅ級の男でも、一人くらいならどうとでもできるだろう。

　実際、エインの背後ではさっきからＥ級らしき、ジンより二つ三つ年下の少年たちが張り切ったポーズを取って存在をアピールしている。

　あくまで拒否の意を示すジンの返答に、エインはひくひくと頰を引き攣らせる。

「ま、そんなに嫌なら無理にとは言わないけど……」

　言いつつ至近距離まで迫り、声をひそめて、

「いいの？　バラしちゃうわよ？　アンタの──ヒ・ミ・ツ」

　そんな言葉を、囁ささやいた。
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　縁えんもゆかりもないエインがなぜジンの『秘密』を知っているのか。

　なぜジンをクエストに同行させたいのか。エインの真意はいまだわからないが、ジンには選択の余地などなく、同行を了承せざるをえなかった。

　なにせそもそも、その秘密こそ、Ｆ級のジンが単独でクエストをしている理由なのだ。同行者がいると万が一の際、秘密がバレる恐れがあるため、一人でいることを選んだ。

　……いや、コミュ障でなければもう少し上手に立ち回って、秘密がバレる可能性を限りなく低く抑えながら誰かとパーティを組むこともできただろうが、そんな自信はない。

　むしろ秘密を理由にして他人との交流を限りなく減らしている自覚も、なくはない。

　…………まあ、考えようによってはだ。

　エインの真意はともかく、これはチャンスでもある。

　上位装備を揃えられるほど大量の素材は集まらずとも、今回手に入れる素材の換金だけで、ほかの働き口を探す間の食費ぐらいなら稼かせげるはずだ。

　だから同行を承しよう諾だくした後は、いっそ前向きにクエストに臨のぞむことにした。

　ジンが承諾した直後、酒場の常連たちが異様に生温かい眼まな差ざしをこちらに向けていたり、あの声の大きい青年に至っては涙ぐんでいる気さえしたが、そこは見なかったことにしたい。

　で。

　前向きになってみたはいいものの、

「お腹すいたー。ねえまだー？」

「ちょっと手ぇ遅いよねー」

「てか使えねー」

　君らが手伝ってくれればもう少し早く準備できるんですけどねえ……と言いたい気持ちを堪こらえつつ、ジンは手を動かす。

　石を組んだ即席の竈かまどの上で鍋なべをかき回し、焚たき木ぎにかざした肉の焼き加減を目の端はしで追い、サラダに盛りつける果物くだものの皮を丁寧にそぎ落とす。

　分厚い表の皮はもちろん、食べようと思えば食べられる中身の薄皮も丁寧に剝く。

　ここで手を抜くと「皮やだ。苦いまずい。もういらない」と不平を言われ、そしてその不平と機嫌の悪さは翌日の夕食まで続くと初日に学んだ。

　たしかに野菜だ果物だは長期間摂とらないと全身から血を噴き出して死ぬ、と聞いたことがあるから必要性はわかるのだが、十日やそこらで終わるクエスト中、さすがに「美容」を理由に毎食要求されると面倒だった。

　二日ごとに新鮮な野菜と果物を討伐現場に運んでくる人を雇やとう金があるなら、いっそ専門の料理人も雇っておいてほしいものである。……ジンのように『秘密』という弱味でもない限り、途中で逃げられそうではあるが。

　なにしろ、

「なにこのスープ。薄くない？」

「肉焼きすぎかも」

「てかあたしこの果物苦手だったわ」

　十分な調理器具もない野外、一日中パーティ全員の荷物を背せ負おって歩きづめた後、可能な限り素早く作り終えた料理にこの言い草である。

　女性の方が男より味覚に敏さといとは聞いたことはあるが、味見させた時は「いんじゃない？」とか言ってただろうが。肉はごめんなさい。果物は最初に言え。

　感謝しろとまでは言わない。

　今回、標的の竜はＥ級だ。Ｆ級のジンが役に立てることはほとんどないだろう。だから飯めし炊たきと荷物持ちぐらいは役割として割り切れる。

　が。

「男のくせに料理も満足にできないの？」

「モテなさそう」

「いやモテる要素ないっしょ」

　もうやだ実家帰りたいっ！　そんなもんないけど！

「………………あの。一般的に、料理は女性の方が上手いものでは」

「は？　なにそれ古くさ。ウケる」

「女性差別？」

「世間の男ってすぐ『女のくせに』とか言うんでしょ？　アタシ知ってる」

　たった今『男のくせに』とか言った口で何言ってんだこのアマ。

　ジンの絶句をどう解釈してか、エインはなぜか得意そうに、中ちゆう途と半はん端ぱな胸をそらす。

「うちのパパとか料理すっごく上手いし。『女のくせに』なんて口を裂さかなきゃ言わないし」

「ウケる。そこは『口が裂けても』っしょ」

「それじゃ口を裂かれたことあるみたいに聞こえちゃうよね」

「？　ママに何回か裂かれてたよ？」

　お父さん逃げて。超逃げて。

　ジンはまだ見ぬエルテンシア家ご当主に尋常ではない親近感と同情心を覚えたが、

「へー。お母さん凄いね」

「物理的に旦だん那なの口裂くとかマジ女じよ傑けつ」

「まあね。うち女系で当主はママだから。パパ婿むこ入いりだし超立場弱いよ？」

　ご当主ですらなかった。

　赤青コンビ二人はジンへの仕打ちを若じやつ干かん楽しんでいるというか、冗じよう談だんまじりの悪ノリ雰囲気だったが、エインだけはナチュラル、当然のものとしている感じなのは、そうした家庭環境のせいなのかもしれない。

　ちょっとお父さん可哀想すぎ──

「その割に超浮気するけど」

　──るとも言えねえ。

　勇者なのかバカなのか。

　浮気を罰ばつする奥さんの態度が常態化した結果、娘さんがこう育ったのなら責任取ってほしい。

「ふあ。なんか眠くなっちゃった……」

「もう寝ましょうか？」

「んじゃ片づけよろ～」

　ジンが胸中、エインの父親への恨うらみ言を呟いている間に、エインと赤青コンビは天幕へと引っこんでいく。

　通常の大木の十数倍はあろうかという、巨樹の茂しげる樹海。

　壁のような巨樹のひとつを背に、竜の骨を組んで建てた、立派な天幕である。それ自体が武具でいえばＤ級に相当するような素材で組んだ超高級品で、エインの私物だ。王侯貴族の諸しよ国こく漫まん遊ゆうぐらいでしか使わないような代しろ物ものを、たかだかＥ級のクエストに持ってこないでほしい。

　重量軽減の『呪符』を貼っても恐ろしく重いし、ジンひとりで組み立てるのは文字通り骨の折れそうな労働だった。

　なおジンの寝床は、当然のように天幕の外である。

　火か山ざん棲せいの竜の鱗を継つぎ合わせた絨じゆう毯たんで暖められた天幕の中と違い、初冬の野外は冷える。

　片づけと火の始末を済すませたジンは単なる布と革の寝袋にくるまって、それでも疲れ切った身体からだはすぐさま睡魔に襲われた──。

『グルァアアアアアアア』

　直後、巨樹の間を吹き抜ける咆ほう哮こうに、ジンは疲労も忘れて跳ね起きた。


　　　　[image: ]



　通常、クエストには時間がかかる。

　たとえＦ級でも、竜討伐となれば相応の準備と時間を要するものだ。

　理由の第一に挙あげられるのが、まず移動である。

　この大陸の大半は、竜が棲む未開の土地に占しめられている。竜の棲せい息そく圏けんが大海なら、人間の都市や街、村のある土地は、大海に点々と浮かぶ島だろう。

　とはいえ、街の外に一歩でも出ればそこはもう竜の棲息圏、ということもない。

　人の定住する街と竜の棲息圏との間には田畑や、竜が棲むには狭せますぎる森、荒野などが広がり、それらを抜けるのに、馬車で三日は要する。

　それぐらいは距離がないと、竜が人里に襲来しようとした場合、対処も避難も難しくなるからだ。

　Ｅ級クエストに臨む今回のジンたちも、この樹海までは馬車で三日間ほど移動した。

　街を出立してからは今日で七日目になる。

　では、樹海に到着してから四日間、何をしていたのかといえば、

　探索である。

　竜を倒すにはまず竜を見つけねばならない。竜の棲息圏はおおむね広い。場所や竜の習性によっては、探索だけでひと月かかるケースも珍しくはないという。

　ジンたちが請うけた今回のクエストは、この巨樹の樹海に棲むＥ級竜の討伐だ。

　樹海の外がい縁えんをなぞる街道、そこを通行する商隊が最近、たびたび被害を受けているという。

　討伐対象は一体。通称『蛇じや竜りゆう』だ。その名の通り蛇のような身体を持ち、頭部はワニのそれに似ている。巨大かつ長い身体で、音もなく巨樹の枝から枝へ這はい回まわる生態こそ探索時には厄やつ介かいだが、見つけてしまえば強さ自体はＥ級下位で、Ｅ級のクエストとして入門レベルだ。

　街道沿いを中心とした探索を始め、四日目に対象と接触できたのも、樹海の広さを考慮に入れれば妥だ当とうの範はん疇ちゆうだろう。

　だからそう。

　おかしくはない。

　Ｃ級のエインが、

「わあ。お見事～」

「さっすがＣ級。あたしら出番ないし」

　あっという間にターゲットを屠ほふってしまったことも、おかしくはない、のだが。

「……え。あ、ごめん、な、何か言った？」

「？　お見事って」

「さすがＣ級って」

　赤青コンビの称賛に、不自然な間まを空あけて応じたエインは、聞き直してからようやく誇ほこらしげに胸を張る。

「ふ、ふふん、まあ当然よね！　アタシにかかればこの程度！　むしろ二人の見せ場を奪うばっちゃって反省してるぐらいよ！」

「まぁねー。でも」

「そこは別に。楽でいいっしょ」

　長く巨大な蛇竜の死し骸がいを前に、三人はそんな言葉を交かわしている。

　赤青コンビは気にした様子もないが、ジンはエインの態度に少し、違和感を覚えていた。

　赤青コンビの得物は大おお弓ゆみと魔ま砲ほうだ。一撃一撃、魔力を溜ためて放つため戦闘中はかなり距離を取っていて、エインの細かい動作は観察できなかったのかもしれない。

　ジンはといえば、盾たてと片手直剣という基本中の基本装備。

　一撃の威力もたいして重くない武装だ。Ｅ級の竜相手にできることはあまりなく、ほとんど見ているだけだったのだが、二人よりはエインの近くにいた。

　そしてエインの得物は大おお太た刀ちだ。

　東国特有の湾曲した刃物を参考にした武器で、刃渡りはゆうにエインの身の丈たけを超こす。

　盾で相手をいなしつつ、片手で相手を刺し貫つらぬく機能を重視している直剣と異ことなり、斬撃を得手とするその刃は、直剣より使いこなすのが難しい。

　脇わきで見ていた限り、エインはそれを、そこそこ使いこなしていたように思う。

　ただしそう……そこそこだ。

　Ｆ級とはいえジンは新人ではない。この二年近く、訓練場や現場で、何度かほかの討伐屋の太た刀ち筋すじを盗み見る機会もあった。

　その経験を踏まえても、エインの技量は同じ太刀使い──Ｅ級装備の者たちと同程度かそれ以下に見えた。正直、以前見たＤ級の太刀使いの方が上手かったような。

　だがエインは、Ｃ級竜の単独討伐に成功するほどの猛者のはずだ。

　戦う前の妙に緊張した様子といい、戦闘中のどこかぎこちない動きといい、そうは見えなかったというのが正直な感想だが……。

「な、なによ。なんか用？」

「…………あ、いや。別に」

　じっと観察していたせいでエインに睨み返されてしまい、ジンは目をそらす。

　まあ、きっと気のせいだろう。Ｃ級装備は伊だ達てや酔すい狂きようで揃えられる代物ではない。

　いずれにせよこれでクエスト終了だ。

　あとは蛇竜の死骸から稀少な素材を回収し、残りをギルドの回収スタッフに任せるだけ。肉を含めほとんどの部位はギルドの収益に変わるが、武具の素材になる部位を中心に、換金性の高い部分は討伐屋に報酬として分配される契約である。

　そして当然のようにその作業はジンの担当らしい。

　動く気配のない三人をよそに、ジンは回収用の肉斬り包丁を取り出し──、




　──べちゃ、と。蛇竜の死骸に、白っぽい粘液が落ちるのを見た。




　べちゃ。べちゃ。べちゃちゃ。

　粘液は次々に降ふり注そそぎ、たちまち蛇竜の全身を包みこむ。

　そして。

「「き」」

　空を覆う巨樹の枝の隙間から、巨大な影が、落ちてきた。

「「きゃあああああああああああ!?」」

　響き渡った悲鳴は赤青コンビのものか。

　気持ちはわかる。ジンも悲鳴をあげたいくらい、それは気持ちの悪い光景だった。

　降ってきたのは粘着質な山。

　身近な生物でたとえるなら、暗あん緑りよく色しよくのナメクジといったところか。

　そのナメクジ──通称『粘ねん竜りゆう』は、全身を広げ、蛇竜の死骸を包んだ。べき、ぽぎ、ごきゅ、と、粘ねばついた全身を蠕ぜん動どうさせ、死骸を咀そ嚼しやくし呑みこんでいく。

「ちょ、ちょっと何してんのよコラぁ！　それアタシの獲物！」

　さすがと言うべきなのかなんなのか、エインは一瞬、その様相に怯ひるんだものの、すぐ粘竜へ怒声を浴あびせた。

　ぴたり。と、粘竜の蠕動が止まる。

　ぞろりと音をたてて、ちょっとした丘ぐらいはある全身の一部から、一本の触しよく腕わんが立ちあがる。触腕の先端についているのは眼球だ。眼球はゆっくりと周囲を見回し、エインを睨んで動きを止めた。

「な、なによ。やろうっての？　いいわよ来るなら来なさいよ」

　エインは威勢よく、背に負っていた大太刀を鞘から外してひと振りし、臨戦態勢に入る。

　その背後に庇かばわれた形の赤青コンビは、

「ほ、ほんとにさすがだねえ……」

「あ、あたしら邪魔だろうし、ちょっと離れたとこいんね？」

　言うが早いか踵きびすを返し、一目散に駆け出した。超速い。

　ジンも見習って逃げるべきだろう。

　が、一応、違和感の件もあったので、エインに一声かけてみる。

「……あの。俺も逃げていい？」

「は。当然でしょ。むしろ邪魔よ。Ｅ級の竜ぐらいアタシひとりで何匹だって──」

「……いやアレ、Ｄ級だけど」

「Ｅ級だろうがＤ級だろうがアタシにかかっＤ級!?」

　ジンは思わず目を覆う。

　やっぱりわかってなかったようだ。

「ちょちょちょちょっと待って、え、なんで!?　これＥ級のクエストでしょ!?　なんでＤ級の竜なんて出てくんのよ!?」

　こんな初歩的な情報を、まるで初めて知ったような慌あわてぶりで問い返してくるエインに、ジンは嫌な予感を抱きつつも応じる。

「……いや別に、Ｅ級とＤ級の竜の住処すみかが明確に分かれてる場所ばっかじゃないし。ほとんどＤ級以上と出くわす危険のない場所じゃなきゃＥ級に指定はされないけど、まあ、ほとんどであってまったく可能性がないわけでもなく」

「せ、説明長い！　あいつめっちゃ睨んでるんだけど！　早く！　もっと手短に！」

「運が悪けりゃ普通に出会うよ？」

「噓でしょ!?」

「現実」

　言ってジンは粘竜を指し示す。

　ずるずると身を引きずって、こちらににじり寄るあの竜は、Ｄ級以上の装備がないとクエスト受注を許可されない強さの獲物だ。

　身に纏う粘液の用途は多様。一部の竜が持つ毒液に反応して無害化したり、酸性の粘液で獲物を咀嚼しやすくしたりする。今まで粘竜がのしかかっていた蛇竜の死骸も、すでにドロドロに溶よう解かいしてあちこち骨が露出していた。

「そこまで好戦的な竜でもないはずだけど」

「じゃ、じゃあこのまま逃げれば──」

「食事の邪魔をされた時はその限りではなく」

「先に言ってよ!?」

　言う間もなく邪魔しちゃったんだよなあ。

　まさかＣ級装備の討伐屋が知らないはずもない、常識であったし。

　じっとりとしたジンの眼差しに気がついて、エインはハッと表情を改める。

「じ、実はアタシ、ちょっと座学が苦手なのよね。知識より実戦派っていうか？　いっつもさっさと倒しちゃうから、細こまかい生態覚える意味ないみたいな？」

「……へー」

「あ、ああ安心なさい！　アタシはＣ級！　Ｅ級なんて楽勝だったし、Ｄ級に上がった程度、なんてことないわ！」

「…………」

　やっぱり根本的な常識が足りない。

　Ｅ級とＤ級。格付けにすれば一段階の違いだが、Ｆ級とＥ級の差と、Ｅ級とＤ級以上の差は明らかに異なる。

　国内の討伐屋の人口は数万人。

　このうち、Ｆ級はほぼ新人のみ。

　そしてベテランを含め残りのほとんどの討伐屋はＥ級である。

　Ｄ級となるとひと握にぎり。Ｃ級以上ともなればひとつまみ、数万人中、千人を割る人数しかいない精せい鋭えいだ。一度そこまでのぼり詰めてしまえばまず食いっぱぐれることのないＡ級に至いたっては、現在百人に満たないのだったか。

　Ｄ級以上は経験のみならず、才能と運がなければ手に入らない装備なのである。

　Ｄ級以上は指定されている竜の種類も極きよく端たんに減へる。だからこそＦ級のジンですら、ひと目であのナメクジがＤ級・粘竜だとわかるのだ。

　なにしろＥ級以下一般の討伐屋にとって、Ｄ級以上は「出会ったら即逃げる」のが常識、種類や習性ぐらいは覚えておかないと命に係かかわる。今や姿も見えないＥ級の赤青コンビが即逃げ出したのは、むしろ当たり前の行動だった。

「覚悟しなさい！」

　というような事情を手短にどう説明したものか、ジンが一瞬迷っている間に、エインは地を蹴り突進していた。

　土つち煙けむりを巻きあげ、距離を詰めるそのスピードはさすがのＣ級装備である。

　Ｄ級とはいえ粘竜の動きは緩かん慢まん。肉迫まではそれこそ一瞬だ。

　エインは手にした大太刀を袈け裟さ懸がけに振ふるい──、

　──ばよん、と。およそ肉を断ったものとは思えぬ音が響いた。

「え。あ、あれ？　このっ！」

　ばよん。

　ばよん。

　ぼよん。

　エインは続けざまに太刀を叩きつけていくが、粘竜の表皮を包む粘液は中途半端に硬化して、刃を跳ね返す。

　ひと通り斬撃を試ためすと、エインは慌てた様子でまた土煙を巻きあげ、こちらへ戻ってきた。

「な、ななな何アレ。噓でしょこれＣ級装備なのに効いてないんだけどっ！　あいつホントにＤ級!?　Ｂ級じゃないの!?」

「……刃筋が全然立ってないし。Ｂ級以上の武器でもなきゃ打撃は効かないよアレ」

「さ、さっきはちゃんと斬れたもん！」

「Ｅ級相手にＣ級武器なら打撃でも効くし。さっきのは斬るっていうより抉えぐるって感じだったからなあ……」

　大太刀が使いこなすのが難しいと言われる所以ゆえんである。

　全武器種中随ずい一いちの斬れ味を十分に発はつ揮きするには、対象に対し刃筋を垂直に立て、かつ刃先が触れると同時に滑すべらかに柄つかを引くという、繊せん細さいな操作を要求される。

　大剣に次つぐ重さと長さのせいで振るうのもひと苦労で、その点、きちんと振るえているだけエインは大太刀を「そこそこ」使いこなせている。

　が、常に刃筋を垂直に保てるほどの熟練度ではなく、そして、刃筋がきちんと立っていない、カミソリでぶっ叩くような打撃混じりの斬り方では、粘竜の粘液は貫けない。

「き、斬るのがダメなら刺突！　一点にパワーを集中すればきっと！」

「あ。いやそれは……」

　止める間もない。

　エインはまた一息で粘竜との距離を詰め、大太刀の切っ先を片手で突き出す。

　はたしてズブリと、切っ先は粘竜の粘液を突き破り、その表皮へと潜りこむ。

　潜りこんで、そして。

「あ、あれ。ちょ、ちょっと待ってね？　んーっ、く、んーっ！　……タイム」

　再びエインが駆け戻ってくる。

　はぁはぁと肩で息をした後に言う。

「あ、あの。刺さったまま抜けないんだけど」

「中の筋肉で絡からめとられたね。粘液も硬化してるから、ちょっとやそっとじゃ抜けないよ」

「だから先に言いなさいよーっ！」

「だから言う前に行っちゃうから……」

　エインは見事に徒と手しゆ空くう拳けんとなった。

　わずかに涙目になったその顔に、巨大な影が落ちる。

　見あげれば二人のすぐ眼前まで、粘竜の威容が迫ってきていた。

　ぼこぼこぼこ、と。

　全身から何本もの触腕が立ちあがり、

「お、お食事の邪魔しちゃったみたいね？　あ、あの……ごめ」

　ゴッ、と目にも留まらぬスピードで、エインの小さな身体を鞭むちのように打った。

「……あ。や」

　ば、とジンが漏らす間もなく。

　吹き飛ばされたエインの身体を急いで抱き止めたジンは、あえなく自身の足も地から離して吹き飛ぶ羽目に陥おちいった。

　背中で地面を削るように数度跳ね、ガッと巨樹の幹にぶつかってようやく止まる。

「いっっったぁああああああい!?」

　エインが絶叫する。ジンも小さく呻うめき声ごえを漏らした。エインのＣ級装備のおかげで威力はだいぶ死んでいたが、Ｆ級装備でこの衝撃は骨にくる。

「む、無理無理！　あんなの無理！　もうやだ帰る！　アタシ帰る！」

　剝き出しのお腹を押さえてうずくまったエインは、そんな今さらな泣き言を喚わめいた。

　それからやけになったようにジンを振り返り、

「ア、アンタ男でしょ!?　なんとかしてよ！」

「……それを言うなら君Ｃ級でしょ。なんとかしてくれ」

「違うもん！」

「何が違うの？」

「……っ」

　とっさに言い返してから「しまった」という顔で、エインは口をつぐむ。

　だがそれも一瞬だ。キッと眼差しを怒らせて、なかばパニックなのかヒステリックな声をあげる。

「そうよ噓よ、Ｃ級なんて噓！」

「……装備は本物に見えるけど」

「パパに買ってもらったの！」

　決めた。

　エルテンシアの当主の旦那、会ったら殴る。

「……どこの世界に娘にＣ級装備買い与えるバカ親がいるんだ」

「いるわようちに！　わ、悪い!?」

「いや悪いでしょ。Ｅ級装備で揃えた軍隊ひとつ買い与えるようなもんだよ」

　誇張ではなく、値段も維持費も戦力も、Ｃ級装備にはそのぐらいの価値がありコストもかかる。値段だけでも城とか田舎街を丸ごとプレゼントみたいな、そういう次元だ。

「で。君はド素人しろうとなのに、せっかく買ってもらったＣ級装備があるからと、『試し』に討伐屋になってみたと」

「……そ、そうよ。今じゃほとんど金貸し屋だけど、うち、一応竜退治で有名になった家系だし……ちっちゃい頃から剣の練習だってしてたし……」

　やってみたかったと、エインは呟いた。

　やってみたかった程度でやってみちゃダメな業種だと思うんだけどなあ……と、ジンは心中で嘆息する。まあ、そこそこは大太刀を振るえていたのは練習の成果か。

「剣の練習してたならせめて大たい剣けんにすればよかったのに」

「大太刀の方がなんかカッコよかったんだもん」

「見た目ぇ……ていうか、単独でＣ級討伐したとかＢ級討伐間近とかって話は」

　酒場で野次馬が言っていた「噂の美少女討伐屋」のくだりを思い出したジンが問うと、エインは気まずそうに目をそらす。

「……………………サ、サクラ」

「雇ったのか……」

　わざわざ。凄い自分の演出のために。

　あのいやに丁寧な野次馬の解説を思い出す。わざとらしいのではなくわざとだったとは。

「まあ。これに懲こりたら二度と討伐屋なんてやらないように」

「え。ちょ、ちょっとアンタ、もしかしてなんとかできるのアイツ!?」

　ジンの忠告から「今回は助けるけど」というようなニュアンスを感じ取ってか、エインは期待に満ちた眼差しを向けてくる。ジンは応じた。

「いや来世の話」

「来世!?　やっぱ死ぬのアタシ!?」

　この期ごに及およんで危機感が足りない。

　粘竜はまたゆっくりじりじり、こちらに向かって近づいてくる。

　全力で逃げようと思えば逃げられない速度ではない。

　が、それは粘竜の本体に限った話で、触腕はその限りではない。こちらが動かないから本体ごと近づいてきてはいるが、その気になれば触腕を伸ばして捕まえにくるだろう。

「や、やだやだ、嫌よ！　こんなとこで死にたくない！」

「あーまあ。君はすぐには殺されないと思うけど」

　ジンが補足を入れると、泣きかけだったエインがまた期待に瞳を輝かせた。

「え。ど、どうしてそう言えるの!?」

「粘竜ってメスいないんだよね。で、だいたいほかの動物のメスの胎内に卵を──」

「絶対に嫌ぁああああああっ！　殺して今すぐ殺してっ！」

　死にたくないと言ったり殺してと言ったり忙しい。

　いよいよ泣きじゃくり完全なパニックに陥ったエインは、立ちあがるや全力で駆け出した。

　その様子を見て、ジンはひとつの確信を得る。

　少し鎌かまをかけてはみたが。あの様子なら、エインはまず間違いなく、

「えっ、噓、ぃ、やだぁあああああああ!?」

　ジンの『秘密』を、知らないはずだ。

　鋭く伸びた触腕に捕まり、宙吊りにされたエインを眺ながめつつ、ジンは推測を再検討する。

「ひゃっ、ちょ、気持ち悪……ひあああっ、ばっ、どこ触ってんのよ変態バカえっち！」

　なぜ知りもしない秘密を知っているようなことを言ったのか。

　そもそもなぜそこまでジンにこだわったのか。

「う、噓噓ごめん、ね？　噓だから、ねえ謝るからそれ以上はほんと、やだ、やだよぉ……」

　エインの性格を考えれば見当はつく。

　単に、ジンに断られたのがプライドを傷つけただけだ。意地になって、ほかのＥ級装備の男で妥だ協きようすればよかったものを、ジンにこだわり無理やり同行を承諾させようとした。

「あっ、アンタもアンタで何見てんのよ!?　見てないで助けなさいよバカこのＦ級！」

　あるいは酒場での、あの声の大きい青年たちの会話を聞いていたか。

　一人寂しくＦ級に甘んじるコミュ障の存在を知り、上から目線で救いの手を差し伸べてやろうとしたとか。それなら拒否されたことに驚愕し、そして意地になりそうだ。

　単にコミュ障なだけなら、自分のような美少女に誘われて固こ辞じする理由がない。

　きっと何か人には話せない事情、秘密があるはず。

　そんな風に考えたのならまあ、ひと通りの説明はつく。

「ね、ねえお願い！　ほんと、絶対、こんなのやだ！　竜の卵産まされるなんて嫌なの！　今までのこと謝るからごめんなさい！　ひっ、お願い助けてやだやめ、助けてくださいお願いしますなんでもするからぁああああっ！」

　──冷静、かつ打算的に考えるのなら、ジンはエインをこのまま見捨てるべきだ。

　彼女はジンの秘密を知らないようだが、ここで彼女を救えば結局、彼女に秘密を知られることになる。

　それは、まずい。

　ジンの秘密は、そうそう誰かに明かしていいものではない。

　だから、見捨てるべきだ。

　頭の中の、冷れい酷こくな部分はそう告げていた。だが。

『……けて』

　脳裏に『あの声』が木こ霊だました瞬間、ジンの取る行動はもう、否応なしに決まっていた。

　だからジンは、口を開いた。

　立ち上がりもせず。

　剣も握らず。

　たった一言。

　声を発する。




「死ね」




　刹せつ那な。

　粘竜の巨体は──木こっ端ぱ微み塵じんに、破裂した。
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「買い取れない!?」

　ギルドの酒場。

　クエスト受注カウンターの一角で、エインズ・エルテンシアは叫んだ。

　仕事帰りや準備中の討伐屋スレイヤーで賑にぎわう酒場の視線が、Ｃ級装備を身に纏まとった、小柄な彼女に集まった。が、エインはそれに気づく余よ裕ゆうもない。

「ど、どういうこと!?　え、アタシ何か手続き間違えた!?」

「い、いえ。手続き等に不備はなかったのですが……」

　相手がＣ級装備の凄腕──ということになっている──なこともあってか、応対する受付嬢の顔は緊張やら困惑やらで青ざめている。

「も、申し訳ございません……その、私どもの方で回収にうかがい、ご報告にあったＤ級・粘ねん竜りゆうの遺い骸がいは問題なく回収に成功したのですが……」

「じゃ、じゃあおかしいでしょ！　回収したからには払うもん払うのが筋でしょ！」

「ご、ごもっともです。で、ですがその、正直なところ私どもの方も混乱しておりまして」

　基本的に、討伐した竜の遺骸はクエストを発注したギルドが買い取る。

　希望すれば武具の素材となる部位はその竜を討伐した討伐屋に報ほう酬しゆうとして与えられ、希望しない場合も、査定にかけた上で相応の金額が、規定の報酬に上乗せして支払われるシステムになっている。

　今回、粘竜一体分の素材だけでは武具に変えるには量や種類が足りないこともあり、赤青コンビの了承の下、エインたちは換かん金きんを選んだ。

　木こっ端ぱ微み塵じんではあってもＤ級の遺骸だ。

　相応の査定額が期待できるものと踏んでいたエインたちは、まさかの買い取り拒否の回答に面食らっている次第である。

　唯ゆい一いつ、こうなることを予見していたかのように、酒場の端はしのテーブルに突っ伏している、Ｆ級のコミュ障しようを除いての話だが。

「ど、どうか信じていただきたいのですが……そして間違ってもその背中の大おお太た刀ちを抜き放つことのないよう心の準備をしていただきたいのですが……」

　ちらりと、受付嬢の視線がカウンターの奥、各おの々おのの仕事に集中しているように見えて実は手を止め、固かた唾ずを呑のんでこちらをうかがうスタッフたちの方を見る。

　気づけばエインたちの両りよう脇わきは数人の、いかにも屈くつ強きようそうな討伐屋たちに固められている。中にはＤ級装備の精せい鋭えいまで交じっていた。

　理由を聞かされたエインが怒りで暴れ出した際、すぐさま制止できるようにだ。

　無論、実情を知らない彼らの方も、ほんの数人がかりでＣ級装備のエリートを制圧できる自信などなく、その顔には一様に緊張がにじんでいた。

　そのただならぬ気配はエインたちにも伝わった。

　エインはごくりと喉のどを鳴らし、赤青コンビも怯おびえた様子で身を寄よせ合あっている。

「い、いいわ。暴れたりしないから大丈夫。言ってみて」

「ほ、本当ですか？　本当に本当ですか？　あの私、私事ですがまだ幼い弟妹を養わねばならぬ身でして、ま、万が一のことあったらあの子たち、ろ、路ろ頭とうに迷……っ」

「いーから言えっての！　言わないなら今すぐ」

「ああああごめんなさいごめんなさい言います言います粘竜の『加か護ご』が消えてるんですぅううううううううううっ！」

「なるほど。『加護』が消えてたの。それじゃしょうがなわけあるかああああああっ！」

「いやああああああごめんなさい噓うそじゃないです助けて誰だれかぁあああああっ！」

　エインはバンッとカウンターに両手をついた。

　つもりだが、Ｃ級装備の膂りよ力りよくである。実際に鳴り響いたのはバンッではなくバキィッ！　で、単なる木製カウンターはごっそりエインの手の形にえぐれた。

「やべえやっぱキレたぞ！」

「う、受付嬢ちゃんを守れぇえええ！」

「お、おぉおおおおっ！」

　待機していた討伐屋たちがエインに殺さつ到とうし、その四し肢しを押さえようとするが──、

「っ、ひああああああ!?　アタシに触さわるなああああああっ！」

　ちょっとしたトラウマ体験からまだ日も浅いエインの逆げき鱗りんに触れ、力任せになぎ倒された。

　群むらがってくる男どもを千ち切ぎっては投げ千切っては投げ。飛ばされた何人かの身体からだは、突っ伏しているＦ級の頭上を襲ったが、もちろんエインは気にしない。

　気にするべきは、受付嬢の言い分だった。

「『加護』が消える!?　そんなわけないでしょ！　木っ端微塵になったって相手は竜よ、竜の『加護』よ!?　竜が死んでも『加護』は生きてるから装備だって作れるんでしょうが！　アタシにだってそれくらいわかるわよ！」

『加護』とは、言い換えれば竜の肉体それ自体が宿している魔力である。

　これは何も竜に限ったものでなく、ほかの動植物も、人間も、『加護』と呼ばれる魔力自体はその身に宿しているものだ。生まれつき強い『加護』に恵まれた人間は、身に宿す『加護』を魔力として自在に操あやつる術じゆつを学び、魔術師と呼ばれる職に就つくこともある。

　が、竜がその身に宿す『加護』は、魔術師と比較しても桁けた外はずれに強い。

　こと戦闘に関しては魔術師などより、竜の遺骸で作った装備を身に纏う討伐屋や兵士の方が強い。それゆえ魔術師も、各種ポーションの調合や装備、魔導器の製造等で活躍している者がほとんどである。

　人間の個体差による『加護』の強弱など、竜の遺骸の持つ『加護』と比べれば誤ご差さのようなものなのだ。

　さらにもうひとつ、竜の『加護』には特徴がある。

　人間やほかの動植物とは異なり、竜自身が生命活動を止めようと、竜の遺骸から『加護』は消えない。なぜ竜の遺骸だけ特別なのかは不明だ。竜は『不死身』で、たとえバラバラの肉片にされてしまっても、実はまだ『生きて』いるなんて説もある。

　そんな説の真しん偽ぎはともかく、竜が死んでも『加護』が消えない事実については常識だ。消えていれば討伐屋の強力な『装備』など作れない。

「おおおおっしゃる通りではあるのですが……っ！　こ、こちらをご覧ください！」

「は？　何これ」

　取り乱しながらも受付嬢がカウンターの残骸の上に並べたのは、いくつかの書類だった。

　事務用の羊皮紙の束だ。インクで羅ら列れつされているのは竜の特徴。発見場所。この街の近くのようだが……。

「過去にも二例ほど、同様の現象は確認されていまして……」

「同様の現象？」

「は、はい。前例では誰かが討伐したのではなく、バラバラになった竜の遺骸が発見されただけなのですが……発見された遺骸からは、やはり『加護』が消えていまして」

　発見された遺骸はどちらもＥ級の竜のもの。

　竜同士の争いの結果にしては、食い散らかされた跡はなく、討伐屋の手によるものにしては、どんな武器を使えばこうなるのかと不思議なほど破壊が徹底し、しかも討伐した者が名乗り出る様子がない。

　不思議ではあるが、Ｅ級でも竜の遺骸は貴重な収しゆう益えきだ。

　報告を受けたギルドは回収班を向かわせ遺骸を回収。鍛か冶じ職しよくの魔術師に査さ定ていを頼んで目を剝むくこととなった。

「どちらの竜も、遺骸からは『加護』が失われていました。皮も骨も普通の刃物が通るほどやわらかく、肉はなんら魔術的な加工を加えていないのに、家か畜ちくの餌えさとして問題なく食されたぐらいで……査定の結果も、『加護』が消えているとしか考えられないと」

「で、でもそんな、ええ……？　ありえるの……？」

　竜の肉は強きよう靭じんすぎて、魔術的な処理をしないと食べられない、食べても消化できない、消化できるのはほかの竜ぐらいだと、実家のシェフが言っていた。

　エインが困惑を深めると、受付嬢もうなずいた。

「通常、ありえません。それであの、これは別に、エルテンシアさんの成果を疑うたがうわけではないのですが……」

　遠えん慮りよがちに前置きされて、エインは少し怯ひるんだ。

　粘竜を討伐したのはエインということになっている。まさかＦ級のあいつに助けられたなどと他人には言えない……というだけの理由ではなく、それが当のＦ級本人の希望でもあったからである。

　理由を聞いても「知ってるんでしょ俺の秘密。なら言う必要ないよね？」と、人の悪い笑みではぐらかされた。

　あれはエインが本当は秘密なんて知らないと、悟さとっている笑みだった。

　たしかに、せっかく声をかけてやったＦ級に拒否されたので意地になり、知られたくない秘密のひとつや二つ誰だってあるだろうと、はったりをかましたエインが悪い。でも気づいているならそう言えばいいのに。アイツも相当性格悪い。

　実際助けられてしまった手前、そう強くも出られないのだが……。

「エルテンシアさん？」

「え、な、何？」

「確認させていただきたいのですが……その、今回の粘竜、どこか様子がおかしかったりはしませんでしたか？　遭遇した時点で怪け我がをしていたとか、弱っていたとか」

　受付嬢の質問の意い図とがわからず、エインは小さく眉まゆをひそめる。

「……？　や、そんな様子はなかったと思うけど」

「そうですか……あ。その、実は当ギルドとしましては、今回の件を含ふくめ過去の二例も、未発見の新たな竜の仕し業わざではないか、という推測、見解を持っていまして」

　ギルドの職員が詳くわしく観察したところ、件の竜の遺骸はどちらも、まるで内側から破裂したかのように弾け、木っ端微塵だった。

　たとえば、この地域の近くに特殊な『毒』を持つ新種の竜がいるとする。

　それを受けた竜が内側から破裂し、かつ遺骸からは『加護』は失われる、そんな前ぜん代だい未み聞もんの効果のある『毒』だ。

　粘竜が別のどこかでその『毒』を受け、エインたちの前に現れてから体内の『毒』が真価を発はつ揮きし、破裂に至いたったのだとすれば、一応のつじつまは合う。

　毒のほかにもひたすら気性の荒い、敵対した者を細こま切ぎれにする習性のある竜とか、色んな説があるが、今回、エインの目の前で粘竜が弾けたというなら、毒説が有力になる。

　いずれにしろ、こんな現象、ほかの竜によるものとしか思えない。

　まだ人的被害は確認されていないが、Ｄ級竜すら『加護』を含めて死滅させるこの力、ことによるとＡ級の危険度すら想定される。

　ギルドの方ではそう考えているのだ。

「あー……そういうことね」

　と不意に呟つぶやいたのは、エインの背後に控ひかえていた、赤青コンビの赤い方だった。

　妙に冷めた様子で自分の爪を気にしていたその鋭い視線が、振り返ったエインを射い貫ぬく。睨にらんでいるようにも見えた。いや、粘竜討伐以後、やたらとこっちを疑うような、探るような視線を向けてきていた気はしたが……。

「あたし、目ぇいいんだよね。弓使いだし」

「え、ええ。そう言ってたわ……ね……」

　言いかけてエインは気づく。

　多少防御力を犠牲にしても、敏びん捷しよう性せいや特殊効果を重視して鎧よろいを選ぶのが弓使い。彼女が戦闘中に被っていた兜かぶとは、シールド部分に視力補助の効果もあるとか言っていたはず。

　つまり。

　こちらから見えない距離まで遠ざかってはいても、

「どう見ても手も足も出てないのに、あの体勢で粘竜倒せるわけないんだよね」

　見られてたーっ！

　あの醜しゆう態たいを！　ほとんど痴ち態たいと呼んでもいい姿を！

「それとわたしは耳がよくってえ」

　続いて言ったのは青い方。

　にこやかだが細められた目の奥は笑っていない。魔ま砲ほう使いの彼女は、足を止めての長いチャージ時間中、目標とは別の竜の不意打ちを喰らうことを危き惧ぐし、聴力強化の兜を被っている。

「全部は無理だけど、甲高く泣き喚わめく声はいくつか聞き取れたわ。たとえば『Ｃ級なんて噓』とか、『パパに買ってもらった』とか」

　ざわ、と酒場の討伐屋たちが動揺を見せる。

「つまり……どういうこった？」

「あのＣ級装備、親が買い与えただけだってのか？」

「どんな親だよ」

「竜討伐の大家がどうのって話はどうなった？」

「いやでも、たしかにエルテンシアって、今じゃ討伐屋より銀行屋として有名じゃねぇ？」

「まあ買ったもんでもＣ級装備ならそれなりに……」

「聞く限りそのＣ級装備でＤ級相手に手も足も出なかったんだろ？」

　さーっと青ざめていくエイン。

　親に買ってもらった装備で凄腕討伐屋の『フリ』をして、あまつえさえ本物のＣ級装備で、Ｄ級相手になんにもできなかったとバレてしまった。

　怯えていたはずの受付嬢も、「え。それって……」と訝いぶかしげだ。

「それでも粘竜がああなった以上、あんたが何かしたのかと思ってたけど」

「まさか単にほかの竜の『毒』で運よくああなっただけなんてねえ……」

「ちょ、ちょっと待って。ごめん、ごめんなさいアタシ……」

　あわあわと取とり繕つくろい始めるエインに、しかし、赤青コンビは笑顔を見せる。

「いや気にしなくていいって。Ｅ級だけでもそこそこの実入りにはなったし」

「ええ。探索中の資金も出してもらったおかげで儲かっちゃった。天幕も快適だったし」

「え。そ、そう？　じゃ、じゃあこれからも──」

「「それは無理」」

「なんでよー!?」

　声を揃そろえて拒絶され、エインは涙目になる。

「や、いくらＣ級装備でも、さすがにド素人しろうとに命預けるのはやだし」

「その装備譲ゆずってくれるなら考えてもいいけどねえ……」

　さすがに親にもらったものを簡単に譲れはしないし、そもそもこの装備がなければエインなどあっさり死にかねない、実際死にかけたので譲れない。

　そんな内心が顔に出ていたのだろう。

「ま、わりと楽しかったけど」

「今後ともエインちゃんのご活躍をお祈りしています、ってことで」

「や、ま、待っ」












「「さようなら」」

　こうして、赤青コンビは離脱した。
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「うっ、うっ、なによぉ……儲かったし楽しかったんならいいじゃない……そりゃ騙だましてたのは悪かったけどぉ……」

　わざわざ隣となりに座って泣き言を漏もらすエインを、ジンはテーブルに突っ伏したまま放置する。

　手続きまだかな。なんか「一応、手柄もないのにギルドから報酬を詐さ取しゆしようとした疑いがあるので……前例についてご存知なかったようですし、大事にはならないと思いますが」と協議に入ってしまったギルド職員たちの結論を待たされているのだ。

　ちなみに赤青コンビは離れた席で待機している。

　これ以上エインとつるむ気はないらしい。

「う。苦。まず」

　エインはといえばやけ酒を呷あおろうとして、酒自体飲のみ慣なれていないのか、ひと口舐なめて放置し、泣き言を続ける。

「だってほかの酒場じゃ素人ってだけでパーティ組むの断られたんだもん……あとはいかにも性犯罪者臭くさいのしか寄ってこないし……はぁ。せっかくパーティ組めたのにこれで二人かあ」

「……待った。それ、まさか俺が数に入ってない？」

　つい抗議の声と顔をあげてしまってから、ぱぁっと顔を輝かせているエインに気づく。

　しまった。反応したせいで余よ計けいな希望を持たれた。

「言っとくけど俺、もともと臨時だからね？　君と固定パーティ組んだ覚えないよ？」

「そっ、そう言わずに！　経けい費ひとか出してあげるから！」

「無理」

「なぁーんーでーよー!?」

　エインが涙目になり肩を揺さぶってくるが、ジンはできるだけ冷たい声音で返す。

「あの二人と同じ理由。というか二度と討伐屋なんてやるなって言ったよね俺？」

「あ、あれは来世の話でしょ。まだ生きてるし」

「屁へ理り屈くつ……」

　なんであんな目に遭あってまだ討伐屋なんてやりたがるのか。女性なら本職の討伐屋でも引退を考えるレベルだと思うのだが。

　まあ理由なんて知りたくもないし、知ったからには協力しろとか言われそうなので尋たずねるつもりもないジンだったが、

「おーねーがーいーっ！　早く自立しないとアタシ、実家で結婚させられるハメになっちゃうのーっ！　……ってなんでそこで耳塞ふさぐのよアンタ!?」

　勝手に語り始めてしまった。

　知らん知らん。結婚生活に向いているタイプにも見えないが、それでも討伐屋よりはまだいくらか幸せになれる目もあるだろう。

「ママが勝手に決めてきた縁えん談だんでさー。パパは反対してるから、『いざって時に自分で身が守れないと無理やり連れ帰されちゃうから』ってねだったらこの装備買ってくれたんだけど」

「身を守るどころか危険に飛びこむ動機になっちゃってるんだけどそれ……」

　ジンがあきれ顔を見せると、エインは「むー」と口を尖とがらせ、ばんばんテーブルを叩く。

「しょーがないでしょ！　今はアタシが勝手に家出したことになってるけど、そのうちパパが裏で援助してくれてるってバレるだろうし。そうなったら一人でお金稼かせいでやってかないといけないし。高ランクの討伐屋なら稼ぎも大きいって噂うわさだしさ」

「相そう応おうの危険と引き換えにね」

　竜というのは、ただ上位の装備を身に着ければそれだけで勝てる相手というわけではない。同ランク以上の装備があって初めて同じ土俵に立てるだけというか、腕前や運次第では、あっけなく死んでしまうこともある。

　実際、Ｃ級装備を持ちながら、エインはＤ級の粘竜相手に死にかけた。

　単に自立したいだけならますます、こんな危険な職業を選ぶ必要性は低い。

「というか、その装備売れば解決じゃん？　上手くいけば一生遊んで暮らせるよ」

「は？　何言ってんのアンタ？」

　ごく真まっ当とうな指摘をしたつもりなのだが、エインは心底、不思議そうに首を傾かしげる。

「高く売れてもせいぜい一○億ぽっちでしょ？　それだけじゃ細ほそ々ぼそ暮らしても一年くらいしか保もたないわよ」

「殴なぐってもいい？」

「な、なんで!?　アタシおかしなこと言った!?」

　言った。

　一○億ぽっちて。

　ちなみに討伐屋の生涯年収は平均して二～三億ドルク程度。最上位の討伐屋になると小規模な国家予算並みに稼ぐ猛も者さもいて、そうした連中が平均を大幅に押しあげてなおこの金額だ。

　一○億といえば、庶民感覚からすればちょっと想像できないレベルの大金である。

　一年で一○億って、どんな金銭感覚をしていればそんなに使い切れるのか。

「どんなって……まず屋敷を買うと小さくても五億くらいかかるでしょ？」

「はい待った。借りよう？　家出少女の身で屋敷住まいってとこ置いといてもまず借りれば安く済むよねそこは？」

「え。お家って借りられるものなの？」

　借家という発想すらなかった。エインは本気で不思議そうにした後、続けて言う。

「で。あと、料理人とか使用人とか庭師を百人くらい雇やとうでしょ？」

「雇わないけど、うん。それでもまだ億単位残るよね？」

「家具と、お洋服を一年分と、料理の材料と、冬の燃料と、バカンス中の滞在費用と……うん。やっぱり一○億なんてすぐじゃない」

　すごい。

　一度袖そでを通した服は二度と着ない気じゃなかろうかとか、バカンスは必要経費に含まれますかとか、指摘を入れたいところだらけなのはもちろん、本人的にはそれで『細細』とした暮らしだと言うのだから常じよう軌きを逸いつしている。どうしてこんなことになるまで放っておいた。

「ね。討伐屋になって稼ぐしかないでしょ？」

「うん。帰れ」

「なんでよー!?」

　討伐屋になったってそうそう稼げる額じゃないし。

　その生活ぶりを維持できる伴はん侶りよなんて、それこそ母親が決めてきたという、上流階級の結婚相手ぐらいのものだろう。むしろ商売敵に嫁とつがせて破産させる気じゃなかろうか、なんて陰謀すら懸け念ねんしたくなるレベル。

「世間知らずとかそういう次元じゃないよね」

「そっ、そんなに!?　そんなにひどいのアタシ!?」

「ひどい。つーか惨むごい」

　ジンがばっさり切り捨てると、エインはしゅんと肩を落とした。

「うう……そんなはっきり……てかアンタ、コミュ障どこやったのよ……」

「それはコミュ障を誤解した感想だ」

　コミュ障というのは、深刻な病気や障害の類たぐいではなく、要は人見知りとかそういう人間へのスラング的なものだが、多くのコミュ障がコミュ障ぶりを発揮するのにも条件がある。

　おおむね家族とか、気心知れた間柄の相手に対しては発揮しづらい。

　……まあ、ジンにはその家族もいないが。

　厳密に言えば、一応まだ、家族と呼べる続柄の人物も二人か三人いるのだけど。面識があるのは一人だけで、その一人も、あまり『家族』と呼びたい人物ではない。

　いや今は、そんな複雑な家庭事情はどうでもよくて。

「いわゆるコミュ障ってのは本質的には人見知り。人前で口を開くと緊張してしまうってだけだ。なぜそれほど緊張してしまうかと言えば、相手に嫌われたくないと思うからだ」

「結果挙きよ動どう不ふ審しんになって嫌われてたら世話ないような……」

「言うな。みんな自覚はしてる」

　自覚はしていても、自分の挙動不審ぶりに相手がドン引きするのがわかって焦あせり、さらに挙動不審になって負のループを繰り返すのがコミュ障である。

「ま、まあなるほど……うん？　じゃあアタシは？　……ひょ、ひょっとしてアンタ、口ではなんのかんの言いつつももうアタシに気を許──」

　何か期待するような眼まな差ざしを見せるエインに、ジンは遮さえぎり気味に言う。

「そう。君に嫌われても痛くも痒かゆくもないので緊張する必要がありません」

「ひどくない!?」

「自分でも驚いてる。こんな相手は滅めつ多たにいないんだけど」

「嬉しくないわよその特別感!?」

　だって迷惑だし。

　さんざんな仕打ち受けたし。

「そ、それは悪かったかもしれないけど……でもほら、アタシ、今度こそアンタの『秘密』知ってるのに、ほっといていいわけ？」

　途中から耳打ちでの囁ささやきだったが、また耳のいい討伐屋にでも聞かれていたら困るのでやめてほしい。見渡す限り、屋内で兜を被ったままの討伐屋もいないので大丈夫だろうが。

「具体的には？」

「え。そ、そりゃあ、な、なんかほら、手も触れずに粘竜倒せちゃうような何かよ」

「君はすでに大ぼら吹いた後なわけで、その曖あい昧まいな証言を信じる人もいないと思うけど」

「う……」

「だいたい俺にこだわる必要も今度こそないだろ。俺が、あー、倒した竜の遺骸がどうなるかはさっきの説明通りだし」

　あの異能スキルを使って倒した竜からは、『加護』が消える。

　これはジン自身にもコントロールできない。スキルを使う限りつきまとう問題だ。過去の二例も、名乗り出たりはしなかったがジンによるものである。

　討伐屋のクエストの大きな目的は、竜の加護の宿った素材と、素材から作られる装備だ。

　クエスト達成条件に遺骸の回収が含まれるクエストはもちろん、街道などに出没する竜の排はい除じよが達成条件のクエストでも、討伐屋の目的自体は遺骸であることが多い。

　ジンがうっかりスキルを使ってしまえば台無しだ。誰かと組んでいればトラブルの元にもなるだろう。

　そもそもスキルの存在自体を隠すため、ジンは人前でスキルを使う機会が生じるリスクを避け、単ソ独ロでしかクエストを受けてこなかった。

　スキルを使えば単独でも上位の竜を討うつことはできるが、それでは装備は作れない。

　かといってスキルを使わずの単独では、Ｆ級クエストを安全にこなすことさえ難しい。

　だからこそジンはいまだ、Ｆ級装備のままなのである。

「……というか、なんでそこまで『秘密』にしときたいのよ？　公にして、特例で高ランクのクエスト受注させてもらえば、竜の駆く除じよだけでもそこそこお金になりそうなのに」

「さあね」

　ジンは適当にはぐらかす。

　そこまで正直に答えてやる義理はない。

　エインはぷくっと頰を膨ふくらませたが、一転。あの無理をした笑顔になる。

「そうは言っても、ね？　アンタがいればさ、高ランクの竜にチャレンジして失敗しても、命と貞てい操そうの危険はなんとかなりそうっていうか。ね？」

「だから命と貞操の心配するぐらいならほかの職業を選べと」

　ジンの言葉に、エインはなぜか自信満々に応じる。

「アタシの世間知らずぶり舐めるんじゃないわよ！　伊だ達てに一日で三件もウェイトレス首になってないんだからね！」

「試ためしてはみたのね……」

　あと世間知らずの自覚自体はあったのか。

　それにしても一日で三件って何をどうすればそんなことに。まあ、世間の真まっ当とうな職に馴な染じめず討伐屋社会へ……というのは、ありがちな話ではあるのだが。

　どうあっても首を縦たてに振らないジンを前に、エインもさすがに疲れてきたのか、がっくりと肩を落とす。やめろ。美少女が落ちこんでるからって気の毒そうな視線をちらちらとエインと俺の間にさまよわせるな周囲の人たち。こいつ全然気の毒じゃないぞ。むしろ恵まれてるぞ。

　おもに経済的な理由のせいで転職するか討伐屋を続けるかの瀬せ戸と際ぎわにいるのがジンだ。そんな自分がどうしてそんな、お嬢様のわがままに付き合わされねばならないのか。

　ジンが拒絶の決意を新たにしていると、エインはしょんぼり呟いた。

「一応、パパの援助が続いてる間だけなら、月給も出せるんだけど……」

「……月給？」

　気になる単語を聞いた気がして、ジンは表情を改める。

　それに気け圧おされた様子で、エインは遠慮がちに応じた。

「う、うん。で、でもほんのちょびっとよ？　たぶん二、三ヶ月くらいしか続かないし、男にお金渡してるなんて知ったらパパ怒るから、アタシが誤ご魔ま化かせる程度の額がくだけだし」

「いくら」

「五○○万」

「乗った」

「いいの!?」

　今までのやり取りなんだったの!?　と、あっさり承しよう諾だくしたジンに目を剝くエイン。

　むしろなんで最初にその話をしなかったのか。五○○万とかジンなら二年は暮らしていける額だ。

　赤青コンビも聞こえていたのかなんか葛かつ藤とうしている様子が見えるが、あの二人がいると『秘密』の維い持じが難しくなるのであえて無視する。

「えと。じゃ、じゃあ改めて、よろしくね？」

　おずおずと差し出されたエインの手を握り返し、ジンは深くうなずいた。

　こうして極めてビジネスライクに、討伐屋稼業二年目にしてジンに初めて、相棒ができた。
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　ビジネスとは言っても、気楽なものだ。

　要するにエインのクエストに付つき添そって、万が一の際にだけスキルを振るって窮きゆう地ちを救ってやればいい。

　さすがに少しはジンの意見も聞く気になったのか、エインはあの無駄に重い天幕の運うん搬ぱん、新鮮な野菜だの果物くだものだのといった雑用をジンに強しいることはやめ、食事の用意も当番制となった。

　ジンがすべき仕事といえば、探索の手伝いや、各種竜の情報の教示、あとは戦闘に関するいくらかの指導程度である。

　これだけで月に五○○万。

　首尾よく三ヶ月続けられれば、一五○○万もの大金が懐ふところに入るというのだから笑いが止まらない。Ｅ級上位の装備なら問題なく買い揃えられるし、それらを手に入れれば単独でも十分、老後の資金を貯ためつつ食っていけるだろう。

　エインにスキルの詳細を知られるリスクはあるが、すでにどんな現象を引き起こせるかという肝かん心じんな点がバレてしまったので今さらだし、上手く立ち回れば細かい部分は隠し通せる。

　リスクを差し引きしても実においしい。

　素晴らしいビジネスだ。

「…………ねえ」

　そんな風に思っていた時期が、ジンにもあった。

「ねえってば」

「……何？」

「アタシたち、今これ、クエスト中よね？」

「そのはずだね」

「じゃあなんで」

　エインは手を止め、すっと息を吸いこんだ。

　大声をあげそうな気配を察さつし、ジンは素早く彼女の口を手でふさぐ。

　ふがふがと抗議の声。やわらかい唇くちびるの感触がくすぐったいのでやめてほしい。

「大声はダメ。誰か来る。ＯＫ？」

「……（こくこく）」

　エインの首肯を確認して手を離す。

　なんだか不ふ埒らちな性犯罪者と被害者みたいなやり取りだが、もちろんそんな他意はない。

　口元を解放されたエインは、

「じゃあなんで来る日も来る日も穴あな掘ほりばっかりしてるのよ──────っ！」

　結局叫びやがった。

　きーん、と耳に響ひびく不快感をやり過ごし、ジンは大きくため息ひとつ。

「……仕方ないだろ。本もとを正せば君のせいだし」

「せ、責任の一端は認めるけどっ！　でもぉ！」

「認めてるんなら改善を。あと今は口より手を動かしてほしい」

　言って、ジンは引き続き黙々と穴を掘る。

　だが掘る音はガッ、ガッと、やけに硬質なものだった。

　それもそのはず。今回の現場は、さほど寒い地域でもないはずの海上に忽こつ然ぜんと存在する、万年氷土に覆おおわれた島なのである。

　地面はほぼ氷で、穴掘りというよりは、じわじわと氷を削けずる作業だ。

　竜りゆう骨こつ製せいのシャベルやピッケルがあっても、手は痺しびれるしきつい。

「うう……なんでこんな、死体遺い棄きしてる犯罪者みたいな……」

　泣き言を漏らすエインのたとえはひどいが、そこまで間違ってないので反論はしづらい。事実、二人の掘る大きな穴の横には死体があった。原形が推測不能なほど木っ端微塵の。もちろん人間ではなく竜の、ではあるが。

　穴はこの死体を隠すために掘っている。

「君が首尾よく討伐成功させてくれてればこんなことには」

「そうだけど！　それは悪いと思ってるけど！　でもなんでわざわざこんな、隠す必要まであるのよぅ！」

「さすがに毎度毎度、俺が同行してるクエスト現場で似たような死体が見つかってたらバレるだろ。色々と」

　エインに雇われてから約二週間。

　まずは戦闘自体に慣なれていこうということで、前回と同じく、受注したクエストはＥ級難易度のもの。戦闘回数を増やすため、Ｅ級下位の複数連続討伐クエストを選んだ。

　クエストの依頼主はある商会で、いくつか特定の素材を集めてほしいというものだった。まあ、大量に対象の竜を狩っていけば自然と集まる種類の素材だ。

　対象の竜は『大だい王おう竜りゆう』。

　通称からは典型的な二足歩行型の竜を想像するが、実際はイカである。

　白緑赤黄青橙ピンクと、やたらとカラフルな墨すみを吐き散らす。ある程度吐き尽くすと、頭部が光り、かつ一定時間、無敵かと見み紛まがうほど耐久力や攻撃力が増す習性を持つ。しかし、陸上を滑すべりつつ触しよく腕わんを振るう攻撃はワンパターンだ。

　陸上でも吐いた墨の上を縦横無尽に滑すべって移動、巨体の割にすばしっこくて厄やつ介かいではあるが、法則さえ見極めれば防御も回避も容易で、エインは「なんでまた触手のある相手なのよ！」と喚いていたが、戦闘訓練にもちょうどいい相手のはずである。疑ぎ似じ無敵状態を除のぞけばＥ級の中でも対策しやすい部類の竜だろう。

　そのはず、なのだが。

「まさかＥ級相手ですらあのザマとは……」

　ジンは遠くを見つめつつ、ここ連日の出来事を脳裏に浮かべた。

　大王竜はこの島の近海に大量に棲せい息そくし、陸へあがってくることも多い竜だ。海の近くを歩き回っているだけでも遭遇できる。

　それゆえ探索に時間をかける必要がなく、最初の三日はエインの訓練に費ついやした。

　大太刀の正確な刃筋立ては一朝一夕に身につくものではないので、攻撃については意識するべき点を教えるに留とどめ、まず重点的に、防御について指導した。

　素す振ぶりや試し斬ざんを繰り返してフォームを覚えるだけでも攻撃力はそこそこのレベルまで到達しやすいし、実際エインはその手の地道な努力で、ある程度の攻撃力を身につけた典型だ。

　だが回避を含めた防御技術はそうもいかない。

　実戦や、それに近い、想定する相手に合わせた形式の訓練でなければ、相手の攻撃への反応のタイミング、可能な限り安全で、攻撃にも移りやすい位置取りなどの実戦勘は養やしなわれにくい。

　素人とプロの最大の差は、攻撃より防御技術にあると言っても言いすぎではないほどだ。

「ほら正面から受け止めない。いちいち衝撃全部を受け止めてたら、反撃に移りにくいだろ。それに大剣ならともかく、大太刀でそれやると必要以上に武器が傷いたむよ。大剣ほど剣身は厚くないんだから」

「そんなっ、ことっ、言われっ、ても……っ！」

　ジンが軽く、素早く繰り出す片手刺突の連撃を、エインは最初、顔の前に掲かかげた大太刀の腹で受けるのが精一杯だった。

「受けるにしても角度をつけて。敵の攻撃を大太刀の表面に滑らせて、いなすイメージ。当たる瞬間に腰と手首を捻ひねればできる。捻る速度はできるだけ敵の攻撃速度に近づけて。腰は左に捻るなら右足、逆なら左足で地面を蹴ければ自然と回る。で、流すと同時に反撃」

「そんないっぺんに言われてもぉっ！」

　エインは覚えのいい方ではなさそうで、当初は涙目だったが、それでもひたすら繰り返すうち、徐々にジンの攻撃のリズムを摑み、教えた通り受け流せるようにはなっていった。

「あ、できた！　こう!?　できてるよね!?」

「そうそう。大王竜の触手での打撃はこれで防げる。で、打撃をあきらめて巻きつけにきそうな時は、角度を変えて刃を──」

　ひとつひとつできることが増え、そのたび顔を輝かせるエインの姿は微笑ほほえましかった。

　ただし微笑んでいられたのは、ひと通りの立ち回りをエインが覚え、実際に大王竜に挑いどんでみるまでのことだった。

「しょ、しょうがないでしょ！　今回はほとんどアタシ一人だし！」

　顔を赤くし抗議してくるエインの声で、ジンはまだ微笑んでいられた頃の回想から戻る。

「俺もＦ級の分ぶん際ざいで偉えらそうなこと言えないんだけど。……にしたって単独とはいえＣ級装備ならさすがに」

　前回のＥ級竜討伐は、一種のビギナーズラックでもあったのだろう。

　赤青コンビが遠距離から注意を引きつけていたのも大きいが、ひょっとしたら先に粘竜に襲われて弱っていたんじゃないかという疑惑まで持ちあがっている。

　それぐらい、実際に大王竜に挑んだエインは弱かった。

　大王竜には初日にジンが挑んで攻撃パターンとタイミングを摑んであった。

　あの訓練はそれを踏ふまえたものだ。どの攻撃にもエインが対処できるよう、丁てい寧ねいに立ち回りを教えた。予習通りやればエインも、もっと善戦できたはずなのだ。

　だが実際のエインは、墨を無防備に顔面に喰らい、触手を伸ばされればトラウマでも刺激されてか「いやぁあああああ！」と涙目で逃げ回り、疑似無敵状態に気づかずに正面から受け止めようとして轢ひかれる。

　Ｃ級装備でなければ即死級の大失敗を繰り返し、結局最後は、

「死ね」

　とジンが一言発して、大王竜は木っ端微塵に弾はじけ飛とぶ。

　……という一連の流れをもう十日近く繰り返していた。

「訓練では上手くいったのに……やっぱり実戦と訓練じゃ違うものなの？」

「そりゃ違うけど、君のはもうそういう些さ細さいな違いの問題じゃないというか」

「どゆこと？」

　きょとん、と首を傾げるエインは、問題の根深さを認識していないらしい。

「技術以前の問題。竜に対して怯えすぎ。いざ実戦になると身体が硬直して、予習の内容がすっ飛んでるとしか思えない。慣れればなんとかなるかとも思ったけど……」

　累るい積せき討伐数はいまだにゼロだ。

　今後、エインが竜への恐怖に慣れる日がくるかは疑問である。

　思い出すのはクエスト受注の際、ギルド本部からエインの資料を取り寄せようとし、取り寄せるだけの資料が存在しなかった……と漏らしていた受付嬢の、あの心配そうな顔だ。

　Ｆ級のジンを捕つかまえて『気をつけてあげてくださいね』とまで言われたが、いやはや。

　二週間経たってもいまだ一体の討伐報告もできていないのだから、彼女の不安は的てき中ちゆうしたと言えるだろう。

「そ、そんなに才能ないの？　アタシ」

　眉まゆ根ねを寄せるジンの表情のせいか、ようやくエインも不安になったようで、伏ふし目めがちに聞いてくる。

　現状は正しく認識しておいてほしいので、ジンはそれにきっぱり答えた。

「ないよ。微塵も」

「微塵も!?」

「俺も相当才能ないけど、匹ひつ敵てきするかそれ以上にね」

　まさかＦ級の自分がＣ級相手にこんな台詞せりふを言う日がくるとは思わなかった。

　ジンのストレートな評価にエインは一瞬、しょぼくれたものの、すぐに「ん？」と別の何かに気づいた顔で首を傾げる。表情の変化が目まぐるしい子だ。

「ていうか、そこ疑問なんだけど。なんだかんだ言ってアンタ、普通に強くない？　初日に大王竜に挑んで渡り合ってたし。なんでＦ級なの？」

「もともと剣術や体術の心得はあったから、立ち回りはそれなりにってだけだよ。羽虫でも上手く飛び回れば、人間の手をかいくぐって肌を刺さすくらいはできるみたいな」

　ただし毒もなしにチクチク刺すだけでは、鬱うつ陶とうしいだけでダメージと呼べるほどのダメージは与えられない。

　Ｆ級装備の攻撃力は、まさに羽虫の針である。

　仕し留とめ切れるはずもないので、ひと通り攻撃をいなした後は、初日の大王竜からも逃げた。

　馬ぐらいの背せ丈たけしかないＦ級の『小しよう竜りゆう』なら、一対一の持久戦で仕留められるが、小竜は基本的に群むれで行動するし、ほかの竜との遭遇リスク、かかる時間と報酬額を含めて考えると、単独で小竜討伐クエストを受ける旨うま味みは少ない。

　そういった事情を説明したところ、エインはふむふむとうなずいた。

「つまり、アンタはコミュ障だから、『誰かと組むのが基本の』討伐屋としての才能がないのね。アタシは？」

「竜にビビりすぎてて、『竜と戦うのが基本の』討伐屋としての才能がない」

「あはは！　いいコンビってことじゃない！」

「ポジティブすぎる……」

　けらけらと笑うエインの気楽さが眩まぶしく、手で顔を覆うしかないジンだった。

　めげない前向きさは、『トライ＆エラーが基本』の討伐屋として、ひとつの才能かもしれない。

　教える側としても、めげない生徒の方がやりやすくはある。ひとまずエインの竜への恐怖克服は懸けん案あん事じ項こうとして置いておき、ジンは穴掘り作業に集中することとする。

　が、めげない＝我慢強いということもないようで、しばらくするとまた、隣からエインの泣き言が響き始めた。

「うー。寒いー、手ぇ痛いー、もうやだー」

「…………」

「ねえもうよくない？　こんなの海にポイッとしちゃえばほかの竜の餌になるでしょきっと」

「一体二体ならともかく、毎日こんな特徴的な死体を投とう棄きしてたらそのうち誰かに気づかれる。ほかにも何組かパーティいるはずだし、この島」

「そもそもなんでそんなにスキルを隠したがるのよー！　いいじゃん便利じゃん強いじゃんっていうかもういっそズルくない!?　アンタ『死ね』って言う以外になんもしてないよね!?　そんだけで竜倒せるってなんなのよ！」

　死体隠しのため毎日氷土に穴を掘る、という重労働程度なら、月五○○万の代価と思えばまだまだ許容範囲だったが、計算違いはほかにもあった。

　それがこれ。

　まさか毎日スキルを使う羽目になるとは想定していなかった。

　さすがのエインも毎日見たせいで、ジンのスキルのあらましに気づいてしまった。

　ジンの異能スキル。




「死ね」と言う。

　それだけで、相手が木っ端微塵に弾け、死ぬ。




　細かい制限の説明を省はぶけばそんな、ごくシンプルな力だ。

　鎧の『加護』とも、魔術師の操る術とも異ことなる、通常ありえない現象である。

　一部の竜が振るうスキルと比べても、あまりに異質で唐とう突とつで、過去には『異物』とさえ称しようされた力。ジン自身にも、このスキルについて、わかっていることは少ない。

　噓うそ偽いつわりなく断言できることといえば、

「……そう便利な力でもない」

　それぐらいの感想だった。

「……ふーん。ま、話したくないならいいけどさ」

　ジンの表情から何を感じ取ってか、エインはつまらなそうに言い、妙みように素直に作業へ戻った。

　ジンにとっては幸いだ。

　深々と氷土に穴を穿うがった後、まず大王竜の、半ば凍りついた死体を底へ放る。

　真水の方が塩水よりも凍りやすいので、煮しや沸ふつして塩を抜いておいた海水を底の方に注そそぐ。少し待つと、水に浮いていた遺骸がそのまま凍った。これで地表まで遺骸が浮かびあがってくる心配はない。さらに地表まで水を注いで凍らせて、あとは周囲の雪でも被せてしまえば痕こん跡せきさえわかるまい。

　さすがに連日ともなると作業にも慣れたもので、なんだかんだ日暮れまでには間に合った。視界の悪い夜間の戦闘は日中以上にエインの勝ち目がないし、一日何体も相手にするのは諸もろ々もろの事情で危険だ。今日はこれで引きあげることにした。

　拠点にしている洞窟へと戻る道すがら、エインが大きく伸びをする。

「あー。今日もよく働いたっ！」

「成果はゼロだけどね」

「どーしてそうすぐテンション下がること言うのよう」

「いやテンション上げられる要素がないし……」

「そうかなあ」

　ジンの感想はごく当たり前のもののはずだが、エインはどこか納得いかなげだ。

「そうでしょ。何かあった？」

「えー？　まあ、うん。えへへ」

　問うと、エインははにかむような笑みを漏らした。

　その無邪気な笑顔は、外見通りにとても可か憐れんだ。

　思い返すに、文句とわがままの多いお嬢様ではあるが、前回のクエストに比べ、今回は全体的に機嫌がいいように見えた。

「前回は色々その……バレないようにとか、あと初めてで緊張してて余裕なかったけど。今回はちょっと楽しいなって」

「穴掘りが？」

「そうじゃなくって！　うーん、なんて言うか。ほらアタシ、お嬢様じゃない？」

「そうだね……」

　徹底的に、骨の髄ずいまでお嬢様ですよね。本当。

「なんでそこで暗い目をするのよ……まあそれで、今までわりと窮きゆう屈くつだったっていうか。どこ行くにも使用人がついてくるし、学校じゃみんな変に気を遣ってくれちゃうし、勉強以外、刃物使う料理とか、運動とか、危ないからってさせてもらえないし。剣の練習だって、学校でこっそり、クラスメイトに教えてもらってたくらいで」

「…………」

「や、その窮屈さに守られてたってことぐらいは、アタシにもわかるけどさ。でもなんか今は、危ないけどその分こう、自分の意思で『挑戦』できてるなって感じが、さ」

「楽しい、と」

「う、うん。その、付き合わせちゃって悪いなとは思ってるけどね？」

　やや不安げに、上目遣いでうかがってくるエイン。

　そんな顔をされるとまあ、成果も出せないくせにどうこう、なんて不満は浮かんでこなかった。この状況が楽しいとまでは思わないが。

「……別に。報酬目当てで付き合ってるだけだし」

「あ、それ知ってる。『ツンデレ』って言うんでしょ」

「違うから。噓偽りない本音だから」

　というか何で借家の存在も知らないのにそんな、特定ジャンルの本の愛読者、好事家ぐらいしか使わない俗語は知ってるんだ。

「ほんとにー？　こんな美少女と二人きりなのに？　ちょっとぐらいムフフな展開楽しみにしてるんじゃないの？　えっち」

「ねーよ」

　からかうような口調に対し、ジンは真顔でそう応じた。

　エインはぐぬ、と悔くやしそうにする。

「そ、即答されるのもなんかムカつくわね……ま、変なことしようとしたらぶっ飛ばすけど」

「そういや寝る時もその装備のままだけど。そこ警戒するならまず、男と二人でクエスト挑むこと自体見直した方が」

「しょーがないでしょ色々バレちゃったし。ほかに女の子見つからないし、アンタなら力ずくで来たってぶっ飛ばせるし」

　そんなエインの言葉に何か違和感を覚え、ジンは少し眉をひそめた。

「……？」

「なんでそこで疑問顔なのよ。妙なスキルがあっても結局Ｆ級でしょアンタ」

「まあいや、そうだけど」

　たしかにジンが腕ずくでエインをどうこうしようとするのは不可能だ。酒場の連中があんな風に投げ飛ばされた通り、Ｃ級装備の膂力は伊達じゃない。

　が、何か、微妙に認識の齟そ齬ごがあるような。どこか嚙かみ合あっていなかったような。

　会話を思い返して違和感の正体を探る間もなく、二人の足は洞窟の入り口で止まった。

　この不思議な島はほとんどの時間、雪が降っていて、時おり吹ふ雪ぶくこともある。防寒性がある鎧の表面に、さらに『加護』の防寒性を高めるポーションを塗ぬっているが、それでも寒い。

　洞窟の内部に踏み入ると、身体を打つ風雪がなくなっただけで、ほんのりと暖かいような錯さつ覚かくを起こす。

　……いや。待て。錯覚ではなく、

「本当に暖かい？」

「？　どうかした？」

「誰かいる。静かに」

　短く指示して、耳を澄すます。

　意識を向けたのは洞窟の奥。

　二人が荷物を置いている、やや開けた空間だ。天てん井じようが高く、その天井には外へ通じる細い亀き裂れつがあり、火を焚たいても煙けむりが充満しない。

　風雪をしのぎ、暖だんを取るのに適した場所だが、どうも今、誰かがそこで焚き火をしている気配があった。

　ぱちぱちと、火の粉の爆はぜる音が響き、ゆるくカーブした道の先には淡い光の揺らぎも見える。今朝、火の始末はちゃんとしたはずだし、仮に荷物に火が移ったにしても、半日以上燃え続けるような物は置いていない。……やはり、誰かがいる。

「いったん出よう」

「え？　え、え？」

　エインの手を摑み引き返す。

　この島にいるのなら十中八九、同業者だ。

　土地の所有者すら存在しない秘ひ境きよう、別にどこで焚き火をしようが自由だが、荷物を見れば、誰かがねぐらに使っている場所だとはわかるだろう。

　島は中央部がほとんど岩山で、似たような洞窟はそこらじゅうにある。

　討伐屋同士が顔を合わせれば、揉め事に至いたることも多いのに、わざわざほかの討伐屋が使っている場所をねぐらに選ぶ必要はない。

　ほかに火を焚ける洞窟を探すのが面倒だった、程度の理由ならいいが、仮に、なんらかの意図があって待ち構えるような真ま似ねをしているとすれば──。

　そんな懸け念ねんをエインに説明する前に、二人は洞窟の入り口へと戻ってきて、

「はーい。おかえり」

「外は寒いよー？　もっと奥で話そうぜ」

　にやにやと嫌な笑みを浮かべる、男たちに囲まれた。
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「放してっ！　この、放しなさいっての！　放せっ！」

「おーおー。すげえ力。さすがＣ級」

「いや、クソ、マジで馬鹿力なんすけど……ちょ、ボス！　手伝ってくださいよ！」

　ジタバタと往おう生じよう際ぎわ悪く暴れようとするエインの手首を後ろ手に押さえつけ、五人がかりで拘束している男の一人が、焚き火の奥に向けて声をあげた。

　Ｆ級のジンを拘束している男は一人だが、Ｃ級のエインが相手だと、五人がかりでも厳きびしいようだ。

　焚き火を囲んでいた四人の内、ボスと呼ばれた男が顔をあげる。

「五対一で何言ってんだバカ。チ、おい」

「あいよ」

　ボスの声で、その隣にいた特に大柄な男が立ちあがり、エインの前へと歩み寄る。

「放していいぞ」

「助かりやす」

　大柄な男の声を受け、五人はあっさりエインを放す。

　だが大柄な男が背後に回る前に、エインは背に負った大太刀の柄つかへ手を伸ばした。

　そして不敵に鼻を鳴らして、

「油断したわね。何を隠そうアタシの装備はＣきゅ──」

「ふん」

　ドス、という鈍にぶい音と共に、腹を殴られその場に崩れた。

「……ぃ……っ、ぁ……は……っ」

　衝撃で息が詰まったのだろう。地に顔を伏せたエインの表情は見えなかったが、苦く悶もんは次第に、小さくすすり泣くような声に変わった。

「────っ」

　とっさに動きかけた身体を、ジンは理性で押し留める。

　脳のう裏りにはまた『あの声』が木こ霊だまし、ジンを急せかしている。

　だが、まだだ。

　まだ男たちの素す性じようも、目的も判然としていない。

　確実に、慎重を期きすのなら、そこを明らかにしてからでも遅くはない。

　いま注目すべきは、エインのＣ級装備の防御力があってなお、体格差がそのまま出たかのような、男の拳こぶしの威力の方だ。

「油断したのは嬢ちゃんだったなぁ。そいつもオレもＣ級ですよ？」

　ボスと呼ばれていた男が嘲笑う。エインにはまだ見分けがつかないのだろうが、ジンの記憶によればたしかに、彼と大柄な男が纏っているのはＣ級、『颯そう牙が竜りゆう』と『砂さ塵じん竜りゆう』の装備だ。

　それだけではない。

　ジンの両手を片手で摑んで拘束している男も含め、ほか八人の装備はＤ級だ。

　いや、珍しいことではない。Ｄ級以上の装備はたしかにレアだが、より上位の竜を狙うため、Ｄ級の者同士でパーティを組むこと自体は、自然な話だ。

　妙な点といえば、そこに二人もＣ級が交じっていること。

　同性と組むのが無ぶ難なんである女性とか、エインやジンのような特殊な事情がない限り、Ｃ級もやはりＣ級同士で組むのが普通だ。もちろん、Ｃ級となるとさらに数は減り、固定を組める相手に出会えず、下位の者と臨時で組むことも多いのだろうが。

　ボスという呼び方といい、臨時にしてはずいぶんと馴染みのある集まりらしい。

　しかし、それらを差し引いても現段階で十分に、彼らが真まっ当とうに『竜の討伐』を主目的としているパーティでないとは、想像がつく。

　ジンはさらなる情報を引き出すべく、口を開いた。

「要求は？」

「お。話がはええなあ。もうちっと抵抗とかしなくていいのかい？　ほれ、大事な彼女がご覧の有あり様さまよ？」

「無茶言っちゃ可哀想っすよボスぅ」

「できるわけないっすもん」

「なんせこいつ、ぷ。Ｆ級っすよ？」

「そりゃビビるよなあ！」

　嘲笑が弾ける。

　ここまで露ろ骨こつに装備をバカにされたのは久しぶりで、逆に新鮮だった。少なくともあの酒場の常連ではなさそうだ。

「おうおう、こりゃ悪いこと言っちまったなあ。いやなに、要求ってもそうたいしたこっちゃない。単にそこの嬢じようちゃんの装備が目め当あてよ。抵抗しないんならお前さんにも嬢ちゃんにも手荒な真似はしねえ。ただ」

「立て」

　大柄な男が、すすり泣くエインの髪を摑んで無理やり立たせる。

「嬢ちゃんはもう抵抗しちまったからなあ」

「やっ、やだ、やめ──」

「うるせえ」

　パンッ！　と一発。

　虫を払うように頰ほおを張られ、エインの口元からは、唇が切れたのか血が一筋流れる。

　先の腹部への殴おう打だに比べれば大きなダメージはないだろう。

　だが効果は劇的だった。

　エインは恐怖に顔を強こわ張ばらせ、ぎゅっと唇を嚙んで、それでも黙だまっている。肩は震ふるえ、髪飾りを奪うばわれ、腕や脚の装甲を剝はがされていっても、身動きしない。

　粘竜の時とは対照的な静かさだ。

「ボス、ボス。おれ三番で！」

「あ、てめ。ボス、酒場で嬢ちゃんのネタ仕入れてきたのオレっすよね!?」

「こいつらの寝ぐら見つけたのは俺ですよ！」

「あーあーうるせぇなあ。ちったぁこの童どう貞ていくせえＦ級くんに気ぃつかえよ。譲ゆずって差しあげる気はないんですかー三番辺り」

「ボスも譲る気ねえじゃねっすか！」

　下品な笑い声が反響する。

　なんの順番を争っているのかは、さすがの世間知らずにも見当がついたらしい。

　腰部の装甲も剝がされ、下に着ていた肌着と、胸を隠す装甲のみの、ほとんど下着姿にされたエインは、カタカタと震え青ざめている。

　……要するに。

　彼らは、常習的な犯罪者集団なのだ。

　これも珍めずらしい話ではない。竜の棲すむ土地というのは、法の支配の及およばない無法地帯だ。

　討伐屋を狙う犯罪者──強盗や強姦を目的にした、山賊じみた連中も存在する。

　討伐屋の大半はＥ級だ。山賊側にＤ級以上の装備があれば、狙える獲物はよりどりみどり。

　金品、装備、あるいは女。

　稼げる金額も味わえる快楽も、ことによれば真ま面じ目めに竜を討伐する以上のそれになりうる。

　Ｃ級二人にＤ級八人という構成なら、Ｄ級のみのパーティですらいいカモだろう。

『気をつけてあげてくださいね』

　受付嬢の言葉が脳裏をよぎる。

　彼女は、この連中の存在を知っていたのかもしれない。

　実態が山賊同然とはいえ、狙う討伐屋の情報の入手や、奪った持ち物──竜の遺骸の換金のため、おそらくこの連中もギルドに名前を登録しているはずだ。

　ギルドもこの手の連中を放置したくてしているわけではない。

　クエストに向かったパーティが、同時期に『行方不明』になるケースでも多ければ、素そ行こうも含めて考えて、この手の連中が現場で何をしているのか想像もつく。

　もう少しわかりやすく警告してほしいものだが、全登録者に公平であるべきギルドが、証拠もなしに特定パーティを犯罪者扱いするわけにもいかないのだろう。『行方不明』自体は仕事柄、そう珍しい話でもないのだし。

「っ、……嫌ッ！」

　さすがに堪えかねてか、胸元に伸ばされた手を、エインはとっさにといった様子で振り払っていた。自分でも驚いたように、頰を引ひき攣つらせている。

　が、ほとんどの装甲を外された彼女の膂力は普通の女の子以下だ。

　払ったとはいっても、その衝撃は知れたもの。大柄な男は一瞬、手の動きを鈍らせはしたが、構わずエインの胸に手を伸ばし、

「待った」












　声をかけたジンを、うるさげに見返した。

「おっとぉ？」

「ここでＦ級くん、まさかの『待った』をかけたー！」

「いや無む謀ぼうですねえ！」

　ほかの連中は面白がって、囃はやすような声をあげる。

　癇かんに障さわる声だったが、ジンの頭の中はむしろ冷えていく。

　相手にするのも億おつ劫くうだ。

　彼らの素性と目的はだいたいわかった。念のため確認しておくべきことも、もう多くない。

　ジンは静かに感情を消し、ボスとやらへ顔を向ける。

「確認なんだけど」

「あん？」

「あんたらただの強盗強姦魔？　俺の顔に見覚えとかない？」

「はあ？」

　ジンを茶化していた連中を含め、男たちの顔が怪け訝げんそうに曇くもる。

　が、答えなど考える必要もなかったようだ。

「あるわけねえだろ。Ｆ級のガキなんぞに」

「そっか。じゃあ死ね」

　ドパッ！　と。

　酒樽の中身をぶち撒まけるような音の後、ジュッ！　と焚き火が掻かき消きえる。

　洞窟内は闇に沈しずんだ。

「な、なんだ!?　どうした!?」

　動揺する声は、背後からジンの手を拘束している男のものだった。

「火が消えた」

「風もねえのに……おい誰か火！　おい！　……あ？」

　ジン以外、男に応じる声はない。

　男は苛いら立だったようにひとつ舌を打つと、さしてＦ級のジンを拘束する意味もないと思ったのだろう、すぐに手を放して焚き木の辺りへ向かった。

　びちゃりびちゃりと、ねばつくような足音。

　しばらくカチッカチッと火打ち石を弾く音が響き、

「くそ、なんでこんなぬめって……いや、この臭いって……おい」

　むせそうなほど濃く漂う臭しゆう気きに気づいたのだろう。

　火打ち石を叩く音は苛立ちから、焦るようなリズムへと変わっていく。

　やがて、燃え残った枯れ木のひとつに火がついた。

「え」

　心こころ許もとない松明たいまつを掲げ、男の動きが凍りつく。

「みんなどこへ、いや、これ、でもいや、なん」

　うなされるような男の声を背に、ジンは光源のある内に、自分の荷物へ近づいた。濡れた革の背はい嚢のうの蓋を開け、松明の予備を取り出し、石で火を灯ともす。

　視界が一気に明るくなった。

「あ、あ、ああ？　あぁあああああああ!?」

　濁った男の絶叫が響く。

　洞窟内部は赤く染まっていた。

　色と臭い、独特のぬめり気と、脂あぶらじみた照り返し。

　男には、ひと目でそれが人間の体液であると、見分けがついたらしい。

　よくよく見れば液体だけではない。

『中身』を失った空からっぽの装備が、血の海に沈んでいる。

　壁には特徴的な光沢のある内臓らしきものの一部が貼りついて、地面の血だまりには眼球や髪の毛、肉、骨、ピンクがかった白っぽい、脳か何かも浮いている。

　九人分の残骸が、洞窟内部を醜みにくく汚していた。

　そして、

「なっ、なっ、なん、お前、お前か!?　お前がこれ──」

「死ね」

　ぶしゃ、と男が破裂して、これで十人。全員だ。

　後始末が面倒この上ないが、まあ、とりあえず油でも撒いて火をつけるか。

　大きめの人骨は燃え残るだろうが、大王竜と同じように隠すしかない。重労働だ。

　黙もく々もくと今後の指針をまとめていて、ふと、久しぶりの静けさに違和感を抱く。

「やべ」

　照しよう準じゆんからは外したつもりだったが、まさか巻きこんだかと、ジンは慌てて、エインのいた辺りに灯りを向ける。

　だがエインは健在だった。大量の赤黒い血を頭から被って、銀の髪の輝きは見る影もないが、ジンのスキルに巻きこまれた様子はない。

　ジンは安あん堵どしかけ……そこで、エインの異変に気がついた。

　呆然と座りこみ、エインはジンの顔を見ている。

　涙のにじんだ赤い瞳ひとみが、大きく見開かれていた。

　ぱくぱくと、あえぐように口を開いては閉じ、しかし声は出てこない。

　怪我こそないようだが、痙けい攣れんじみた全身の震えといい、尋常な様子ではなかった。

「ど、どうした？」

　心配になり、ジンは一歩、彼女に近づく。

「嫌……ッ！」

　同時にエインは悲鳴をあげて、そのまま意識を失った。
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「マジで屋や敷しきだ……」

　ジンが訪れたその場所には、貴族でも住んでいそうなシンメトリー建築の屋敷があった。

　拠きよ点てんにしている街のはずれにある、エインの屋敷である。

　洞窟の一件からさらに数日が経たっていた。

　あの後、エインを連れて街まで戻り、ギルドへの報告やら何やら煩はん雑ざつな手続きを一人で終えたのが昨日だ。

　クエストは途中で切りあげてきたため、失敗となった。

　クエスト失敗や断念に対しては、受注時に預あずけておいた保証金が返還されず、ギルドに没収され依頼主への違い約やく金きんに使われる、というペナルティがある。

　クエスト難なん易い度どに比例して保証金の額がくもあがる。

　正直、今回のＥ級クエスト断念はＦ級のジンの懐ふところには痛い。

　保証金制度がないと、複数のクエストを受注するだけしておいて行方ゆくえをくらませる討伐屋スレイヤーも続出するだろうし、仕方のない話ではあるが。

　こんなことならエインに立て替えでも頼むべきだったか。

　ほかでもない、クエスト断念の原因は、あの一件の後、エインが使いものにならなくなってしまったことにあるのだし。

「いらっしゃい。ジンくんだよね？」

　広い庭を突っ切って屋敷の扉を叩いたジンを出迎えたのは、エインと同年代ぐらいに見える、栗くり色いろの短い髪のメイドさんだった。

「……あ。はい」

　家出娘の隠いん遁とん先さきとしては豪ごう奢しやすぎる屋敷に、黒いワンピースにエプロンをつけたメイドさんの出迎え。赤い絨じゆう毯たんの敷しかれた玄関ホールの奥には、ほかにも掃そう除じやら何やらで忙せわしなく動くメイドさんたちが見える。使用人云々の話も本気だったらしい。

　メイドにしては主（直接の雇やとい主ぬしはエインの父親だろうが）の客人に対し気安い口調であることに違和感を覚えつつも、ジンはコミュ障しようぶりを発はつ揮きして短く応じる。

　いやエインの使用人に下手に出る必要もないのだが、そこはそれ、初対面の、こちらに害意もない相手に偉えらそうに構えることなど不可能なのが性分である。

「あはは。本当に人見知りだ」

「……あ。すみませ」

　とりあえず何か、二言目には謝っとけみたいなこれも性分だ。

「んにゃ別に気にしてないよ？　単にエインに聞いてた通りだなって」

「……は、はあ」

　このメイドさん、今度は主人を愛あい称しようで呼び捨てである。

　実はメイドの服を着るのが趣味の親族だったりするのだろうか、なんて疑問が顔に出ていたか、メイドさんはからからと笑う。

「変だよね？　一応、私ここで雇ってもらってる身なのに」

「……あ、や、まあ。……一応？」

「そ。もともとエインとは同級生だったんだけどねー。うちの道場、お金なくって。私もガッコやめて働いた方がいっかなーなんて思ってた時、エインが家出の相談してきてさ」

「……ああ。例の」

　長い何かを振るうような身み振ぶりから察するに、道場というのは剣術のそれだろう。

　となると例の、エインに剣の稽けい古こをつけたという同級生が彼女なのか。剣を教えたなら家を出たがるエインの内心について知っていそうだし、家出の相談相手としても妥だ当とうだろう。

　雇用主と働き手である前に同級生であるなら、気安い口調も当然か。

「あ、遅れたけど、私はハロウ・ジャスティアン。エインにはハロって呼ばれてるし、ジンくんもそう呼んで」

「……は、はあ」

　いや、いきなり名前呼びはちょっと。

　とはいえこの前置きの後に家名で呼ぶのも感じ悪いしどうしたものか、とりあえず名前呼ばなきゃいいか、などと考えていて、ふと、家名の響ひびきに気がついた。

「……ジャスティアン？」

「ん？　ハロでいいって」

「……あ、いや、そうでなく。ジャスティアンって……」

「え。知ってるの？」

　この国の中央でジャスティアン、かつ剣術道場といえば覚えがあるのはひとつだ。

　が、問い返されてから「しまった」と思う。あまり掘ほり下さげられたい話題ではない。わかっちゃいたが緊張しているらしい。

「……まあ。その道じゃ有名ですし」

「そ、そっかな？　そう言ってもらえると嬉しいけど。ジンくんもやる人？」

　ハロは再び剣を振るう動作を見せる。

「……討伐屋ですし、人並みには」

　とっさにしては上手く誤ご魔ま化かせただろうか。ジャスティアンの剣術と個人的な係かかわりがあったことは隠せたようだ。お金がないというハロの言葉が示す通り、主流というわけではないが、剣術家なら名前ぐらいは聞いたことがある、歴史ある流派なのは事実なのだ。

　……いや。それにしてはエインの太刀筋や歩法には、あのジャスティアン独特の気配がなかったんだけど。道場の娘に教わってあれって、あの子センスなさすぎない？

「が、がんばってはいたんだけどね……あは、は」

　疑ぎ問もん符ふを察さつしてハロが引ひき攣つった苦笑を漏もらす辺り、苦労させられたようである。

「……あ。それでその」

「あ、エイン？　ごめんごめん、無駄話させちゃったね」

　すぐ察してくれるので話が早い。つーかコミュ力高い上にやさしい。

「でもごめんね。あの子、まだちょっと体調悪いみたいで」

「……そうですか。じゃあ」

　それで用件は終わってしまったので、ジンはすぐに踵きびすを返した。

「え」

　なんかハロがその反応にびっくりしているが、え。いや用件終わったからさっさと帰った方がいいかなって思っただけなんだけど。

「や、思った以上に淡たん白ぱくなんだなって。こう、もっと怒ったりするかと思ってたけど」

「……怒る？」

「だってエイン、結構強ごう引いんに付き合わせたんでしょ？　お金の支払いもまだみたいだし」

「……ああ。まあ」

　なかば強引にパーティを組ませておいて、約束の報ほう酬しゆうの支払いもなく、一方的な都合で休む。

　それだけ聞くとたしかに怒っても不思議ではないのか。

　とはいえ、無理もないとは思うのだ。

　約束通りハロには漏らしていないようだが、さすがにあんな目に遭あった上、不意打ちであんな光も景のまで見せられて、やる気を保たもてという方が無体だろう。

　そう、不意打ちだ。

　エインはジンのスキルについて把は握あくしていた。

　だからてっきり、あの場もジンがスキルを使ってどうにかすると、予想できていたものと思っていた。

　だが実際にはそうではなかった。

　エインはジンのスキルを誤解していた。

「死ね」と言うだけで『竜を』殺せるものだと思っていたらしい。

　しかしジンのスキルが及およぶのは、なにも竜に限った話ではない。

　虫や動物、植物、さらにキノコなどの菌きん類るい、もちろん人間も、およそ『生きている』と称しようせる相手はすべて壊せる。

　あの時の会話の違和感、食い違いの正体もそれだ。

　たしかにジンに、腕ずくでエインをどうこうする力はないが、このスキルを使って脅迫すれば、意に沿そわない行為を強制すること自体は不可能じゃない。

　貞てい操そうの心配をするのにジンとの二人きりを容認するのは軽けい率そつだとは思っていたが、ジンにとってこのスキルはまず殺人の印象が強いものなので、認識の齟そ齬ごに気づかなかった。

　そしてジンのスキルは相手の身体からだを、必ず木こっ端ぱ微み塵じんに壊してしまう。

　予想していればまだ心の準備もできただろうが、それもないままあの光景を直視すれば、普通の神経では恐怖に駆かられ失しつ神しんのひとつもするというものだろう。

　直前の窮きゆう地ちのショックも含め、心が折れても不思議ではない。

　このまま討伐稼業はあきらめるのが本人のためにもベストだとは思うが、契約の開始……大だい王おう竜りゆう討伐クエストの開始日から数えて三週間ほど経っていることだし、約束の半額ぐらいは催さい促そくしようと、こうして屋敷を訪れた次第だった。

　まだ話ができそうにないのならそれはそれで、日を改めればいいと帰ろうとしたその時──。

「待ちなさいよ……」

　奥から聞き覚えのある声がした。

「ちょ、エイン？　あんたまだ」

「なにか勘違い、してそうだけど、アタシ別に、まだ、あきらめてなんか──」

「エイン!?」

　Ｃ級装備を身に着け、玄関ホールにまで現れたエインだったが、その顔はほのかに赤く、息が荒い。さらに何かを言いさして足をもつれさせ、その場に崩くずれ、倒れてしまった。

　てっきり精神的なショックの問題かと思っていたが、その様子からするに、本当に体調が悪いらしい。精神的ショックと連日の疲労、そこにあの土地と街との寒かん暖だん差さと、思い返せば体調不良の要因だらけでもある。

「ああもう、無理するから……って重い！　え、あんたこんな重かったっけ!?」

「し、失礼なこと……うう……あ、やっぱまだ無理ぃ……」

「いやちょ重い重い無理無理、もうちょっと頑張ってせめて部屋まで……っ！」

　エインに肩を貸すハロは、そのまま持ちあげることもできず、さらに力を失ったエインに押し潰される形になってしまった。

　装備の真価は『加か護ご』にこそあるものだが、装備自体も見た目以上の重量がある。

　生身で、それも女の子が持ちあげるのは難なん儀ぎだろう。

「……代かわります」

「あ、ごめんね助かる！」

　自然、Ｆ級とはいえ装備のおかげで見た目よりは膂りよ力りよくのあるジンが、代わってエインの身体を支えることになった。

「案内するね。こっち、エインの部屋」

　エインの下敷きから解放されたハロは、そう言って、ジンを案内し始めた。


　　　　[image: ]



　天てん蓋がいつきの巨大なベッド。

　それを設しつらえてなお、走り回れるほどの余よ裕ゆうがある広い部屋。

　毛足の長い絨毯は、靴底が沈しずみこむほどやわらかい。

　壁の一面を占拠する衣装棚の上には、ぬいぐるみが群むれを成なしている。

　調度品にはピンクや白といった色合いが多く使われ、どこか甘い香りまで漂った完璧な──女の子の部屋だった。

「……どこ見てるの？」

「いやどこも」

　寝間着に着替えベッドに収まったエインに問われ、早口で返す。

「別に珍めずらしいものもないでしょ」

「むしろ珍しいものしかないんだけど……」

　ベッドといい広さといい、庶民生活を送るジンには縁えんのないものばかりであるし、そもそも女の子の部屋に立ち入ること自体が初めてだ。

　今さらながら、自分がパーティを組んでいる相手が女の子で、しかも飛びきりの美少女である事実を意識させられてしまう。

　正直とんでもなく落ち着かない。

「そう？　あ、そこ座って」

「そこ……っていや、そこベッドの端はしなんですが」

　ジンは躊躇ためらうが、エインは気にする様子もない。

「だからそこ座っていいってば。椅子のあるとこじゃ遠すぎて話できないでしょ」

「うん椅子持ってくるよほら俺この装備だし汚しちゃうし」

「？　別にシーツ洗うからいいのに」

　部屋自体で精一杯なのに、女の子の寝ているベッドに腰かけて話とか落ち着かないどころの騒ぎではなくなる。

　椅子にかかっていた衣服というトラップにまた動揺しつつ、視線をなるべく外して手触りのなめらかなそれをテーブルの上にどけ、ベッドの横まで椅子を持ってきて座る。

「で、話って何」

　エインを運んだ後、すぐに帰ろうとしたのだが、話があると呼び止められて今に至っている。

　着替えを待つ間がまた非常に落ち着かなかったことは言うまでもない。

「その……迷惑かけて、ごめん。あと……ありがと」

　最後のは毛布を口元まで引きあげての言葉ではあったが、一応聞き取れた。

　迷惑というのは、失神から目覚めた後、目も虚うつろなまま塞ふさぎこみ、引きあげの準備やら何やらの後あと始し末まつをジンに任まかせきりだった件だろう。

「別に。予想してなかったんじゃ仕方ない。助けた件はそもそもそのために同行してたようなもんだし、気にすることじゃないだろ。想定とは少し違う相手だったけど」

「まあそうかもだけど……一応。前も言いそびれてたし」

「…………」

　らしくない殊しゆ勝しような言葉に、ジンが思わず沈黙すると、エインは唇くちびるを尖とがらせる。

「な、なによ。アタシがお礼言うの、そんなに変？」

「……あ。いや、別に変じゃないけど」

　やめろ。急に可愛げあるとこ見せてくるのやめろ。

　状況のせいもあってコミュ障復活してしまうから。

「それとあの、例のスキルのことだけど」

「ん？」

「アタシ勘違いしてて、でも、こないだのってつまり、そういうことよね？」

「……まあ」

　竜だけでなく人も殺せる。

　勘違いしていたのならそのままでいてくれれば一番だったが、目の前のあの状況をそのまま看過するわけにもいかなかった。どのみち同じ結果にはなったはずだ。

「それで、ちょっと不思議に思ったんだけど……」

　エインがちらりと、部屋の扉の方を見る。

　意味を察して立ちあがり、ジンは足音を殺して（意識せずとも絨毯のおかげで、ほとんど足音など響かなかったが）扉へ近づき、開いた。

　廊下には誰だれもいない。

　しばらく二人にしてほしいとエインが言ってあったので、ハロも盗み聞くような真ま似ねはしていないようだ。すごく意味深な笑みを浮かべて「ごゆっくり～」とか言われた件については誤解を解いておくべきだと思う。

　ジンが椅子へ戻ると、エインは再び口を開いた。

「ええと、アンタ、スキルを隠してる、のよね？」

「ああ」

「あんな風に人を殺せるってことは……その、そっち系の業界ならもっと、重宝される力だよね？　隠してるのもそのせい？」

「……まあ。そんなとこ」

　意外と言えば意外な疑問だった。

　世間知らずのお嬢じよう様さまの視点にしては鋭するどい、いや、エルテンシアは今や金融関係の名家。世俗一般の常識には疎うとくとも、むしろ、この手のきな臭い話題には詳くわしくなって当然なのかもしれない。

　彼女の不自由も、商売敵がたきによる脅迫、あるいは身代金のための誘拐等を懸け念ねんしてのものであるのだろうし。

「あんなスキル、ほとんど無敵だし。それこそ犯罪ギルドとか宮廷貴族とか、欲しがる輩やからはいくらでもいると思うの。だから、隠したくなる理由はなんとなくわかる」

「無敵ってのは言い過ぎだけど」

　条件さえ整えば特に、暗殺だのには便利ではある。

　なにしろ確実に逃げおおせられるぐらいの遠距離から、「死ね」と言うだけで相手は死ぬ。顔を隠しておき、実行後は雑ざつ踏とうにでも紛まぎれこんでしまえばまず見つからない。

　それに弓矢とか魔ま砲ほうとか、手がかりになる凶器の類たぐいも必要ない。警備の厳重な貴族のパーティなどにも、潜もぐりこんでしまえばあとは簡単だ。

　事実、そうした『仕事』──暗殺は、以前のジンの役目だった。

「だから不思議。どうしてアンタ、アタシを……助けて、くれたの？」

「……報酬目当て、って答えじゃダメ？」

　はぐらかそうとしたジンに対し、エインは真剣な顔で応じる。

「だめ。こないだのはともかく、最初に粘ねん竜りゆうから助けてくれた理由にならないもん。バレたらきっと、ヤバい連中に狙われたりするんでしょ？」

「……まあ。ただ、ほら。怪け我がして身動き取れない子猫が馬車に轢ひかれそうなところに出くわしたら、助けたくなるのが人情ってもんだろ？」

「そうかもしれないけど。でもヤバい連中に追われてる最中に、追いつかれるかもしれない状況で助けるのは普通じゃないわよ。それに……」

　そこでエインは一度、言葉を区切った。

　もごもごと口を動かした後、ぷいと寝返りをうつようにして、ジンに背を向ける。

「……それにアンタ、嫌いなんでしょ。アタシのこと」

「いや別に？」

「……いいわよ気なんて遣つかわなくて」

　拗すねたような口調でそう言われても、ジンとしては本心である。

「遣ってないけど」

「え？」

「え？」

　エインがバッと振り向いてこちらを見る。大きな瞳ひとみを見開いて、まじまじと見つめてくる。

　そんなにおかしなことを言っただろうか。

「だ、だってアンタ、言ってたじゃない。アタシに『嫌われても痛くも痒かゆくもない』って」

「言ったね」

「それってつまり、アタシのこと嫌い、ってことよ……ね？」

「え。そうなるの？」

「な、なるでしょ普通に」

「そんなつもりはなかったけど」

　さんざんこきつかわれたこととか、『秘密』に関して噓うそで誘い出され、あまつさえ本当に『秘密』を露ろ見けんさせるハメに陥おちいったこととか。

　エインについて腹立たしい部分は色々あるが、すなわち嫌いかと言えばそうでもない。

　じゃあ好きなのかと問われればそれもまた微妙だ。が、最終的にスキルを使うと判断したのはあくまでジン自身でもあるし、嫌ったり恨うらんだりするほどの話でもない。

　エインになら嫌われたら嫌われたでそういうお嬢様だとは理解できているし、あきらめもつく。要するに相手に対する期待みたいなものがない、というのが一番しっくりきた。

「なんか君って、けっこう理り不ふ尽じんな理由で相手のこと嫌いになりそうだし」

「そ、そんなことは……ない、と、思う、けど……」

「たとえば相手の事情も斟しん酌しやくせずいきなりクエストに誘っておいて、断られたら腹を立てて、相手のことそのまま嫌いになったり」

「……う」

「料理や雑用を一方的に押しつけておいて、その出で来きが悪かったら腹立てて嫌いになったり」

「…………うう」

「噓がバレてその噓について正論で責せめられて、逆ギレして嫌いになったり」

「………………ごめんなさい」

　自分でも否定しきれないのか、しょんぼりと縮ちぢこまるエインだった。

　が、縮こまっていたのも一瞬だ。すぐに咳せき払ばらいをひとつして、

「こ、こほん。ええとつまり、アンタ、アタシのこと嫌いってわけではないの？」

　そう話を戻した。

　しおらしいよりはこっちの方が彼女らしい。と思ってしまう自分もだいぶ毒されているなあと苦笑しつつ、ジンは応じる。

「まあね」

「ふ、ふーん。……そっか。や、別に、アンタに嫌われてようがアタシの方こそ全然まったくどうでもいいんだけどね？　ただほら、嫌ってる相手をリスク冒おかして助けるなんてのも変な話だと思ったから。うん、それだけだから！」

　言葉の割に、エインは声を弾はずませていた。

　よほどの相手にでもなければ、嫌われているよりは嫌われていない方がマシだろうし、嫌われていないとわかって安心する気持ちは理解できる。

「で。疑問の答えには納得いった？」

「……一応はね。嫌ってはいないけど嫌われても平気、って言えるような相手、子猫みたいに助けたくなるってのはやっぱり不思議だけど」

「なったんだから仕方ない」

　本当はほかにも心当たりはあるのだが、ジンは今の返答で押し通す。

　エインもとりあえず納得してくれたらしい。

「そっか。ん。じゃあ、その……改めて、よろしく」

　おずおずと、右手を差し出してくる。

　差し出された小さな手を見つめて、ジンはぽりぽりと、頭をかいた。

「俺は別にいい、というか経済的に助かるけど。まだ続けるの？」

「あ、当たり前でしょ」

「あんな目に遭ったのに？」

「今さらじゃない。粘竜の時だって危なかったし……」

「まあそうだけど。人間に嬲なぶられるのはある意味、竜に嬲られるよりキツいんじゃないか」

「…………」

　肯定が沈ちん黙もくで語られる。

　行為や苦痛は、粘竜によるそれの方が苛か烈れつなものかもしれない。

　だがああいう、下げ卑びた連中に嬲られる地獄には別種の屈くつ辱じよくがあるだろう。粘竜は生せい殖しよく目的だが、ああいう手合いはただ快楽と、相手の尊そん厳げんを踏みにじることに喜びを見出している。

　今回は無事で済すんだが、次もそうだとは限らない。

　だから警告はしておく。少なくとも意地や一時の反抗心で冒していいリスクではないだろう。

「……どっちにしろ、似たようなものだし」

　ぽつりと呟つぶやいたエインの言葉は、ジンに答えたのか、単なる独り言だったのか。

　エインはさらに手を伸ばすと、強引にジンの手を握にぎった。

　ジンもその手を握り返した。意地や反抗心以外の理由もあるのだとは、わずかに震ふるえる手から十分に伝わってきた。












「アンタっていう切り札がある分、こっちの方がアタシにとっては安全よ」

　そう言い切るほどエインにとって、母親の持ってきた縁えん談だんは、『危険』だったのだろう。

　これでおおむね話はまとまった。

　引き続きジンはエインのクエストに付つき添そう。見返りにジンは（庶民の感覚からすれば）多額の報酬を得る。契約自体は先日までと同じ、つまり何も変わらない。

　ただ、まだ確認しておくべきことはある。

「見た通り、俺のスキルは問答無用で相手の命を奪うばう。かつ死体はあの通り、惨むごいありさまになる。使わざるをえない時、心の準備ぐらいはしておいてほしいんだけど、そこも構わない？」

「……ん。命を奪わずに憲けん兵ぺい団だんに突き出す、とかは難しいのよね？」

「厳げん密みつに言えば戦闘能力だけ奪うことも不可能ではないけど……あれぐらいの人数になると厳しいな。それにああいう連中は生かしておくと報ほう復ふくだのなんだの厄やつ介かいだし」

「……？　でもアンタなら、報復ぐらいどうってことないんじゃ」

「そんな無敵のスキルじゃない。……あー。やっぱ話しといた方がいいか」

　念のため、もう一度扉の外を確認した後、ジンはこのスキルの詳細について話すことにした。

　先日エインを巻きこんだ可能性にひやりとしたこともあって、明かすリスクは呑のみこむことにする。下手に無敵の力と誤解され、その後ろ盾があるからと無茶をされても困る。

「俺は例の言葉を口にすれば、ああやって複数人でも同時にやれる。ただ、やれるのは目で見て捉とらえられる範囲の相手だけだ」

　暗闇ではスキルを発揮できないし、背後からの奇襲にも対処できない。

　たとえスキルの発動条件を知らなくても、報復の際、不意打ちで背後を突こうとする相手は多い。そして死角からの弓射や砲撃にも無防備である。

「視界内なら選んだ相手だけ壊すこともできるけど、一応、余裕があれば俺の視界の外によけといてくれるとやりやすい。気をつけるけど下手をすると……」

「りょ、了解。巻きこまれるかもしれないわけね」

「あと俺がいるからって、自分から無駄な危険に首突っこむのもやめてほしい。竜を相手に助けられるのは、一日当たり一体と思っておいてくれ」

「？　なんで？」

　エインの問いへの答えは、ジンのスキルの弱点、その核かく心しんだ。

　さすがに少し、間を置いてから、それでもジンは、答えを返した。

「俺がスキルを使えるのは、一日にせいぜい──五発が限度だ」

「そんな制限あったの!?」

「あったの」

「……五発かあ。多いのか少ないのかまた微妙な数……」

　正直なエインの感想に、ジンは思わず笑ってしまった。

　こんな風に気安く自分のスキルについて誰かと話すのは初めてで、妙な新しん鮮せんさがある。

「身の安全を確保する上では、多いってほどじゃない。竜に使うのは一発に留とどめておいた方がいいよ」

「でも、それだとまだ四発残るわけだし、もうちょっと竜に使ってもいいんじゃない？　もしこないだみたいな集団に襲われても、一発でたくさんその……こ、殺せちゃうんでしょ？」

「この間の連中ぐらいの……十人程度の襲撃に備えるだけならそうだけど」

　たとえば、襲撃者が百人いるとか。

　そこまで極端な数でなくとも、狭い洞窟のように、一度にほとんどの敵を視界に収められる状況ではない場合や、広野で集団に四方を囲まれたりすれば、前後左右の敵を一いつ掃そうするのに最低四発必要だ。

　人間の視野は九十度よりは広いので、工夫すれば二、三発で、ほぼ全周をカバーすることはできるかもしれないが。

　ただ、一発目で仲間を大量に消し飛ばされた後、ほかの連中がそのまま同じ位置に棒立ちでいてくれる保証もない。伏兵の可能性もある。やはり四発は最低限必要だろう。

　一人殺そうが百人殺そうが一発は一発。

　複数の敵を想定するなら、五発はそれでもまだ心こころ許もとない数なのである。

　正確にはエインがその場にいなければ五発使い切ってなお、打開する目もなくはないが──。

「俺が五発使ってもまだ敵が残ると判断できる場合は、逃げることだけ考えた方がいい」

「そんな人数に囲まれてる状況って、逃げ道がある気もしないんだけど……」

「まあね。それでも心の準備をしておけるかどうかで、土ど壇たん場ばじゃ結構違いが出るし」

　人間はとにかく、不測の事態というやつに弱いものだ。

「それはそうかも……ん。わかった。教えてくれてありがと。でもよかったの？」

「いいか悪いかで言えば、あまりよくはないんだけどね」

　なにしろ弱点さえ知っていれば、対処の仕様がいくらでもあるスキルだ。

　みだりに明かすべき情報ではない。

　たしかに先日の一件で、人間の集団に襲われるという状況もままありえることだと実感できた。彼女を守る役目を請うけ負おった以上、隠したままだとかえって不要な危険を招きかねない。

　しかしなにも弱点まで伝えずとも、ジンが気を配ることで、回避できる危険ではあるようにも思える。

　それでもエインに伝えてしまったのは、

「……単に、君には知っておいてほしかったのかも」

「え？」

　ぽつりと呟く声は、無意識に漏れていた。

「死ね」と口にするだけで相手を殺せる。

　概要だけ聞けば凄まじいスキルでも、実際には無敵ではない。

　明確な弱点があり、その弱点ゆえに過去には──。

「いや。俺が説明しとくことはこんな感じだけど、大丈夫？」

　呟いた言葉の意味を問われる前に、ジンはやや強引に話をまとめた。

　そうしないと、このまま過去の、余計な懺ざん悔げまでしてしまいそうだった。そんな重荷を共有させられても、エインだって困るだろう。

　エインはさっきの呟きが気になるような顔を見せたが、ジンを気遣ってか、ジンのまとめに応じてくれた。

「命まで奪うのはその、まだ気が引けるけど。相手が相手だし、うん。あんな奴らのために自分の将来ダメにするのもやだし。ん、大丈夫。というか、アタシよりアンタこそ平気なの？　なんか、ほら……人殺しって色々、嫌な役目なんじゃ。五○○万ぽっちでいいの？」

「そこは別に。遺い憾かんながら慣れてるし。相手がクズな分、むしろ気は楽かな。想定しうる標的と難易度、相場からいって報酬も妥当なんじゃない？　たぶん」

「き、気は楽って……」

　まあジン自身は過去、相場相応の報酬を受け取れたことなどないのだが。

「でも、そっか。『遺憾』……なのよね？」

「……ああ。さすがに慣なれたくて慣れたわけじゃない」

「ん」

　エインはなぜか、そこでホッと安あん堵どするような息を吐いた。

　それから誤魔化すように頭を振って、毛布をかぶってしまう。

「気が抜けたらなんか眠くなってきちゃった。体調戻ったらよろしく。あ、なんか適当によさそうなクエスト見み繕つくろっといておやすみ」

　そう言って話は終わったとばかりに目を閉じるので、追及はできなかった。

　というかさらりと息をするように雑用命じられたんですけど。

　あと男の前で無防備に寝るなよ、と、本当に寝息を立て始めたエインにあきれ顔を向けつつ、ジンは椅子を片づける。

　部屋を出る直前、扉の前でもう一度だけ、ベッドのエインを振り返る。

　彼女が毛布をかぶる時。

　わずかに漏れ聞こえた、

『やっぱあれは悪ゆ夢めだよね悪ゆ夢め』

　そんな呟きに気づかなかったフリをした、その不誠実を、胸中で詫わびながら。
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　部屋のドアが静かに閉まり、何に恐きよう縮しゆくしているのやら、どこか恐きよう々きようとした様子で遠ざかっていく足音を聞いて、エインはホッと息を漏らした。

　実家にいる頃、剣術指南書や、母曰いわく『低俗でくだらない』ジャンルの本を隠れて読んでいることもままあったおかげか、たぬき寝入りは得意な方である。

「よかった……」

　こちらを気遣うでもなく、正直な様子でエインを「嫌っていない」と言ったジンを思い出し、つい、そんな声が口から漏れる。

「い、いや別に、アイツに嫌われてたからってどうってことないけど、うん」

　誰に対するものかもわからない、言い訳めいたこれも独り言だ。

　どうにも、自分のために『人殺し』をさせた罪悪感というか、わがままに付き合わせすぎたのではないかという後悔が後味の悪さとして残り、この一件でいよいよ本格的に嫌われていてもおかしくないかもしれない、と不安だったのだ。

「……だからなんでアタシがアイツに嫌われる程度で不安にならなきゃいけないのよ」

「そりゃあ好きになっちゃったからでしょ？　ジンくんのこと」

「好っ……違っ」

「じゃあ嫌いなの？」

「そんなわけないでしょ！　……じゃなくて、や、嫌いじゃないから好きってわけでもないし、好きの反対は無関心で……え。つまりアイツもアタシに対して無関心……？」

「んー。たしかに異様にビジネスライクというか、さらっと帰ろうとした辺りその線もなくはないと思うけど、でも、この部屋に入るのに物凄く緊張してたみたいだし、まったくの朴念仁ってわけでも、エインを女の子として意識してないわけでもなさそうだったよ？」

「そ、そうなの？」

「そうそう。自信持ちなって」

「そ、そっか。へ、へえ。アタシを意識……ってアンタはいつからそこにいたー!?」

「ジンくんと廊下ですれ違ってそのすぐ後から」

　しれっとてへっと、ベッドの脇わきに立っているのはハロだった。

　エインが考えごとに夢中だったこともあるだろうが、いや、間違いなくドアの開閉音や足音はしなかった。さすが『足さばき』に定評のある、ジャスティアン流剣術の継承者である。

「か、仮にもメイドが主人の部屋に忍びこむのもどうなのよ……」

「しばらく普通に会話しちゃうエインもどうかと思うけどねー」

「ぐぬ」

　主人が悔しげに呻うめいても、ハロは気にする素そ振ぶりもなく、からかうような口調で切り出す。

「それでご主人様。今後はどうアプローチするおつもりで？　ジンくんに」

「だから別にそういうアレじゃないから！」

　そりゃあたしかに、二人きりでのクエストは充実していて、楽しかった。

　ジンは、大おお太た刀ちの振り方以外、討伐屋としての基本を知らない自分に、竜を相手にする時の防御や立ち回りの初歩を丁てい寧ねいに、根気強く教えてもくれた。

　できることが増えていくのは嬉しくて、ジンに褒ほめられるのも嬉しかった。

　大太刀の振り方は、授業の合間を縫ぬってハロに軽くアドバイスしてもらう以外、基本は一人で試し行こう錯さく誤ごする独学に近い形で覚えた。だからああやって付きっきりで誰かに指導してもらい、一緒に課題を乗り越えていくのは新鮮だった。

　ジンにとってはあくまで仕事だったのだろうが、結果が散々でもなんだかんだ付き合ってくれたし、それもまた嬉しかった。

　誇こ張ちよう抜ぬきに、今までの人生で一番充実した時間だったとさえ思う。

　それに緊急時の真剣な表情とか、カ、カッコいいかもなんて思わなくもなかったし。

　……けれど。

「それは単に気の迷いっていうか、じ、自分で言うのもなんだけど、単にアタシに免めん疫えきがないっていうか、ちょろいっていうか」

「まあウチ女子校だったしねー。でもエイン、他校の男子はけっこー容よう赦しやなくフッてたじゃん」

　ハロの言葉で脳のう裏りに浮かんだのは、他校の、やたらと馴なれ馴なれしい男子たちの顔だ。

　エインは疲れたような表情で言う。

「ああいうウチのパパっぽい、軽そうな連中は生理的に無理だから数に入れない」

「わあ私の雇い主、報われないけど自業自得……」

　ハロが苦笑を浮かべるが、エインは浮気性の父親の顔を二秒で意識の外に追い出して、本題の、ジンについての話題へ戻る。

「え、ええと。だから仮にそういう気持ちがあってもたぶん勘違いっていうか、こっちが変に意識してギクシャクするのも嫌っていうか…………それに」

「それに？」

「……なんでもない」

　その先を話すわけにもいかず、エインはそう、口をつぐんだ。

　それに、なんというか、浮ついた気持ちを簡単に抱いていい相手ではない気がするのだ。

『……そう便利な力でもない』

　そんな言葉を漏らしたジンの、まるで悲哀を通り越したかのような、虚きよ無む感かんしかない表情をまだ覚えている。

　エインですら、ただならぬ何かがあったと察するに十分なそれ。

　あのスキルの本質を知った今なら、おそらくは血なまぐさい、『遺憾ながら慣れている』と、さらりと口にできてしまうだけの過去があるのだろうとも想像はつく。

　もちろん、同じ『人殺し』でも、エインが現状に至いたった原因である『あの男』とは違うのだろうが。うん。違う、はずだ。きっと。

　……なぜだろう。心中ですら、それを、断言まではできないのは。

「と、とにかく。別にアタシとアイツは、そういうんじゃないから！」

　気を失う寸前、目の当たりにした『悪夢』の存在からは目を背け、エインはひとまず、胸に灯った熱の正体を棚あげにした。
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「…………」

　声もなく、ジンは自宅に帰ってきていた。

　街を囲む城壁のすぐ内側。木造や煉れん瓦が造づくりの建物、路上生活者の天幕などが雑ざつ然ぜんと無む作さく為いに建ち並ぶ、いわゆる貧困層向けの区画。

　そこに建つ古い木造の長屋の、狭く、貧相な一室がジンの自宅だ。

　何度掃そう除じしてもどことなく饐すえた臭いがするし、床板は今にも腐り落ちそうで、歩く度たびにぎぃぎぃうるさい。

　ベッドはなく、あるのは壁と壁の間に渡したハンモックだけ。

　クエスト用の寝袋にくるまって、ハンモックの上で寝るのが習慣だった。床で寝ると部屋のそこかしこの、ふさぎ切れない隙すき間まから現れる虫だの蛇だののせいで落ち着かない。

　ほかには何もない。

　食事は酒場か、街はずれで野営時のように調理して摂とっている。

　装備を外し、麻の部屋着に替え、ハンモックに横たわる。

「…………」

　シミだらけの天てん井じようを見つめ、思い出すのはエインとの会話だった。

　少し話しすぎたか、とは思う。

　一方でもっと話すべきだったのではないか、なんて相反することも思った。

『どうしてアンタ、アタシを……助けてくれたの？』

　エインに語った理由も噓うそではない。

　少し特とく殊しゆなスキルがあったところで、自分は平凡な感性の男だ。あんな状況で彼女を放っておけるほどの覚悟も理由もない。

　……いや、本当にそうだっただろうか。

　覚悟が足たりないのは間違いないが。

　しかし、自分のスキルはおいそれと、他人に明かしていいものではないはずだ。

　自分の身の安全や弱点などはどうでもいい。

　闇に葬ほうむるべきは、スキルの存在そのものだ。

　エインを粘竜から救ったことこそ、冷静に振り返れば軽けい率そつだった。

『……けて、助、け……』

　だがエインの窮きゆう地ちを思い返すと、脳裏には『あの声』が蘇よみがえる。

　結局のところ。

　ジンがエインを助けたのは、ただ『あの声』に突き動かされただけのことなのだ。

　そもそも本当に、確実にこのスキルを闇に葬りたいのなら、スキルの存在を隠すだなどとぬるいことを言っていないで、より簡単な方法があるではないか。

「…………」

　ジンはハンモックに持ちこんでいた、小ぶりなナイフの刃先を見つめた。

　竜りゆう骨こつ製せいの刃物は作業用で、そう凄すさまじい切れ味があるわけでもない。

　そんな小さな凶器でも、装備を身に着けていない今なら、

「……っ」

　ぐっと、刃先を自身の首筋に押しつける。

　グリップごしにドクドクと、脈打つ己の鼓こ動どうを感じる。

　これが一番確実で簡単だ。

　呪われた『異物』を世界から消し去ってしまえる、最もシンプルな方法。

　あとはこの刃を一息に引けばいい。




『お願……けて……助け、て……誰か、助けてよぉ……っ！』




　カランと。

　気づけば、手の中に刃はなく。

　いつ手放したのやら、ハンモックの隙間から床に落ちたナイフを見つける。

「は……あ……」

　息が荒い。

　いつもと同じ。何度やっても同じだ。

　必ず失敗するとわかっている、自害の真似事でしかない。

　自害だけではない。自らの眼球をくり抜いて、自分から永久にスキルを奪うばおうとしても、同じような結果になってしまう。

　原因ははっきりしている。

　今も脳のう裏りに響ひびいている。

『あの声』。

　誰かの助けを乞い、願う声。

『あの声』を聞く度に思ってしまう。

　まだ死ねないと。

　まだ、この命やスキルを放ほう棄きするには早いと。

　なぜならば、




　──俺はまだ、あの女の子を救えていない。
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「本当にそれでよかったの？」

　鍛か冶じ屋やの建物を出たとたん、エインは再びそう訊きいてきた。

　作業場とは区切られていても、鍛冶場の熱は店内にもこもっていたのか、外に出ただけでずいぶんと涼しく感じる。

「十分だよ」

「でもそんな安物……」

「そうは言っても、これ以上はちょっと手を出しづらい」

　エインがいまいち不満げに見ているのは、ジンが今、身に着けている中古品のＥ級装備だ。

　それでもお値段は約四○○万。

「五○○万渡したんだから、もう少しいいの買えたでしょ」

「貧乏性なもんで」

　先日の一件のような危険もあり、スキルも無制限に使えるわけではない以上、さすがにいつまでもＦ級装備では危ない。

　体調が回復したエインのそんな意見から始まり、二人はクエスト受じゆ注ちゆうの前に、まずジンの装備を調ととのえ直すことにした。

　エインから前払いの形で契約の報ほう酬しゆうを受け取り鍛冶屋へ赴き、こうして晴れて、Ｅ級装備を手に入れたわけである。

　のだが。

「むー」

　エインは不満げだった。

　ジンが選んだのは、Ｅ級の中でもかなり下位の装備だ。

『岩がん竜りゆう』と呼ばれる竜の遺い骸がいが素材で、鎧よろいも、セットで売られていた盾や剣も、巌いわおのようにゴツゴツとした質感が目立つ。

「まずそのずんぐりむっくりした見た目が野や暮ぼったくてダサい」

　というエインの感想は置いておいても、特に剣の切れ味などはお世せ辞じにも優すぐれているとは言えず、同格の装備と比べても人気がないとは、店員が正直に説明してくれた。仮にもＥ級装備で四○○万という、相場からすれば安めの値段もそのせいだろう。

　だが、もらった五○○万を丸々費ついやせるほど、ジンは冒険心に溢あふれていない。

　今月、エインが自由にできる資金はこの五○○万でほとんど全ぜん額がくのようだし、来月の仕送りまでに、彼女の父の陰かげながらの支援が奥方に露ろ見けんしない保証もない。

　またクエスト失敗で保証金が返還されない恐れもあるし、今後、転職先を探すにしろまた単ソ独ロでクエストに挑いどむにしろ、資金には余よ裕ゆうがあった方が楽だ。

　四○○万でも、十分思い切った買い物をしたつもりである。

「それに不人気品でも、俺にとってはいい面もある」

「……どんな？」

「防御力が高い」

　兜かぶとと鎧は全身を覆おおい、露あらわになっているのは口元だけ。

　そんな見た目通りと言うべきか、攻撃力で劣おとる代かわりに、防御力だけならＥ級中位から上位に迫るほどのそれが期待できるという。

　とりあえずエインのクエストへの付つき添そいに際して、ジンの役割は基本、護衛役である。

　いざという時の攻撃面はスキルでカバーできるだろうし、むしろ不意打ち奇襲の類たぐいを受けた際の生存率をあげられる、防御に秀ひいでた装備こそ目的には適かなう。

　Ｅ級中位以上で同等の防御力を誇ほこる装備となると、五○○万でも足りないし、四○○万でそれらに迫る防御力を得られるならお買い得としていいだろう。

　本当は、ちゃっかり回収しておいた、あの男たちのＣ級装備を使ってしまえば一番なのだが……。

　殺した相手の装備を使うというのは倫理的にどうか、なんて点を横に置いても、装備というのはオーダーメイドが多く、同じ竜の遺骸が素材でも細部が異ことなる。下手に着て歩くと、足がついたり、あの連中の同類を呼び寄せたりしてしまうかもしれない。後々買い手が見つかれば大金にもなりうるが、やはり年単位の時間は置くべきだろう。

「え。防御力があればいいって……アンタ、アタシのクエスト手伝ってくれるんじゃないの？」

「手伝うというよりは付き添いの約束だろ。まあ今後はスキルなしでもＥ級までなら手伝えるけど。Ｄ級以上は無理でしょ普通に」

「じゃ、じゃあアタシこの先も一人!?　一人でＣ級まで倒せるようになんなきゃダメ!?」

　エインは泣きそうな顔で言うが、ジンじゃあるまいし、単独にこだわる必要はないだろう。

「無理に一人でやらなくても、それなりの技術を身につけた後は、同格の仲間を探せばいいんじゃない？」

「えっ」

「え」

　なぜそこで驚かれるのか。

「や、だって……仲間って言っても……ほ、ほら！　アタシ噓うそつきだって知れ渡ってるし！　たぶん誰だれも仲間になってくれないし！」

「ほかの街に行けば噓つきって風ふう聞ぶんも遠ざかるだろ。技術を身につけた後ならむしろ頼られる。Ｄ級ぐらいなら女の子だけのパーティも組めると思うよ」

「べ、別にほかの街に行く予定とかないし」

「え。ないの？　家出中なのに？　偽ぎ名めい使ってる様子もないし、同じ場所に留とどまってるとそのうち実家から追っ手でもかかるんじゃ」

「う……」

　食べている物の苦さに今気づいたかのような顔で、エインが息を詰まらせる。

　そもそもあちこち拠きよ点てんを移動しながら仕事を続けられるから討伐屋スレイヤーを選んだのかとも思っていたのだが、どうやら移動の必要性を認識していなかったらしい。

「た、たしかに拠点はそのうち移した方がいいのかも。でもあの、その時は……ついて来てくれる？　アンタ」

　心細そうな上うわ目め遣づかいで問いかけてくるエインに、ジンは軽く首を傾かしげてみせる。

「なんで？」

「な、なんでって何よう!?　付き合ってくれる約束でしょ!?」

　ジンとしては純粋に疑問だっただけなのだが、エインはなぜか涙目で詰め寄ってくる。

「付き合うのはある程度、技術が身につくまでだろ。もちろんそれより早く拠点を移動する必要が出たらその時は同行するけど……今言った通り、技術が身についたらその先は、同格の仲間を探した方がいい。俺なんて必要ないって。女性の仲間探す時に邪魔だろうし」

　どんなに長引いてもジンが付き合えるのはＤ級までだろう。

　Ｄ級の竜を単独で倒せるぐらいの技術があれば、エインはＣ級でもやっていける。

　それまでにジンが運よくＤ級装備を調えられているとしても、それ以上エインがジンと組むメリットはない。同じＤ級なら女性の仲間を探した方が健全だ。

　だいたい、その時までエインが約束の月給を払い続けられるとも思えない。

　遅かれ早かれ父親からの支援はバレるし、本人が月に五○○万稼かせげるようになっているならそれはそれで、金銭感覚さえ改めれば余裕で自立できる金額だ。

　Ｅ級やＤ級相手に技術を磨みがいたら、その後はジンと別れてより適格な仲間を探す。

　ジンの同行は長くても半年程度の、期間限定。

　お互いそういう認識だと思っていたのだが。

「…………………………返品」

　顔を伏ふせ、いかにジンが不必要かの説明を聞いていたエインが、不意に呟つぶやく。

「は？」

　ジンが首を傾げると、エインは勢いよく顔をあげ、やはり涙目で詰め寄ってきた。

「返品！　今すぐ！　もっと攻撃力あって防御力もあってできればＣ級ぐらいの装備買い直すわよ！　それなら、つっ、付き合えるんでしょずっと!?」

「いやまずこの店Ｃ級装備なんて置いてなかったし」

「ならＤ級でもいいから！」

「買えるわけないし」

「買うの！　ツケでもなんでもしてあげるから！　うちの名前で！」

　家出中の身で躊ちゆう躇ちよなく家の権けん威いを振りかざそうとするこの根性、逆にすごい。

　というかなぜそこまでジンとのパーティを維い持じしたがるのか。

　…………。

「まさか」

「な、なによ」

　ジンに内心を読み取られたと察したのか、エインは顔を赤くして、慌あわてた様子を見せる。

「こ、これは別に、あれよ!?　た、単にええと、そう、またＣ級の変なのに絡からまれた時、Ｄ級の女の子よりはまだアンタの方が使えそうっていうかうんそれだけで──」

「君も案外コミュ障しようだとか？」

「なわけあるか────っ！」

　新しい人間関係を築きずくという行為のハードルは高い。というか怖い。逃げたい。

　そういう理由で、ひとまず関係のできつつあるジンを優先しようという気持ちなら理解しやすいのだが、声を荒らげるエインの反応を見るにそういうわけでもないようだった。まあ赤青コンビには普通に声をかけたようだし、ジンほどのコミュ障という線はないか。

「い、いいからほら、返品」

「いやこれでいいって」

「だめ」

「何が」

「とにかくだめ！」

　などと押し問答をしていると、次第に道みち往ゆく人の視線も集まってくる。

　見あげると太陽は中天に差しかかっているし、そろそろ昼時だ。仕事の手を止め食事を取りに出てくる人も増えてきた。

　そのせいか、軽く人にぶつかってしまう。

「あ。すみま……ん？」

　だがぶつかった相手の頭の位置は妙みように低い。ジンの腰の辺りだ。

「ちょっとまだ話終わってないわよ！　どこ見──え？」

　ジンの腰にぶつかった人影に気がついたエインは、ぎこちない笑みを浮かべ、その場にしゃがむ。

「ええと、どうかした？　お母さんは？」

　エインがそう、普段より穏おだやかな声をかける先、ジンの腰にしがみついているのは、まだ幼い女の子だった。

　五、六歳といったところだろうか。白い、フリルとリボンのついたワンピースを着ていて、この地方では珍めずらしい、黒みがかった濃い茶色の髪。瞳ひとみは澄すんだ翠玉色エメラルド。

　エインの問いかけに対し女の子は、ふるふると首を横に振る。

「そ、そっか。じゃあお父さんは？」

「…………」

　なぜか、女の子はそこで、しがみついているジンの顔を見あげる。

　翠みどりの瞳でまじまじと。

　兜で口元以外は隠された、ジンの顔を観察し続け、不意に、

「……とうさま」

　と。

　まるでジンを指すように、小さく漏もらした。
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「どうして、ワンちゃんはわんわん鳴なくの？」

「たしか、人間とは喉のどの、声を出すための部分の形が違うからかなあ」

「どうして、お空の色はあんなに青いの？」

「……俺も知らないなあ。神様がそういう風に作ったから、とか？」

「どうして、お野菜好き嫌いしちゃいけないの？」

「野菜も食べないと病気になっちゃうらしいからねえ」

　子どもの疑問というのは素そ朴ぼくでありつつ難しい。

　つい『そういうものだから』と答えてしまいたくなるような、普段は当然のように受け入れつつ、しかし正確な理由となると判然としない事柄が、日常にも多いものだ。

　読書は好きなつもりだが、もう少し子ども向けの学術書にも目を通してみるべきだろうか。

　いや、この子と別れた後はそんな知識を使う機会もないだろうけど。

「いないなあ。君の父さん」

「……？　いるよ？　とうさま」

　そう言って女の子──ライラは、繋いだジンの手をくいくい引いた。

　まるで『とうさま』とはジンのことだとでも言いたげだ。

　甘えるように寄り添ってくる仕草といい、無邪気にむけられる笑顔といい、思わず認知してしまいたくなる可愛さだったが、背後からのジト目がジンを思い止まらせる。

「……やっぱり……隠し子……でも歳とし……意外と……？」

　背後からついてくるエインは、さっきからぶつぶつと、やけに深しん刻こくそうに、あらぬ疑惑の目をジンに向け続けていた。

　もちろんジンに隠し子などいない。というかこれぐらいの歳の子がいていい年齢ですらない。

　ゆえになぜ『とうさま』扱いされるのかはわからないが、放っておくわけにもいかない。

　今は、どうも迷子らしいライラの、保護者を捜している最中だった。

　ライラから聞き出せたのは名前だけで、手がかりは多くない。

　ひとまずライラがやってきたと思わしき方向、露店市を歩いてみているのだが、人通りが多すぎて、子どもを捜していそうな人の姿は見つけられない。

　さらに、市場では多様な商品が扱われているものだから、

「どうして、リンゴはどれも真まっ赤かなの？」

「……鳥が見つけやすい色にして、食べて種を運んでもらうためとか読んだことがあるような」

「どうして、お金で物が買えるの？」

「信用、ってわかる？　そういうルールにしておくと、物と物を直接交換するより楽だからというか」

　ライラが目についた端はしから口にする、諸もろ々もろに対する疑問へ、ジンは一応それなりに考えた答えを返す。疑問を解消してやれている気はしないのだが、ライラはそれでも満足そうだ。

　疑問と回答というやり取りが、彼女にとっては一種のコミュニケーションなのかもしれない。

　答えに納得いくかどうかより、ちゃんと相手が応じていることが重要というところだろうか。

　一度、疑問を聞き流して適当に相あい槌づちだけ打ったら、ぐいぐいと抗議するように手を引っ張られてしまった。

　なので今はきちんと聞いて答えを返しているが、親らしき人を捜しながらなので、これが意外と難しい。元来、並行作業が得意な性た質ちでもない。

　それが迂う闊かつを招まねいた。

「どうして、人に『死ね』って言っちゃいけないの？」

「死んじゃうからねえ。本当に」

「え？」

「え？」

　つい反射的に応じてから、自分のミスに気がついた。

「いや、もとい。喧けん嘩かした勢いでそんなこと言った相手が、そのあと本当に事故や病気で死んじゃったら嫌だろう？」

　そいつが死んでもせいせいする、ぐらいの相手になら言ってもいい気はするが。

「でもどうして急にそんな疑問を？」

　市場を眺めても、その手の口喧嘩をしている連中などは見当たらない。

「とうさまが言ってたの。『死ね』って言っちゃ、絶対ダメって」

「へえ」

　この口ぶりだと、ジンと『とうさま』が別人だということぐらいはわかっているのか。いや、それはそれでどうしてジンを『とうさま』扱いしたのか不思議だ。口元や体格がよほど似ているのだろうか。

「あ。じゃあ隠し子じゃなかったんだ」

「まだ疑ってたのか……」

　急に正気を取り戻したエインが追いついてきた。

「べ、別に？　あ、ありえないでしょだって。アンタまだ十七とかでしょ？」

「それさっき俺が言ったんだけど……」

　まったく聞いてもらえなかったが。

　というか、隠し子だったとして何をそんなに警けい戒かいする必要があるのやら。

「ん、んっんー。じゃあ疑惑も晴れたところで、この子のお父さん捜そっか？」

「さっきから捜してるんだけど……」

「捜そっか？」

「……はいはい」

　何やら懸け念ねんの消えたらしいエインは機嫌よさげに横へ並んで、ジンが繋いでいるのとは逆側の、ライラの手を取る。

　しかしエインが手を取っても、ライラはその場から動こうとしなかった。

「ん？　どうかした？」

　エインが問いかけるが、ライラの視線は露店の一角に向いたままである。

「どうして、お腹なかって減るの？」

　視線の先にあるのはひとつの屋台だ。

　黒パンに炙あぶった肉を挟はさんでソースをかけた、軽食を売っている。

　じうじうと肉を焼く音と香ばしい匂いはどうしようもなく食欲をそそる。

　そしてグウ、と。どこからともなく腹の虫の音が響ひびく。

　ジンに向けられたライラの目からは、どこか切せつなげな様子が読み取れた。

「……どうして、お腹が減るとお腹は鳴るの？」

　つまりはそういうことらしかった。
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　簡単な料理ではあったが、それだけにシンプルに美う味まかった。

　甘あま辛からいソースは店の特製だそうだ。

　肉の臭みを抑おさえつつ、香辛料スパイスが肉の旨うま味みを引き立てる。

　ひと昔前には香辛料など高級品だったらしいが、最近はＥ級・通称『翼よく竜りゆう』の調教が、技術として確立したおかげで、運送業が発展している。

　峻しゆん厳げんな山脈を挟んで位置する、香辛料の豊かな土地と、竜の力でコストを抑えて行き来ができるようになり、香辛料は庶民が手を出せる値段になった。最近の技術さまさまである。

　が、辛味が利いた料理を食べると自然、喉が渇かわくもので。

「……あ。レモネードを。三つ。持ち帰りで」

　いつもの酒場のカウンターですらコミュ障ぶりを発はつ揮きしつつ、ジンは注文を入れる。

　いつものマスターは、なぜか少し眉まゆをひそめたが、注文を確認するでもなく作業に移った。

　酒場でレモネードを頼むのはそんなに珍しかっただろうか。

　宗教家とか、酒の飲めない人はよく頼んでいたような気がするが。

　エインとライラは外で待機している。ギルド運営の、一種公的な機関のものとはいえ、酒場に小さな女の子を入れるのもどうかと思うし、親がライラを捜していれば、外にいた方が見つけやすいだろう。

「はーあ。あいつマジで大丈夫かなあ……」

　と、レモネードを待つ間、近くのカウンターにいる二人組の会話が耳に入った。

「んな心配なら受付さんに聞けよ」

「……いや俺、別にあいつのダチってわけでもねぇし。なんか、こう、変だろ」

「まあ変だな。……ああ。ほんと、お前にそんな変な趣味があったとは」

「ねーよタコ。そういうんじゃねぇっつの。……けどよ、なんつーの、どっか故郷ふるさとの弟を見守る気分になるっつーか。なんねえ？」

「弟いないからわからん」

「うちの弟が生きてりゃ、ちょうどあのぐらいの歳だったんだよなあ……」

　見れば片方は、あの声の大きな青年である。

　どうも誰かを心配しているらしい。

「生きてりゃそのうち顔出すだろ。出さないにしても、誰にも言わずに街移るなんて珍しい話でもねえ」

「そりゃそうなんだがよ……やっぱ、気になっちまうだろアレ」

　青年がちらりと見たのは、掲示板である。クエスト依頼書がところ狭せましと貼はられていて、中にはジンたちが失敗したクエストの代行者募集もあるはずだ。

「あれ失敗したってことだよな？」

「……まあ。たぶんな」

「あぁあ、やっぱＦ級装備とド素人しろうとのコンビじゃ無茶だったんだよ……っ！」

　ていうかジンのことだった。

　待って。いる。いますよここ。

　すぐ隣にそのＦ級装備、立ってま……あ。

　今、ジンは今までとは全く違う、Ｅ級装備を身に着けている。

　マスターも、見覚えのない鎧から聞き覚えのある声が聞こえて眉をひそめたのか。いや、声を覚えられているというのは自じ意い識しき過か剰じようか？　でも、酒場の注文ひとつに無駄に緊張感孕はらんだ声出す男もそうそういないだろうし。

　というかどうしよう。

　兜を取って無事ですよ、とアピールすべきだろうか。なんか心配してくれてるし。

　一応、帰ってきた後の手続きやら何やらで、受付さんとか、ほかの討伐屋にも目撃されているから、そのうち身の安全は伝わる気がするが、ここで黙っているのもどうなのか。

「クソ、やっぱダチがどうとか気にせず、あの時ちゃんと止めてれば……っ」

「お、おいおい。泣いてんのか？」

「うるせ。しゃあねえだろ、なんか弟が死んだ時のことまで……ぐっ」

　うん、ごめん。

　出よう。今すぐ名乗り出よう。なんだか非常に申し訳ない。

　そう思い、ジンが兜に手をかけたその直後、

「どうしたんだアレ？」

「誰か死んじまったらしいぞ」

「あ？　よくあることじゃねえか」

「まあそうだが。ほら、例のＦ級のアイツのことらしいし」

「……マジか」

　ざわざわと、酒場がにわかに騒さわがしくなる。

　いえあのだから、まだ死んでないんですが。

「いつかはこうなると思ってたけどな……」

「むしろ頑がん張ばった方だろ……」

「Ｆ級とはいえ初期装備のまま単独、それも二年か……」

「ああホント、よく頑張ったよアイツ……」

　待ってほしい。

　何この空気。完全にジンの葬式ムードなんですが。今さら『いえ生きてます』なんて名乗り出るの、コミュ障にはハードル高いんですけど。

「なあ。常連のみんな」

　そこでぐいっと目元を拭い、あの青年が大きな声でそう言った。

「アイツはたしかに万年Ｆ級で、コミュ障だった。内心、バカにしてた奴だっているのはわかっている。けれど」

　その悲痛な声に、常連ではなさそうな者たちまで耳を傾かたむけている。

「全員に俺が一杯奢おごる。だから、できれば今日だけは、そんな内心忘れて素直に──」

　青年はもう一度、目元をごしごし掌てのひらでこすると、

「──アイツの冥めい福ふく、祈ってやっちゃあくれねえか……」

　そんなことを言う。

　ちょっと待って。ほんと待って。何を言い出してんのこの人。

「バカなこと言ってんじゃねえよ」

　青年に応じたのは、やはり見覚えのある、常連らしき大おお槌つち使い。

　うんよし言ってやってくれ。決めつけるのはまだ早いと。本当に死んでたとして、この大人数で悼いたむ必要のある人物ではないだろと。

「奢る必要なんてねえ。そりゃ最初はバカにしたさ。Ｆ級で単独とか何考えてんだってよ。でもな、今となっちゃもう、ここの常連ならみんな知ってる……アイツが、アイツなりに、一生懸命頑張ってたことはよ……っ」

　泣かないで!?

　なんで!?　どうしてここまで悲しまれてるの俺の死!?

「ちくしょう、こんなことなら……っ、無理にでも、パーティ組んで連れ出してやるべきだったんだ俺……っ」

「言うなよ……そいつはみんな同じさ……アイツがちらちら、寝てるふりしてほかのパーティ、羨ましそうに見てたことにはみんな気づいてたんだ……」

　気づかれてた！

　しかもみんな!?　え、みんな気づいてたの寝たふり!?

「けどみんなの暗黙の了解だったじゃねぇか……アイツにはアイツのペースがある、アイツが自分から、パーティ組もうとするまで、じっくり待ってやろうってよ……」

「うう……そうよ、そうだったのに……あの女が横からしゃしゃり出てきて……何様よあの女」

　なんかエインにヘイトが向いてる。

「でもよ、今となっちゃあ、こうも思うぜ。俺たちに必要だったのはああいう、空気読まねえ自分勝手で傍ぼう若じやく無ぶ人じんな強引さだったのかもってよ……」

「ああ……なのになんでいつも人間ってやつぁ、失うまで気づけないのかね……」

　気づけば酒場のそこかしこで響くすすり泣き。

　……わあ。

　みんないい人だったんだなあ。いい人すぎてこれもう絶対名乗り出られないなあ……。

「……へ。聞いたろ？　お前一人が奢る必要なんてねぇ。そんなことしなくても、ここの常連はみんな、アイツの冥福祈ってんだよ」

「お前ら……ああ、ああそうだな。そうだよな。よし！」

　感かん極きわまったような顔で、杯を掲かかげ持つ青年。

「しみったれたままってのも討伐屋らしくねえ！　乾杯、いや献けん杯ぱいだ！」

「「「……おお！」」」

「アイツの冥福を祈り、これまでの健闘を称たたえて──献杯ッ！」

「「「献杯ッ！」」」

　盛りあがっている。すごく盛りあがっている。

　どうしようこれ。もうこのまま転職するか拠点移すまでずっと顔隠し続けるしかないのか。

「……お待ちどお」

　と。なんだか微妙な顔のマスターがレモネードの入ったグラスを三つ、差し出してくる。

「…………（こくん）」

　さらに意味深なうなずきをひとつ。

　あ。そうだ、マスターはたぶんジンに気づいている。

　そしてなんらかのフォローをしてくれるつもりのようだ。

　マスターは青年の肩を叩き振り向かせると、ドン、とカウンターに古びた酒さか瓶びんを置く。

「……マスター？」

「俺からの奢りだ。年代もんだが、こういう時はいい酒で酔え」

「マスター、アンタ……」

　違う。そうじゃない。

「…………（こくん）」

　じゃないから。

　絶対バレないようにこの流れに乗ってほしかったわけじゃないから。むしろそれとなく、まだ死亡と決めつけるのは早いとかそういうことを言ってほしかった！

　……よし隠そう。このまま死んだ者として顔は隠し続けよう。

「なあ受付さん。守秘義務があんのは知ってるが、せめてアイツの最さい期ごがどうだったのか、苦しまずに逝いけたのか、それだけでも教えてくれねえか」

「………………ええと。立派な最期だったと聞いています。苦しんだりもしてない、と」

　なんか頼みの綱つなの受付さんすら、目をそらしつつ場の空気に負けてるし。

　とりあえず今のうちに逃げようと、ジンがレモネードを抱えカウンターから離れた時。

「おい。ちょっといいか」

「……!?」

　急に声をかけられて、ジンはびくりと肩を跳はねさせた。

　見れば、見覚えのない討伐屋が目の前に立っている。

　竜の遺骸を使っているとは思えない、金属じみた光こう沢たくのある黒い甲冑。隙すき間まなく全身を覆い、顔も面めん頰ぼおで完全に隠されている全身鎧フルアーマーだ。なぜか武器らしきものは見当たらない。

　というかこれ、記憶がたしかなら、Ｂ級『黒くろ鉄がね竜りゆう』の装備では……？

　エインの装備の元であるＣ級・紅こう爪そう竜りゆうをも超える危険と認定されている竜だ。

　鉄に似ているが、鉄以上に強きよう靭じんな表皮を持つ竜で、ジンの装備の元である岩竜とは比較にならないほどの防御力を誇る。当然、黒鉄竜を素材とした装備も、それに準じた強靭さを持つという。

　稀少性ももちろんＣ級以上で、なかなかお目にかかれる装備ではない。

　なにしろＢ級の竜やその遺骸で作られた装備は、ギルドの公式格付け上、当初は最上位……つまりはＡ級に設定されていたほどのものだ。

　後に判明したある理由から、現行のＡ級の竜や装備より下位に位置づけられているが、Ｂ級装備で得られる膂りよ力りよくや防御力は、Ａ級にも劣らないという。

　いや正確には、そこに宿る『加か護ご』の強さはＡ級もＢ級も同程度である。

　なぜならＡ級の竜や装備がＢ級と区別されているのは、『加護』の強弱が理由ではなく──。

「どうした？　オレの鎧に何かついているか？」

「……あ。いや、すみませ……！」

　まじまじと観察してしまったせいでＢ級装備の主から不ふ審しんそうに問われ、我に返る。

「あ、えっと、珍しい装備だったので、つい」

「そうなのか？　その割に、注目する者はいないが」

　なぜか自身の装備の稀少性に無自覚らしく、Ｂ級の主は不思議そうに、周囲の討伐屋たちを眺めている。

　……あの人たちが注目してこないのは、もっと別の話題で盛りあがっているせいでして。

「え、ええとそれで、な、何か御ご用ようで？」

　状況を上手く説明する自信もないので、ジンは話しかけられた理由の方に話題を向ける。

「ああ。人を捜しているんだが」

　面頰ごしに響く声は妙にひび割れていて低い。兜の構造というか、内側での声の響き方が特殊なのかもしれない。

「五歳の女の子。黒に近い濃い茶色の髪。翠色の瞳で、オレと別れた時は白い、フリルやリボンのついたワンピースを着ていた」

　聞きこみは何度もしているのか、特徴がまとまっていてわかりやすい。

　しかも知っている。明らかにさっき出会ったあの女の子・ライラのことだろう。

　そう思って口を開きかけた時、先に面頰から、重々しい声が響いた。

「実は、誘拐されてしまってな」

「……え」

「賊ぞくの素性はわからんが、彼女はさる貴族の娘だ。金目当てならまだいいんだが……もしも、万が一、不ふ埒らちな目的でかどわかしたのだとしたら……」

　ギリィッと鳴ったのは握りしめられた拳こぶしを覆う、籠こ手ての部品か。

　ただでさえいかにも強そうな、黒い甲冑の威圧感が増す。

「……いやすまん。それで、心当たりはないか？」

「ないっすね」

　とっさにきっぱりそう応じてしまう。

　しまった。正直に話すべきだったのに、思わず誘拐犯扱いされることを避けようと防衛本能が働いてしまった。だって圧力がすごかったし。

　いやでもライラに誘拐されていたような様子もなかったし……実はこのＢ級装備の黒甲冑こそ彼女の身柄を狙ねらっているという可能性もなくはないのでは……。

「……そうか。しばらくこの酒場を中心に捜すので、もし見かけたら報しらせてくれると助かる。呼び止めて悪かったな、いや、ほかの連中にも声をかけたかったんだが」

　面頰が再び、マスターの出した酒の味で盛りあがる討伐屋たちに向けられる。

　完全に内輪で盛りあがっているので、たしかに声はかけづらいだろう。ジンにとってはタイミングが悪かったのかよかったのか。

　ひとまず酒場を離れて、ライラは偶然見つけ出した体で連れて来よう。

　ライラの反応次第で、黒甲冑が本当に彼女の保護者かどうかもわかるだろう。

　ジンはすっかりぬるくなったレモネードを抱え、酒場を出た。
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「遅い！　飲み物買うのにどんだけ待たせるのよ！」

「……色々あって」

　本当に色々あった酒場のあれこれは、どうエインに説明したものか。

「君はしばらく酒場には近づかない方がいいかも……」

「は？　なんでよ？」

「話せば長くなるんだけど……ああ、それより」

　ジンは、両手で摑んだグラスから、ちびちびとレモネードを飲むライラの方を見る。

　昼時をすぎて勤め人たちは仕事に戻ったのか、待ち合わせ場所に選んだ公園にはほかにひと気はない。

　見ようによっては人目を盗んでいるようにも見えそうだ。あの黒甲冑に見られでもしたらとっさについた噓の件も含ふくめ印象がよくないだろうし、さっさとエインに事情を説明してライラを連れていくべきだろう。

「酒場でライラを捜してる保護者っぽい人に会った」

「保護者？　親ってこと？」

「いや、甲冑着てたからなんとも。この子、貴族の娘だっていうし、護衛とかかもしれない。黒い甲冑……鎧着てて、これぐらいの背の人、知ってる？」

　そういえば威圧感の割に小柄だったなあなどと思い出しつつ、ジンは自分の目線辺りに手をかざし、ライラに聞く。

「……セシル？　うん。しってる」

　セシル、という名前か。

　首を傾げたライラの反応からするに、やはり保護者で間違いなさそう。

「なんで連れて来ないのよ。それで解決だったのに」

「いやまあそうなんだけど。つい。今にも襲ってきそうな威圧感に負けて……」

　とっさに噓を、という言い訳は、最後まで言葉にはならなかった。

「そこまでだ！」

　と。鋭い声に邪魔されて。声の方に目を向ける。

　公園の入り口に、黒い甲冑の人物が立っていた。

　やべえ。

「……あ。さっきはどうも、あの、いや、すみません噓ついて。ほんとはついさっき見つけてたんですがあの、本当に保護者かどうか、この子に確認してからの方がいいかなと思ったものでいや本当に」

　単にコミュ障ぶりが発揮されているだけなのだが、ぺこぺこ頭を下げつつ目を泳がせ、早口でしどろもどろに言うと、すごく噓っぽく聞こえるから不思議だ。

「説明の必要はない。話は漏れ聞こえていたぞ」

　と、ゆるく首を振り、ジンの言葉を遮さえぎる黒甲冑。ライラによればセシルか。

　聞こえていたのなら話は早い。

　ジンがホッと胸を撫でおろすと、

「『酒場には近づかない方がいい』『保護者に会った』『護衛』『襲って』」

　……おっとぉ？

　なんだか絶妙に不穏なワードだけ聞こえていらっしゃる？

　特に『酒場には近づかない方がいい』はまったく別の話題というか、ライラに関してが理由ではないんだけども。単にジン死亡説のとばっちりで常連からエインにヘイトが向いているからってだけで。

　その辺りどこからどう説明したものか。

「セシルっ！」

　迷っている間に、ライラがセシルへ嬉しそうに手を振った。

　うん。知ってる人に会えて嬉しいのはわかるけどできればやめてほしかった。たぶんあの人には今、誘拐犯に怯おびえる恐怖のただ中、救世主を見つけたがゆえの笑顔にでも見えるはずで、

「ライラ様！　ご無事ですか!?　……少しお待ちを。今、その賊は始し末まつしますゆえ！」

「？　うんっ！」

　ダメだってよくわからないのに笑顔でうなずいちゃ。

「……どうすんのアレ。完全に臨戦態勢なんだけど。話聞かない系のオーラすごいんだけど」

「君が言うのかそれ……」

「え？　どういう意味？」

「自覚ないし」

　話聞かない系という意味ではエインもご同類である。

「まあちょっと痛い目見せれば聞く気にもなるでしょ。ここはアタシが──」

「Ｂ級装備だからねアレ」

「……痛い。急にお腹がすごく痛いわ」

　仮病の割には本当に痛そうに腹部を押さえるエインだった。

　同格以上の装備の相手にワンパンで沈められたトラウマが蘇よみがえったらしい。

　エインが無理ならジンが出るしかない。

　ジンは背に負った盾を外し、腰からは片手用の直剣を抜き放った。

「え。ちょ、殺しちゃう気!?」

「いや。まあ最悪そうなるけど、さすがにこっちを誘拐犯と誤認してるだけの相手をそうするわけにもいかないでしょ」

　ましてこんな小さな子の目の前で。親しそうな相手を木こっ端ぱ微み塵じんにするなんて、教育に悪いとかいう次元ではない。

「で、でもアンタそれＥ級よ？　アタシ以上に勝ち目ないじゃない」

「そこは工夫次第」

　言って、ジンは前に出る。

　裏にある帯を巻きつけて盾を左腕に固定する。対竜装備にしては細身だが、そのぶん長い直剣は刺し突とつ重視。二、三度空から突づきして腰のキレをたしかめておく。

　剣も盾も、膂力の増加と差し引きしてまだ以前の装備よりは重めだが、十分に振るいやすい範囲だ。むしろもう少し重い方が、ジンの感覚には合うぐらいである。

「人質を取るでもなく正面から挑んでくるか。賊にしては殊しゆ勝しようなことだな」

「……あー。まず賊じゃないし誘拐犯でもないです。単に話を聞いてもらうためいったん身の安全を確保しようってだけなんだけど……って言ってその、信じてもらえます？」

「ぬかせ。おおかた、よりマシな装備を持ったほかの仲間が奇襲をかける手はずにでもなっているんだろうが、オレを侮あなどるなよ」

　やっぱ話聞かない系だわ。ジンは対話をあきらめ、臨戦態勢に移った。業界のセオリーに準じゆんじ、セシルの『見た目』から情報を得ていく。

　ジンとて実物を見たことはなく、ギルド所蔵の資料で見た図案や特とく徴ちようと照らし合わせる限りではあるが、金属的な光沢や月のない夜空のような色は、やはりＢ級・黒鉄竜のそれに見える。

　岩竜素材の直剣では傷ひとつ付けられまいが、手はある。

　問題があるとすればむしろ、得物の方か。

「ふっ！」

　短い呼気と共に、セシルが地面に突き刺したのは、担かついでいた布の包みだ。

　ドッ、と重い音をたてて地面に突き立ったそれ。布を払われ現れるのは、あまりに巨大な大剣だった。

　鎧と同じく黒光りする、黒鉄竜素材の刃。刃渡りはゆうに、ジンの身長の三倍。身幅に至いたっては、ジンの胴体を四つ並べてもなお余りある段だん平びらである。

　酒場で得物が見当たらなかったはずだ。あれを店内には持ちこめまい。街中を歩くだけでも相当、通行人の迷惑になりそうだ。

　だがＢ級装備の膂力をしてなおカバーしきれぬと見える超重装備である。そも大剣は『竜殺し』の代名詞となるほど苛か烈れつな攻撃力を誇るが、反面、対人戦において重要な、繊せん細さいな操作性には劣りがちだ。工夫次第で対処は十分──、

「げ」

　結論を目前に、ジンは呻うめいた。

　剣身の腹を見せるように突き立った大剣、その背後から……まったく同じ見た目の大剣がもうひと振り、その威容を見せたのだから無理もない。

「楽に死ねると思うなよ。……と言いたいところだが」

　ぶおん、と。

　大気がうず巻き、セシルを中心に吹き荒れる。

　右手の素振りの一拍後に、よどみなく振るわれる左の大剣。たしかに大剣ではあるが、その操法は大剣のものというより、

「双剣ダブルソードかよ……」

　双剣は手数の多さを強味とする武器だ。

　元来、隙の大きさを犠牲に一撃の重さを求めるのが大剣であり、間かん断だんのない手数で一撃の軽さを補おぎなう双剣とは、思想が逆のはずなのだが……。

「生あい憎にくと、加減は利かん」

　暴風を巻き起こしつつ左右の大剣を振るうセシルのそれは、大剣の重さと双剣の手数を併あわせ持つ、矛盾を両立させた理り不ふ尽じんな姿だった。

　パンッ！

　黒い暴風の外がい縁えんに触れた、木枝に縄を吊つるしたブランコが、木っ端となって弾け飛ぶ。

　腰と腕の回転で、刃の勢いを殺さずむしろ加速させているのか、暴風は次第に勢いを増していく。さながら黒い竜巻だった。

「ライラ様！　かくれんぼです！　しばし目を閉じていてください！」

「ん！」

　人体がひき肉になる瞬間を見せまいとしてか、ライラが目をつむるのを確認してから、セシルは地を蹴けった。

　迅はやい。あれだけの重量を振るいながらなお、Ｂ級装備の脚力は、たった一歩でジンを攻撃圏内に捉える間合いへ踏みこんでいる。

「逃──」

　悲鳴のような叫び声はエインのものだ。

　だが問答無用の竜巻の轟音は、その叫び声さえ掻かき消けした。

　ズパンッ！　とジンの立っていた地面が爆はぜ、土煙が空へと噴ふきあがる。

「……な」

　だが驚愕したのは、必殺の一撃を放ったセシルの方だ。

　地面ごと斬られたはずのジンが立つのは竜巻の一歩、外だった。まるでさも大剣は届かなかったと言いたげに、傷ひとつ負わず、先と変わらぬ立ち姿でいる。

「……ッ！」

　セシルが再び大剣を振るう。

　ジンはわずかに膝をたわませ、大剣の間合いの外へ離脱しようとする。

　しかしセシルの反応は速い。ジンの移動先を瞬時に予測し、わずかな手の内の操作で、大剣の間合いを一歩、伸ばす。

　今度こそ必滅のタイミングだ。

　だというのに、

「っ!?」

　舞いあがったのはやはり土煙のみだった。

　そしてジンは、セシルにこの異変の正体を分析するような暇ひまは与えない。

「なっ、ば、なぁ……っ!?」

　セシルが慄おののくのも無理はなかった。

　あろうことかジンは、眼前の黒い竜巻へ、自分から足を踏み出したのである。

　ジンの狙い自体はそう驚くようなものではない。

　自分よりリーチで勝る相手と戦う場合、相手の得物の長さが活いかしにくい至近距離まで近づく戦術はむしろセオリーだ。

　だが大剣を大剣らしい速度で重々しく振るう相手ならまだしも、双剣並みの速度と手数で振るうセシルを相手にそれをやれば、近づく前に八やつ裂ざきにされる。自殺行為だ。

　無論、ジンが愚ぐ策さくを選択したからといって、セシルに手をゆるめる理由はない。

　双ふたつの刃は、あやまたずジンの身体からだへ襲いかかっている。

　しかし。

「なぜだ、なぜ当たらん……ッ!?」

　刃はジンに、触れてもいない。

　竜巻じみた斬撃の内にあってなお触れられぬとはどんな道理か。

　まるでジンの体が実体を失い、幽鬼にでもなったかのようだ。

　一歩、一歩と。

　右へ左へゆらゆら揺ゆらぎ、吹き荒れる刃に微塵も触れず、ジンは、じょじょにセシルとの間を詰めている。

「あ、アレって……!?」

　エインが声をあげる。

　彼女は知っていた。仮にも本家本元の娘に剣の教えを受けたのだから。




　──ジャスティアン流剣術・歩法の壱いち・『霞かすみ』。




　ジャスティアン流剣術は、市し井せいで剣を学ぶ者の多くが討伐屋であり、対竜戦の技術が重視されている昨今、いまだに対人技術に特化している異質の流派だった。

　竜を討つためには純粋な一撃の威力や、手数こそが重んじられる。

　だが対人戦においては、竜には通じない、人間特有の錯さつ覚かくや人体構造を利用した、言ってみれば『小手先』の技術も有効である。

　ジンは、それらの技術に苦しめられたかつての経験から、戦った相手の対人技術を盗み、研究し、いくつかは再現の成功にまで至いたっていた。

　竜を相手にする上ではとうてい活かす機会のない特技だったが、人間が相手なら、真価を発揮してくれる。

『霞』は、中でもジンが再現に自信を持っている技だった。

　技の原理は『フェイント』、その積み重ねだ。

　いかにも前に踏み出しそうな姿勢から後退、右にかわしそうな体勢のまま左へ移る、攻撃に踏みこむと見せかけてその場に留まり、後退を思わせつつ斜ななめへ踏みこむ。

　姿勢、視線、筋肉のこわばりや、呼吸による胸部の上下。

　熟練の剣士であればあるほど無意識に、敵の見せるそれらの情報から次の動きを予測している。その逆を突き、かつ逆を突くのを読まれる頃には常道通りの動きも見せる。予測に従い確実に捉とらえた、というタイミングをこそはずされるのだから相手にとっては堪らない。

　見えているのに摑めない。『霞』のごとき手応えで相手を混乱に陥おとしいれる、相手が視覚に頼りがちな人間であればこそ成立する技だ。

　セシルも見事に術中にはまり、混乱に襲われている。

　だが。

「そういう仕組みか……ッ！」

　すぐにからくりに気がついたセシルは、大剣の振るい方を変えた。

　ジンにとっては嫌な選択だ。

　いかに大きかろうと、形状が剣である以上、その威力が最大化する『芯しん』は剣身の先端付近となる。先ほどまでのセシルは、無意識に大剣の『芯』でジンを捉えようとしていた。

　セシルが大剣の先端付近を使って狙ってくれたおかげで、ジンは剣が当たる寸すん前ぜん、先端ギリギリの位置まで後退して回避することができていたのだ。

　だが今や、セシルはとにかく剣のどこかに当たりさえすればいいとばかり、機械的に大剣を振るっている。

　大剣のなかば辺りにまで近づいている今のジンが刃を回避するためには、剣身の半分以上の距離をひと息で後退しなくてはならない。

　ジンや岩竜装備に、そこまでの跳躍力はない。

「よっ！」

　ゆえにジンが取った行動は、横薙ぎに振るわれる大剣と地面の間に滑すべりこみ、一気にセシルとの距離を詰めるという、単純なものだった。

「っ、往おう生じよう際ぎわの悪い！」

　セシルの声こそ苛いら立だたし気だが、対応は冷静だった。

　右の大剣の空振り直後、左の大剣を地面すれすれ平行に薙ぐ。

　頭から地面に滑りこんだ姿勢から、ジンは装備の腕力を活かして強引に跳ね起きた。

　曲芸のような、倒立前転の要領で空中へ跳び、地面を薙いだ刃をかわす。

　セシルの追撃が宙にいるジンを狙うが、身を捻ひねり、左腕の盾を大剣の腹に滑らせ、勢いを殺す。そのまま剣身を転がり、セシルの間近へようやく至った。

　チャンスだ。ジンは着地を待たず、右手に握った直剣を振りかぶる。

「フッ！」

　そのまま鋭く息を吐き、直剣をセシルの鎧へ振りおろそうとした矢先、

「──響け」

　キイィィン、という甲高い、耳鳴りがする。

　同時に、得体の知れない衝撃が、ジンの身体を貫つらぬいた。

「が、ぁッ!?」

　べきりと何かがひび割れる音。

　左手にあった盾と籠手が、兜と鎧の左側が、砕くだけ、崩れるように剝はがれていった。

　どっ、と地面に落ちた衝撃と痛みは、生身で受ける強さのそれだ。

　いや、まだ腰から下と右肩、右腕あたりは痛みがマシだ。

　確認すると、砕けたのは主に上半身の左半分だった。

　剣を放つ直前、セシルの方に向けていた面がなんらかの攻撃を受けたということだ。

　しかし体勢といい、タイミングといい、大剣を振るうような暇はなかったはずだ。

　なら。

「まさか、Ｅ級相手に使うハメになるとは思わなかったぞ」

　そう言ったセシルの声の調子には、率そつ直ちよくな称賛が含まれていた。

　だがジンの意識は称賛よりも、その言葉の意味へと向かう。

「使う……？」

　まるでジンのような、『響け』という、ごく短い『起動命令』じみた声。

『使う』という表現。喰らってなお正体の摑めない謎の衝撃。

　そしてＢ級・黒鉄竜の特徴を持つ装備一式。

　ここまで揃えば、可能性はひとつに絞しぼられる。

「Ａ級、装備……」

「知識ぐらいはあるか。討伐屋の端くれらしいな」

　応じるセシルは言外に、肯定を示している。

「亜種の異能スキルか……」

　それこそが、当初Ａ級として格付けされていた竜や装備が、Ｂ級に格下げされることになった原因だった。

　現存する最上位・現Ｂ級の竜種たちの内、ごくごく一部の個体……後に『亜種』と総称される変異個体が、他の竜たちとは異なる、特殊能力を保有していると判明したのだ。

　同じ種類の竜ですら、亜種となると個体ごとにそのスキルは異なる。

　たとえば火か焰えんを噴ふくのみならず、何もない中空に炎を生み出し、かつそれを自在に操あやつる。

　たとえば雷雲を呼び、狙いすましたように、獲え物ものへ稲いな妻ずまを落とす。

　たとえば地揺れを引き起こし、街を丸ごと崩し去る。

　災害。自然現象。あるいは神威かむい。

　災さい厄やくの化身としての竜の姿を写し取ったような、自然を司る竜。

　それがＢ級亜種──現Ａ級の竜たちだ。

　Ａ級竜の遺骸で作られた装備は、素材となった竜の持っていたスキルをも着用者に授さずける。

　大別すれば地、水、火、風の四属性。

　それらの情報を踏まえれば、先の衝撃の輪りん郭かくも、おぼろげながら摑めてはくる。

「見えない衝撃……大別は風。それにこの耳みみ鳴なり……細分は『音』」

　意識してみれば、ビリビリとした振しん動どうの余よ韻いんはまだ肌に残っている。

　音をなんらかの攻撃力に変換したにしては、それらしいモノは聞こえなかったが。人間には聞き取れない種類の音というモノも、この世には存在すると聞く。

　ジンの推測を聞くと、セシルはふん、と鼻を鳴らした。

「答え合わせに付き合う趣味はない。それと、今のは鎧を狙ねらったわけではない。本命は狙い通り……回復の余よ地ちを与える気もないぞ」

「……っ」

　時間稼かせぎの狙いはバレていた。

　そう、その『音』の影響なのか、さっきから頭の奥が痺しびれたように、足に力が入らない。

　どうやら振動で敵の『内部』にこそダメージを与える類いの攻撃らしい。

　これはまずった。舌が麻ま痺ひしていないのが不幸中の幸いか。

「今ならあの目め障ざわりな動きも見せられまい。このまま──」

　言って、セシルが大剣を持ちあげる。

　もう迷っている暇はない。

　ジンは辛うじて動く右手で剣を握り直し、頭上に掲げた。

「──死ぬがいい」

　大剣が振りおろされる。

　その刃が、己の剣に喰いこむ瞬間、

「──死ね」

　ジンは小さく、そう言った。

「……見ちゃダメっ！」

　エインの声。

　待ちくたびれてとっくに目を開けていたのだろう、ライラの視界を塞いだのか。

　だが。

　びき、とジンの剣がひび割れて、音をたてた瞬間。

　パァンッ！　とさらに大きな音をたて、そちらもまた砕け散った。

　セシルの身体、ではなく。セシルの握った、大剣が。

（あー、やっぱ失敗した……）

　セシルの大剣ほど粉々でもないが、買ったばかりなのに修理不可能な程度には砕けてしまった、自身の剣を見て、ジンは内心そう嘆く。

「え？　え、ええ？　噓、どうなってんの!?」

　驚愕の声はエインのものだ。

　セシルに至っては呆然と、柄つかすら砕けた己の得物の残ざん骸がいを見ている。

　驚きの理由はそれぞれ少し違うだろう。

　エインはこう思っているはずだ。

『生き物しか壊せないんじゃなかったの』と。

　実際、ジンが壊せるのは生き物だけだ。

　だがそもそもジンがＦ級装備であったのは、竜を殺す際、遺骸の『加護』まで壊してしまうせいだ。

　ジンに壊せてしまう以上、竜の持つ『加護』もまた生き物の一種。要するに遺骸で作った武器というのは、それ自体がまだ『生きて』いるのだ。

　腕のいい職人の作った装備だと、着用者は装備の呼吸や鼓動を感じられるなんていうが、実際、ジンに砕ける以上は比ひ喩ゆでなく、『生きて』いるのだろう。

『加護』と竜がそれぞれ別の生き物とカウントできるなら、なぜ竜を壊すと否応なく『加護』まで一緒に壊れるのかと文句のひとつも言いたいが。あるいは俗説通り、装備の形に加工されようとまだ『生きて』いる不死身の竜が、ジンのスキルを受けた場合は完全に死亡し、他の動植物同様に『加護』を失うのか。

　いずれにせよ、ジンのスキルの対象には、竜素材装備も含まれるのはたしかだ。

「き、貴様……一体、何を……」

　振ふり絞しぼるような声をセシルが漏らした。

　要するに、セシルの生きた大剣に照準を絞ってスキルを使ったのだが、それを正直に告白しては、わざわざ自分の剣をセシルの剣にぶつけた意味がない。

「さあ。大剣が古くなってたんじゃないすか」

「そんなわけがあるか！　仮に古かろうと……あ、ありえん！　Ａ級装備がＥ級装備と相あい討うちなど、そんなバカなことが！」

　理想的には大剣だけ砕ければよかったのだが。

　なにしろあの速度と威力だ。スキルの発動と、自分の剣をぶつけるタイミングを合わせるのは至難だった。

　タイミングが早すぎるとあくまでこちらの『剣のせいで』この結果になった、という印象を持たせづらくなるし、遅すぎれば普通に斬られて死ぬ。

　ギリギリのところを狙ったつもりだが、さすがＡ級。ちょっと喰いこんだだけでもＥ級の剣を砕くには十分だった。

　最初から剣で撃ち合わず、あえて近づき鎧を狙いに行ったのも、できるだけ自分の装備は失わずに、かつジン自身のスキルの存在も気取らせず、相手の装備だけ砕こうとした結果である。

　まさかＡ級装備でスキル持ちだとは思わなかったが。

　Ｂ級と見た目が同じなのだから警戒して然しかるべきではあるのだが、ただでさえ数が少ないＡ級装備、それを貴族とはいえライラのような小さな子の『護衛』程度の人物が持っているとは思わなかったのだ。

　Ａ級装備があれば、軍にしろギルドにしろ、引く手数多あまたである。籍を置くだけでも金が入ってくるレベルなのだ。

「あー。まあとにかく。その気になれば鎧ごといけたのに、武器だけ狙った辺りに賊っぽくなさを感じていただいて、その上でそろそろ話を……」

「……まさか、Ａ級……いいや、Ａ級はＢ級と同様……こいつのは明らかにＥ級……武器を失ってなお余裕……まさか……まさか……こいつ……ッ！」

「……あのー」

「ッ！」

　話聞かない系の本領発揮とばかり、ぶつぶつ呟いたと思ったら跳とび退のくセシル。

　まだ残っているもうひと振りの大剣を持ちあげ、構える。

「わかったぞ。貴様、さてはＳ級装備か！」

「……は？」

　ジンは思わず眉根を寄せる。

「ちょっとアンタ、何わけわかんないこと言ってんの!?　Ｓ級って何よ!?　装備はＡが最高でしょ！」

　エインが戸惑いまじりにあげた声の通り、装備の格付けはＡが最高だ。

　Ｓ級装備なんてものはない。

　少なくとも──公おおやけには、そうなっている。

「この国に現存する数は片手に満たぬと聞いていたが……よもやこのようなところで……言え！　ライラ様をさらったのは何が狙いだ!?　この国の代行者か!?」

　エインの声を聞く余裕もなさそうに、問とい質ただそうとするセシル。

　口ぶりからするとこの国の人間ではない。

　ではどこの？　まさか──。

　……いや。懸念通りにしてはジンを知る様子はない。芝居を打つ理由にも見当がつかないし、どこかもっとよその国の？　あるいは。

　ジンはセシルについての情報を再整理する。

　あの竜巻じみた大剣の振るい方と、踏みこまれた瞬間のスキル発動。

　Ａ級装備であることは隠す気もなかったようだし、おそらくあちらのスキルは至近距離でしか発動できないのではないか。

　敵に懐に潜りこむ以外の活かつ路ろを与えない大剣の操法、至近距離に誘いこんだ上でのスキル、この二段構えは明らかに対人戦を意識したもの。

　大剣に惑まどわされたが、彼は討伐屋ではなく──軍人だ。

「Ｓ級は下位装備に見み紛まがうものさえあると聞いたが……よもや、破は損そんを装よそおうことさえ可能だったとはな……」

　それもＳ級装備の存在を知っているような、国家の中ちゆう枢すうに近い立場の人物だ。

　そんな人間が護衛を務つとめているライラは何者だろうか。いや、今は推測は後回しだ。

「バレたなら仕方ない」

　ジンはそう、芝居を始める。

　Ｓ級装備だと勘違いしてくれるのなら逆に都合がいい。

「っ、やはり……Ａ級と侮るなよ。ひと振り失ったとはいえ、オレの剣とスキルはまだ──」

「死ね」

　ごく小声で囁ささやき、何かの力を放出していそうな感じで掌を突き出す。

　セシルは大剣を掲げて防御の体勢を取ったが──、

　びきびきびき、と。

　セシルの黒い甲冑に亀き裂れつが走り。

「え」

「ちょ」

　ぱきんっ！　と音をたてて砕け散った後。

「いっ!?」

　甲冑の『加護』を失い、セシルは大剣の重みに耐たえかね手を放す。

「重ッ!?　な、何、が……っ──!?」

　そして砕けた黒い甲冑の中から現れた、セシルの姿は、

「──きゃぁああああああああああ!?」

　金色の長い髪と、白はく磁じの肌。高い声。












　豊かな起き伏ふくとしなやかな腰つきの、彫ちよう像ぞうめいた美少女だった。……あと裸の。
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「くっ、殺せ……ッ！」

　などと。

　セシルは己おのれの裸ら身しんを抱くように隠し、官能小説の前まえ振ふりめいた台詞せりふを吐いた。

　遊具の破壊音や悲鳴のせいか、公園には野や次じ馬うまも集まり始めていた。非常に外聞の悪い誤解を招まねきかねない状況だ。

　元より殺すつもりなら、鎧よろいだけ砕くだくような真ま似ねはしない。

　ジンは急いでエインに預あずけていた背はい嚢のうから上着（店で装備を新調する前に着ていたもの）を取り出しセシルに羽は織おらせ、場所をエインの屋敷に移した。

　ほぼ裸の女の子をジンが抱かかえるわけにもいかないので、ジンがライラを、エインがセシルを抱えて全力疾走したのだが、女の子を抱えて走る二人組への通行人の視線が痛かったのは、言うまでもない。

「まさか女性だったとは……」

　それも、ジンと同じか少し下くらいの年頃の。

「何を今さら。声を聞けばわかるだろう」

「いや兜かぶとのせいか声低かったし。あと一人称『オレ』だし」

「……？」

　ジンの言葉に、セシルは納得いかなげに眉まゆをひそめる。

　自覚ないのかよ。

『音』を操る力と何か関係でもあったのか、単に兜の構造が特とく殊しゆだったのか、外に漏もれるセシルの声は低かった。本人は内側に響ひびく声を聞いているので違和感がなかったのかもしれない。

　ふと気になって、ジンはライラに問いかける。

「ライラは知ってた？　セシルが女の子なの。鎧を着てると声違うけど」

「うん。かあさまが、『よろいを着てるとおとこのこになる』って」

　普段と声の違うセシルについて、ライラなら不思議に思って本人に尋たずねそうだと思ったのだが、どうも母親のその説明で納得していたらしい。

「陛へい下かがなぜそのような……？」

　セシルは不思議そうに首を傾かしげる。

　というか今、『陛下』とおっしゃいましたか。

　やはりライラやその親族は、単なる貴族などではなさそうだ。その辺り、もう少し深く尋ねるべきか、いや下手に探りを入れて藪やぶ蛇へび……ジンの素す性じようがバレる事態になっても面倒だろうかと悩んでいると、部屋のドアがノックされる。

「服、これぐらいしかないけど平気？」

　そう言ってエインの部屋に顔を見せたのはメイドさんにしてエインの同級生、ハロである。

　手にしているのは黒い衣服だ。

「すまない。助かる」

　とりあえずシーツを身体からだに巻いていたセシルは服を受け取り、衣装部屋へと消えていった。

　その後ろ姿を、妙みように悔くやしそうに見つめているのは部屋の主だった。

「ぐぬぬ……」

「で、エインってばこれどうしたの？」

「……さあ。女のプライドがどうとかで」

　当初はエインの服を貸そうとしたのだが、どうにも、サイズが合わなかった。

　甲かつ冑ちゆうの靴くつ底ぞこが厚めだったのか、目もく測そくよりもさらにセシルの身長は低く、エインとそう変わらないのだが。つまるところそう……胸の部分がキツかったらしい。

「エインも別に貧乳じゃないのにね？」

「はっ、はっきり言わないでよ！　コイツもいるのに！」

　エインは胸を隠して頰ほおを赤らめ、ちらりとジンをうかがう。

　反応に困るので、そういう話題と態度はやめてほしい。

「……………………待たせたな」

　身み支じ度たくは早い方なのか、セシルはすぐに戻って来た。

　黒いワンピースに、白いエプロンと、これも白いヘッドドレスを身に着けて。

　……メイドさんですねこれ。

「あ、似に合あうね」

「ふ、ふん。たしかにちょっと可愛いわね」

「セシルかわいー！」

　というのは、ライラも含ふくめた女性陣の感想である。

　それに対しセシルはといえば、ふっと皮肉げに唇くちびるを歪ゆがめた直後、

「………………くぅっ、殺せ……っ」

　などとさっきも聞いたような台詞を吐き、両手で顔を覆おおっている。

　隠し切れない耳は真まっ赤かだ。そこまで照れるならエプロンとかはつけなきゃいいのに。

「照れなくても似合ってるのに」

「まあね」

「にあうー！」

「ラ、ライラ様まで……うう。世せ辞じなど無用。オレにスカートが似合うわけないだろ……」

　メイドさんの恰好じゃなくて、スカート自体が恥はずかしいのか。

　別に、装備で膂りよ力りよくがあがっていたとはいえ、あの大剣を振り回していたとは思えないほど華きや奢しやだし、目に毒なくらい女の子らしい身体つきだと思うのだが。

「……それで。殺すでもなくこのような辱はずかしめ。なんのつもりだ」

「人聞きが悪い……」

「オ、オレはど、どど、どうなっても……かっ、構わない、が！　陛下から直々に護ご衛えいを任じられた者として、ライラ様は命に代えてもお守りするぞっ！」

　一体何をされると思っているのやら、勇気を振り絞った様子で宣言するセシル。

　残った大剣は公園に突き刺したまま放置してきているし、丸腰で『賊ぞく』と思っている相手に、啖呵を切る根性はたいしたものだが。

「単に誤解を解きたいだけだよ」

　ジンはそう前置きして、ことの発ほつ端たんから説明を始める。

　最初は訝いぶかしげに耳を傾かたむけていたセシルだったが、説明と理解が進むと、だんだんと顔が青ざめていき、

「……ラ、ライラ様。まさかとは思いますが、その、今の話は……本当で？」

「ん！　ほんと！」

　にぱ、とライラは笑顔で応じた。

「……っ」

　ふっとセシルの姿が消える。

　ジンたちの視界から消えたセシルの姿は──床にあった。

「もっ、申し訳ございませんでしたぁああああああ！」

　この首お好きにしてください、的な姿勢が由ゆ来らいの、由緒正しき謝罪のポーズであった。

「オレ、いや私としたことが一生の不覚っ！　よもやライラ様を保護してくださった御恩人とはつゆ知らず、あっ、あまりにも無ぶ礼れいな、ああああまつさえお命を奪うばいかねぬあのような愚ぐ行こうを……っ！　ライラ様を送り届けて以降はこの身、煮るなり焼くなり如い何か様ようにも！」

「……いやまあ。誤解は誰にでもあることですし」

　ここまで必死に謝られると、ジンとしてはかえってやりづらい。こう、迷惑な相手にはわりと強気に出られるが、まっとうな人にはコミュ障しようが蘇よみがえる面倒な性分なのだ。

「っとに迷惑な話よね。人の話も聞かないで突つっ走ぱしるとか」

「……君が言うのか」

「ごめんねえ。エインってちょっと、自分を客観視できないとこあるから……」

「え、な、何よぅ二人して」

　なんてやり取りでエインが頰を膨ふくらませている間も、セシルは顔を床にこすりつけたままあげない。まあ絨じゆう毯たんの毛足が長いので痛くはないだろうが。

「……あー。まあ、このまま穏おん便びんにお帰りいただければそれで。こっちもその、あれだけの装備壊しちゃいましたし。痛み分けってことで……どうですか」

　何しろＡ級装備だ。

　仮にセシルがどこかの国の要人に近しい人物でも、おいそれと同格のものを新調はできないだろう。軍であっても保有数はごく限られる装備である。

　それを失ったとなれば最悪、斬首ものだ。

「か、寛かん大だいな御み心こころには感謝いたしますが……しかし、それではあまりに……あ。それとその、オ……私の認識がただの誤解だったなら、あの装備は一体……？」

「装備？」

「あー。なんか変なこと言ってたわね。たしかＳ──」

　級、と続ける前に、ジンはエインの口を塞ふさぐ。あくまで装備由来のスキルということにしはしたが、ジンのスキルについては、ハロにも隠しておきたい。

　エインが意図を理解しうなずいた後、ジンはセシルを部屋の隅すみに呼んだ。

　低めた声はスムーズに出た。

「Ｓ級について知ってるのは俺だけ。あんたのとこでも国家機密級の扱いだろ。この場は伏せてほしい。あと、できればそっちの上や周囲にも報告は避けてほしいんだけど」

「し、失礼しました。お安い御用です。このセシル・ヴィ・ヴァルギニヤ、故国は違えど騎士の末席。身命を賭とし、この約定は違えません」

　騎士というなら、彼女こそ貴族だろう。

　国家に奉ほう職しよくする身で他国の機密を絶対守る、というのもどうかと思うが、義理堅ければ幸いである。まあ、何か不可視の力でＡ級装備さえ破壊できる、と解釈するのが自然な演出をしたし、仮にバレてもジン本来のスキルに気づかれる可能性は低い。

「しかし、装備を砕いてしまったのはこちらも同じ。いえ、物が物ですし、直るのかもしれ、ああいや、深くは問いません。とにかく、このままではオレ、もとい私の気が済みません」

「……言いづらそうだし、無理に『私』にしなくていいよ。敬語もいらない」

　こっちはこっちでコミュ障モードになったりならなかったり混乱してきた。せめて敬語はやめてみよう。

「そ、そうか？　なら、うん。とにかくオレの気が済まない。きちんと礼と謝罪をしたい」

「いや別に──」

「あいにくと手持ちがないが、上司にかけあえば立て替えてくれるはずだ。数百万程度だが」

「せっかくなのでお願いします」

　金額を聞くや目を光らせて応じたジンに、エインがジト目を向けてくる。

「……アンタ意外と守しゆ銭せん奴どよね」

　仕方ない。銭なくば渡と世せいはとかく世せ知ち辛がらいのだ。せっかく買った装備もほとんどダメになってしまったし。

　そんなわけで再び場所を移すことになった。

　一行はハロを残して屋敷を出て、セシルが上司と落ち合う予定になっているらしいギルド兼酒場に向かうことにする。

　酒場と聞いて何かを忘れている気がしたが、とりあえずジンが自宅として借りている長屋の一室に寄り、

「ずいぶん小さい屋敷なのね。え？　この一部屋だけ？　物置じゃないの？」

　とか素直すぎる感想を漏らすエインは放っておき、新人の多い時期に売ろうと置いておいた、Ｆ級装備を身に着ける。

　脚部と右腕は無事だが、兜、胴、左腕の装甲、盾と剣はＦ級に逆戻り。まあ半壊した装備のままいるよりマシだろう。酒場だと客の喧けん嘩かのとばっちりで物が飛んで来たりするし。

「Ｆ級装備すら装よそおえるのか……？」

　と漏らしたのは、ジンの装備を『自在に形を変えられる』特殊なものと解釈しているらしいセシルだった。好都合なので、その誤解は誤解のままにしておいてもらおう。

　ライラを含めた四人で、ジンたちは夕刻には酒場へと辿り着いた。そして。

「……あ」

　ジンが足を踏み入れるなり、シンと静まり返った喧けん噪そうに、何を忘れていたかを思い出す。

「お、前……」

　呆然と呟つぶやいたのは、例の声の大きな青年である。

「あれ？　あいつって……」

「生きてんじゃん」

「誰だれだ死んだとか言ったの」

　そうだった。ジンはここでは死んだことになっているのだ。

　青年の早とちりのせいで。

　昼からずっと酒盛りをしていたのか、テーブルの配置がいつもと異ことなり、店の中央に重ねた椅子の上には、どこから調達してきたのやら、ジンのそれによく似たＦ級装備一式が祭られていた。なんか白い花に囲まれている。

　葬式？　新種の葬式なのこれ？

「あー。ち、違うぞ？」

「いっ、イジメとかそういうアレじゃないからねこれ!?」

「ただちょっと勘違いがあったというか」

「て、撤てつ収しゆうーっ！」

　物凄く気まずそうに、三々五々、片づけを始める常連のみなさん。

　うん。ポジティブに捉とらえよう。

　むしろ昼にここへ来て事情を知っていてよかった。

　こっちも物凄く気まずいが、いや、何も知らずにこの光景に出くわしていたらたぶん、彼らが懸け念ねんした通りの解釈をして心が折れていた。

「お前、生きて……」

　さてことの元凶。声の大きい青年はといえばまだ、ぼうとした瞳ひとみでジンを見ていた。

　だが。

「生きてたんだなぁああああああああ……っ！」

　オペラなら壮そう大だいかつ感動的な演奏でも鳴り響きそうなノリで、両手を広げて抱きついてきた。

「うぉおおおおおおおおんッ！」

　そして泣なき喚わめく。

　つーか酒くさっ！　酔ってる。めっちゃ酔ってるよこの人！

「……仲良いのね」

「……ライラ様。少し、表に出ていましょうか」

「？　んっ！」

　事情がわからなかった様子のエインたちが、背後で「あっ……」と何かを察したようにそんなことを言い出している。

　違うから。たぶん君らが想像してる理由の抱ほう擁ようじゃないから。

　あと痛い。苦しい。引ひき剝はがせない。

　青年の装備と膂力が地味にＤ級『渦か虫ちゆう竜りゆう』のそれなので余よ計けいに。

「なんの騒ぎだい？　これ」

「いやオレにもよく……って、し、失礼しました！」

　入り口で、誰かとセシルがやり取りする声。酒場の視線がそちらへと集まる。

　そこには団体客が押し寄せていた。

　討伐屋スレイヤーが身に着ける装備というのは、素材やデザインの違いもあって、それぞれ個性豊かであるのが普通だ。

　しかし、その団体客の身に着ける甲冑は、印象が見事に統一されていた。

　セシルが身に着けていたものに似た、鈍にび色いろの全身鎧フルアーマー。剣に槍にと、背せ負おう武器こそ多様だが、それさえ、何人かのグループごとにまとまりが見て取れる。

　討伐屋というよりは軍の兵士。先導する人物の甲冑のみ、まばゆい白銀色だから、彼が指揮官だろうか。セシルの反応からすると、この指揮官が彼女の上司らしい。

「う、噓うそでしょ……!?」

　と。なぜか動揺を見せたエインは、「よかったぁ、よかったよぉ……」と呟くねぼけ眼まなこの酔よっ払ぱらいに絡まれたままの、ジンの陰かげに身を隠した。

　そのままおそるおそる首を伸ばし、セシルとその上司をうかがい始める。

「おや。セシルじゃないか。どうしたんだいその恰好？」

「こ、これには事情が……いえ、今説明を」

　上司にメイド服姿を訝しまれて、セシルがやや焦あせっている。

　セシルのスカートの陰にいたライラは、ぴょこんと顔を出して、セシルの上司を見た。

　甲冑を上から下まで眺めた後、ぱっと顔を輝かせる。

「にいさま！」

「やあライラも。無事だったのかい？」

　そんなやり取りの後、セシルがかいつまんで事情を説明していく。

　ライラの反応からすると、どうやらあの人物は彼女の兄でもあるらしい。

　一方で説明の間、エインは周囲に目を走らせ、まるで隠れ場所や逃げ場所を探しているかのようだった。不ふ審しんに思って、ジンは声をひそめて問いかける。

「どうかしたのか？」

「したわよ！　あれ、アイツ……あの甲冑と声、アイツなのよ！」

「誰」

「アタシの婚約者！」

「……マジで？」

　じゃあもしやエインを捜しに来たのか。

　いや、セシルの上司ということは彼女同様、ライラを捜していたのでは？　となるとエインがこの場に居合わせたのは偶然。運が悪いにもほどがある。

「ううう、なんでこの国にいんのよう……」

　エインは呻うめくように漏らす。

　よっぽど嫌な相手なのか、無意識だろう、その手はぎゅう、とジンの腕を摑んでいる。

　しかし酔っ払いの抱擁劇のおかげでジンの周囲からは人がはけていて、陰にして身を隠すには目立ってしまう。

「ん？　……え。噓だろ。そこにいるのって」

　はたして、白銀の甲冑がこちらを見つけ、忙しない足取りで近づいてくる。

　そのままジンの目の前に立ち止まったので、エインがびくりと肩を震ふるわせる。

　だが──。

「兄さん？　……兄さんじゃないか！」

　甲冑の面めん頰ぼうは、はっきりジンへ向けられていた。
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　一瞬、ジンは「兄さん」というのが、もたれかかっている酔っ払いのことかと思った。

　青年も弟がいるようなことを言っていたはずだ。だが、同時にその弟は亡くなったかのようなことも言っていた。であれば、甲冑の言う「兄」とは。

　いや。待て。

　この声は、

「ライナス、か……？」

「そうだよ兄さん。僕だよ僕」

　甲冑の面頰があがる。

　兜の奥にあったのは、たしかにジンの見知った顔だった。

「いやあ奇き遇ぐうだなあ。こんなところで。二年ぶりぐらい？」

　短く切り揃えた、明るめの茶色の髪。コバルトブルーの瞳。涼しげな顔立ちに、人ひと懐なつこそうな爽さわやかな笑み。記憶にあるものより大人びているが、それはひとつ年下の、弟の顔だった。

「え。噓。知り合いなの？　ていうか、え。兄？　弟？」

　エインが戸惑ったように声をあげ、そこでようやく、ライナスも彼女に気がついた。

「あれ。君の顔にも覚えがあるような。誰だっけ？」

「婚約者でしょ!?」

　がーっ！　と牙を剝むくように怒ど鳴なるエイン。婚約にはまるで納得いっていないようだが、さすがに顔を忘れられているとなるとプライドも傷つくらしい。

「ああ、そうだった。エルテンシアの。うん、どうも。そんなことより兄さん」

「そんなこと!?」

　エインの抗議含みの声に、ライナスは露ろ骨こつにうるさそうな顔を向ける。明らかに邪魔者扱いのその態度に、エインも鼻白んだ様子だ。

「ア、アンタ、アタシを連れ戻しにきたわけじゃないの……？」

「連れ戻す？　……ああ。そういえば家出がどうとか手紙をもらったような」

「そういえばって……」

　別に連れ戻されたいわけでも、気にかけられたいわけでもないが、しかしこの自分についてあまりにどうでもよさそうな態度は態度でムカつくし、一方で好都合でもありと、エインは複雑そうである。

　エインが非常に微妙な表情で沈ちん黙もくしている間に、とてとてとライラが近づいてくる。

「にいさま？」

「ああライラ。まさか、兄さんに保護されていたとはね」

　声をかけたライラに微笑ほほえみかけ、ライナスは彼女の背を押した。

　ライラは不思議そうにジンを見あげている。

「兄さんは初めてだよね？　改めて紹介するよ。この娘はライラ。僕たちの妹だよ」

「妹？」

　ジンは改めて、ライラを見つめた。

　顔立ちも、瞳の色も、ジンには似ていない。だが言われてみれば、光の当たり加減で黒髪にも見える髪色は、あの『父』の血を引いていそうではある。

「ライラ。この人も君の兄さんだ」

「……にいさま？　とうさまじゃないの？」

　ライラはぱちぱちと目を瞬いて、ライナスとジンの顔を交互に見比べた。

　ライナスは「うん？」と、その反応に虚きよを突つかれたようだったが、ジンの顔を見て何かに気がついたようだ。

「ああ、たしかに、口元辺りは似ているけどね。父さんではないよ」

　ライラがジンを『とうさま』と呼んだのはどうも、その面影を見て取ったがゆえらしい。

　受け継いだのは髪色くらいだと思っていたが、ほかの相そう似じもあったのか。

　そこで急に、いまだジンの背にもたれかかっていた酔っ払いが声をあげた。

「なんだ？　お前、兄弟いたのか？」

「……どうでしょうね。血は繋つながっていませんし」

「そうか。……そうか。やっぱ、血ぃ繋がってなきゃ兄貴分にゃなれねえか……」

　なんでそこで落ちこむのだろう。

　というか、状況があまりにもややこしい。

「ひどいなあ兄さん。僕はともかく、ライラとは血も繋がっているだろう？　半分だけね」

「……急に言われても、実感がわかないな。それより、どうしてこの国にいる？」

　ライナス、そしてジンも、本来は隣国の人間だ。

　特にライナスはそれなりに立場のある身だ。護衛らしき連中を伴ともなってはいても、隣国の辺境、討伐屋たちの入り浸る酒場にいるのが相応ふさわしい男ではない。

　エインの婚約者だという点については、エルテンシア家が有力者であるならまあ、隣国の家系という不自然さに目をつぶれば不ふ釣つり合あいとは言えないだろう。彼女を捜しに来たというなら、彼がこんな場所にいる理由になるのだが。それも先に否定されている。

「まあ仕事かな。兄さんこそ、そんな恰好でどうしたんだい？」

　仕事。ということは、誘拐されたライラを捜しに来た、というわけですらないのか。

「……俺も仕事」

「仕事？　まさか、討伐屋になったのかい？　ああ、まあ兄さんならすぐに上位装備も手に入るんじゃないかな」

「「「…………」」」

　身内びいきにも聞こえるライナスの言葉に、こちらに注目していた酒場の常連たちの間に、気まずそうな沈黙がただよった。うん、そりゃ二年もＦ級装備のままとは思わないよね。始めたばっかだと思うよね。

「あ、あの。ライナス様、先ほどから、お話の意味がよく……」

　耐えかねたように、恐縮した様子で割って入ったのはセシルだ。

　困惑は彼女のみならず、ライナスの護衛らしき兵士たちも同様だ。ライナスの身分を知る彼女たちにとって、今の話は寝耳に水もいいところだろう。

　なにしろ公には、ライナスに『兄なんてものは存在しない』ことになっている。

　むしろ配下の前で普通にジンに声をかけてきた、ライナスの態度こそどうかしている。ジンにはどうでもいいことではあるが、ライナスにとっては問題があるのではないか。

「ん？　そのままの意味だよ。彼は僕やライラの兄さんだ」

「は、はあ。しかしいえ、そのような話、我々は……」

「そりゃ、兄さんの存在は国家機密だからね」

「き、機密……？」

　Ｓ級装備という機密を知る立場の、セシルですらも知らない機密。

　それを今ここでバラしてどうする。本当に何を考えているのか。

「つーか結局こいつ誰なんだ？」

　酔った青年が無ぶ遠えん慮りよにライナスを指すのも当然だ。国家機密だのライナス『様』だの、疑問と当惑は、見守る討伐屋たち全員が共有しているようである。

「ぶ、無礼なッ！」

　青年の態度に色めくセシルを、ライナスは身振りで制す。

「失礼。では僭せん越えつながら、みなさんにもご挨拶を。僕はライナス。姓はありません」

「姓がない？　そんなもん……」

　酒場の誰かがそう眉をひそめかけ、何かに気づいたように、そこで留とどめた。

　この国も、隣国も、住人は誰だって姓は持っている。奴ど隷れいですらも、所有者が何かしら名と姓をつけるのが習わしだ。

　だが、姓を持たない者が一人もいないわけではない。

『唯ゆい一いつ絶ぜつ対たい』であるがゆえ、他家と区別するための『姓』『家名』など必要ない。この大陸ではそんな考え方の下、各国にそれぞれひとつだけ、姓を持たない血族がある。

「僕は、アムスガルドの王子です」

「お、王族だと……!?」

「は。そんな御ご仁じんがこんなとこに来るわけねぇだろ」

「い、いやでも聞いたことあんぞ。あそこの王子が、エルテンシアの令嬢と婚約したとかなんとかって……」

「え。あのちんちくりんってその御令嬢よね。その婚約者とかって……じゃああれ、本物の王子様……？」

「今ちんちくりんって言ったの誰よ!?」

　ざわめく観衆の内、一番動揺しているのはしかし、セシルだった。

「ラ、ライナス様!?　このようなところで、何を……っ!?」

　世の常として、隣国同士というのは色々な利害を対立させている。

　エルテンシア家との婚約も、あるいはそうした火種を抑えこむ政略なのかもしれない。

　とはいえ、いつ命を狙われてもおかしくないような仮想敵地で、おいそれと身分を明かしていいものではないだろう。配下も動揺して当然である。

「あはは、別に構わないよ。だって」

　だがライナスはどこ吹く風だ。

　涼し気な笑みを浮かべたままで、腰に提さげた直剣を抜き、

「みんなここで死ぬんだし」

　そんなことを言い出した。

　ぴたりと、観衆のざわめきがやんだ。

「今あいつ、なんてった……？」

「みんな死ぬ、って聞こえたが」

「いや、なんじゃそりゃ」

「アムスガルドって基本、うちと似たような言葉使ってたよな。なんか意味違う単語でも混ざってんのか……？」

「いやいや。言語は差さ異いも含めてちゃんと把は握あくしてるよ？」

　観衆の当惑に、ライナスは笑顔のままそう応じる。

「誤解のないよう言い換かえようか。これから、全員、ここで、殺すよ」

「「「…………」」」

「ラ、ライナス、様？」

　観衆が今度こそ沈黙し、セシルはいよいよ困惑を深める。

　ただ、ライナスの背後にいる兵士たちは、驚いてこそはいても、意外とまではいかないような風だった。まるで少し予定が早まっただけであるかのように、ライナスに続き各おの々おのの得物を握り始めている。取り残された形のセシルは動揺してばかりだ。

「お、おい。貴様らも一体なんのつも……」

「いやでもちょうどよかったよ。そろそろ兄さんを捜しに行こうかとも思ってたんだ。予定とは順番が狂ったけど、うん。これでやっと──」

　ライナスの手にした剣の切っ先が持ちあがる。

　一瞬、ジンの顔へと向けられたその切っ先は、

　次の瞬間。

「──僕は兄さんを超こえられる」

　ジンとライナスの間に立っていた、ライラの背へと突き放たれた。
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　ほんの刹せつ那なの静寂の後。

　響いたのは、セシルの怒声だった。

「何をしやがんだテメェ!?」

　セシルが睨にらみつけたのは、剣を突き出した姿勢のライナスだ。相手への敬意も、立場の違いも投げ捨てて、セシルの怒りに迷いはない。

　ライナスの剣の切っ先は、今や真まっ赤かに濡れていた。

「ありゃ。外したか。意外と鈍なまってないねえ、兄さん？」

　ライラを庇かばって切っ先を受けた、ジンの血で。

「…………」

　ジンは、突き出した盾と鎧ごと紙を裂さくように貫かれ血に濡れた左肩を軽く押さえ、傷の具合を確かめる。じくりと灼やけつくような痛み。だが出血量はそう多くない。肉を削そがれはしたが、腱けんや関かん節せつは無事のようだ。

「ライラを頼む」

「……っ、ああ、すまん」

　油断なくライナスを見据えたまま、目を白黒させ、いまだ混乱したままのライラを、腕の中から解放しセシルへ渡す。

　今のセシルには装備がない。

　どうやらライナスではなくライラの方に忠誠を誓っているらしい彼女に、怒りを抑えろというのも酷だろうが、丸腰で挑むのは無謀だ。言外の警告は伝わったのかどうか。セシルはライラを守るため、ライナスから距離を取る。

「冷静だなあ。弟の凶行を目にした兄としてどうかと思うよ？　兄さん」

「そりゃ欠片かけらも意外じゃないし」

「えー？　心外」

　などと、にこにこ笑顔を保ったままな辺りがもう。

　昔からそう深い交流があったわけではないが、多少言葉を交わしただけでも、ライナスが腹の底に抱えた冷めた物は感じ取れていた。

「っのクソ外げ道どう！　妹を狙うってどういうつもりよ!?」

　それは、彼との婚約を理由に家を出た彼女にしてもそうだったのか、エインもまた怒りの抗議を発する。

「アンタの黒い噂うわさは色々聞いてたけど、噂通りね！」

「やだなあ。噂なんて流れてるの？」

「ええ、女を買っては痛めつけて殺すのが趣味の変態だってね！」

「まあ否定はしないけど」












　否定しないのかよ。

　領民の子どもや女性をかどわかし、欲望のまま拷問や強ごう姦かん、最後は凄せい惨さんに殺してしまう──そんな『悪い貴族』はおとぎ話で定番の悪役だが、それを地でいっているとは。

　もともと、穏やかな表情や物腰通りの人物だとはジンも思っていなかったが……どうやら、想像以上に闇深い性癖の持ち主だったらしい。

「ああ、それで家出なんてことになったのかな。──うん。その生意気な態度は好みだし、用事が済すんだら遊んであげるね？」

「………………ひえ」

　舐なめるように全身を眺められ、びくりと肩を震わせるエイン。

「あは。そう怖がらないでよ。別に殺しが好きなんじゃなくて、痛めつけてたら結果的に死んじゃうだけだし」

「なお悪いわよ……うう、思ってた以上にキモい無理ぃ……」

　せっかく興味持たれてなかったのに、変に突っかかったせいで関心を引いてしまったようだ。墓ぼ穴けつを掘ほることにかけてはこのお嬢様以上の人材もなかなかいない。

「あと趣味を愉たのしむのに、ここまで回りくどいことはしないよ。妹に欲情するような変態でもないから」

「……嗜し虐ぎやく趣味の時点で十分変態だよ」

「ライラを殺すのは、単に継承権の問題っていうか」

「いやお前、たしか継承権一位だろ。扱いは長男だし」

「まあそうなんだけどね。ほら、あのババ……女王かあさんは妙に僕を警戒してるから。真ま面じ目めに国に奉仕してきたのにさあ」

「なるほど。本当に真面目な王子は国民買って痛めつけたりしないからな」

　ここまで闇が深いと知っていれば、あの時、殺しておくべきだった。ジンは、この二年で被害に遭あったであろう人々に、胸中で詫わびる。

「で、手っ取り早くわかりやすい功績でも立てようかなって。王女が賊にさらわれて、隣国で死体で発見される。賊はこの国の中央の人間とわかり、それを口実に侵略戦争吹っかけて、領土をぶんどって、と」

「…………」

「資金源もエルテンシアを確保したし。僕の私兵で十分。あ、君の母親とはエルテンシアには手出ししないって話になってるけど、別にいいよね。たまたま襲った酒場にたまたま君がいて巻きこまれるだけだし」

　政敵とみなしたライラを始末しつつ自身の功績を作る。それでもダメなら実の母親だろうと殺すのだろう、この男は。

「ア、アンタ、そこまでして王様になりたいっての!?」

「なりたいねえ。うん。そりゃ、だって、あの国は父さんの国だし。まあでもまさか、ライラに逃げられたと思ったら、その先でもう兄さんにまで会えるなんてね。こんな運命を感じさせてくれたんだから、ライラを逃がしたあの新兵、片づけなくてもよかったかもね」

　そんなライナスの言葉から事情を察したらしいセシルが、ライラへと問いかける。

「……ライラ様。あなたを連れ出したのは、あの若い兵士でしたか？」

「う、うん。おうまさんに乗せて、この街まで連れてきてくれたの。でも『お元気で』って、どこか行っちゃった」

「そう、でしたか……オレが、まんまと不在にしている間に……」

「セシル……？」

　顔を伏せたセシルを、ライラが心配そうに見あげている。

　視察か会談か、なんらかの用事を作ってこの国に来たライナスたち一行は、セシルに別の用事を任せるなどしてライラから引き離し、ライラを暗殺するつもりでいたのだろう。

　だがライラを不ふ憫びんに思った一人の新兵が、ライラを連れて脱走した。

　ライラをこの街に置いて、自身は囮おとりになるべく別行動を取った。

　経けい緯いとしてはこんなところか。事前にセシルを頼れなかった辺り、おそらく、その新兵も暗殺計画を知ったのは実行直前のことなのだろう。

　己が計画に気づけなかったために出た犠牲者を知り、セシルが後悔と自責の念に襲われているのとは対照的に、実際に手にかけただろう兵士たちは、

「バカだよなぁ」「王女つってもガキ一人のためにまあ」「従したがってりゃ美味しいおこぼれもあるのに」「まあ使えねー新入りだったからいいけど」などと嘲ちよう笑しようを漏らしている。

　まともな倫理観の持ち主の末まつ路ろがそれでは、残った連中がこうなるのも当然なのだろう。

　彼らの親玉であるライナスに至っては、セシルの方を気にしてすらいなかった。

　彼が見ているのは、ジンだけだ。

「運命。そう、運命だよね。うん」

　ライナスは一人で何かを納得した風に、しきりにうなずいていた。

「ずっっっっと、殺したかったんだ」

　それからしみじみ、そうも漏らした。

　吐息混じりに。まるで恋する乙女のような、どこか恍こう惚こつとした表情で。

「兄さんだけは痛めつけても足りない。殺さなきゃ。殺して殺して殺さなきゃ。今なら殺せる。今の僕なら殺せるんだよ。運命だ、いや、父さんが助けてくれたのかな？　ありがとう父さん。見ててね父さん。僕、ちゃんと殺すよ。だから褒ほめてね。いっぱいいっぱい、僕を褒めてね。今殺すから、父さんが大好きな──」

　うわ言めいた独り言。

　正気とは思えないその様相に、酒場中が危機感に包まれる。

「にい、さま……？」

　兄の本性に触ふれるのは初めてなのか、ライラも事情を摑みきれないなりに、不安そうにこちらを見ていた。だが元々の標的であったライラすら、今のライナスの眼中にはないらしい。

「──兄さんを」

　言葉と共に面頰を閉じ、ライナスが床を蹴り、ジンへと迫る。

　ジンには油断も躊ちゆう躇ちよもなかった。

　この男はとっくの昔に、正気なんて捨てている。

『……助けて……』

　不意にあの声が脳のう裏りに響く。

　だが今回ばかりは、あの声がなくたって、こうすべきだと判断できた。

　このスキルの存在が周囲にバレることより、ライナスを生かしておく方が、よっぽど大きな危険に繋がる。

　だからジンは、口を開いた。

「死──」




「阻め」




「──ね」

　白銀色の輝きが、酒場を満たした。

　それをジンは、ライナスの白銀の甲冑が、木こっ端ぱ微み塵じんに飛ひ散さんしたがゆえだと思った。

　ジンはたしかに『死ね』と発した。

　両の眼もあやまたず、ライナスを視界の中央に捉えていた。

　条件は満たしていた。

　だというのに、

「っ、あ、ッははははは！」

　ライナスの狂笑も、白銀の鎧も、踏み出した勢いですら、健在だった。

「な──」

　ジンのスキルが効きいていない。

　その事実を正しく認識する暇ひまもなかった。

「『死ぬ』のは兄さんなんだよなぁああああああッ！」

　鼻先に突き出される直剣の切っ先。

　狙いはジンの左目。眼球へと、鋭するどい刺突が吸いこまれるように迫る。

　剣を抜く暇はない。

　ジンは素早く右手を掲げ、刺突の軌道を斜ななめにそらした。

　おそらく上位装備なのだろう、ライナスの刺突の速度は凄まじかったが、可能な限り相手の力に逆らわないこの防御法は、ジンの左目を切っ先から守った。

　要かなめは突き出された剣の腹を撫でた、右の手にある。親指から小指側へと掌てのひらを滑すべらせ、敵の剣の腹を撫でる、ただそれだけの動作だ。

　これも、ジンが模倣により会得した、ある流派の技術のひとつだった。

「しッ！」

　ジンは鋭い呼気を発する。

　右から左へライナスの剣をそらした姿勢から、一歩、踏みこむ。

『受け止める』場合と違い、『そらす』防御動作は流れるように、攻めへと転ず。

　このまま肘打ちなり剣を使った抜き撃ちなりに繋げるべき場面であるが、ライナスの鎧に対して、単純な打撃、斬撃ではダメージになるまい。ゆえに、

　剣を握るライナスの手首を左手で捕らえ、後方へ引く。

　前傾気味だったライナスは反射的にその場に踏み止まろうとし、必然、彼の身体には後ろへ戻ろうとする力がかかる。その瞬間にライナスの足を払い、勢いのままその背後へと突き倒す。

　後方に戻ろうとする力がかかっていた身体は、抵抗なく傾いでいく。

　たとえ膂力で劣おとっていても、タイミングや相手の体勢次第では、隙を突いて相手の重心を崩し、この手の投げ技を決めることは、そう難しい芸当ではない。

「エイン！　太た刀ちだ、投げろ！」

　ライナスの背中が床を打つより先に、ジンはそう声をあげた。

　エインの戸惑うような気配がするが、すぐにひゅん、と空気を裂く刃の音が聞こえた。

　ジンは跳躍し、空中で、回転する大太刀を摑み取る。

　重さと勢いに振り回されそうになるが、できるだけ逆らわず姿勢を整え、その落下点の位置を調整していく。

　ライナスの背が床を打つ。

　一瞬で立ちあがれるような角度と姿勢ではない。

　ライナスの装備の種類に見当はつかないが、たとえＡ級やＢ級だろうと、この位置関係と勢いでＣ級大太刀の会心の一撃だ。それを頭部に受ければ兜ごしにも、いくらか脳を揺するぐらいのダメージはあるはず。

　失しつ神しんしてくれれば御おんの字だが、そこまでいかずとも、隙を作るだけの意味はある。

　はたしてジンが軌道を修正した大太刀は、その余りある重量をライナスの頭部へと叩きつけようとして、

「──阻め」

　白銀色に輝いた甲冑に、枯れ木のように弾かれた。

「……っ!?」

　柄つかを握っていた掌が痺れる。

　とんでもなく硬い手応えだった。

「さすが兄さん。あのタイミングとその装備でここまで反撃してくるなんて、いやほんと、百戦錬磨というか、『経験』豊富というか」

　口ぶりの割に驚いた様子もなく、ライナスはのろのろと立ちあがる。

　甲冑はまばゆく、白銀色に輝き続けている。その輝きには見覚えがある。

　つい先ほど、ジンがスキルを発した直後、飛散した鎧の破片と見紛った輝き。

　だが今度のそれは、すぐに消える気配がない。

「気をつけろ！　そいつの装備もＳ級だ！」

　叫んだのはセシルだった。そういえば彼女はまだジンの装備をＳ級と誤解している。おとなしくジンに戦いを任せたのもそのせいだったか。「Ｓ級？」「なんだそりゃ？」と観衆が戸惑うが、今はいい。

　セシルはジンに向け、続けて声を張りあげる。

「異能スキルは防御、『絶対防御』！　着用者へのあらゆる『害』を阻む！」

「解説どうも。君にも後でお礼をしなくちゃね。エルテンシアのお嬢さんと一緒に」

「こ、こっち見ないでよ変態っ！」

　ライナスの視線を受け、エインは自身の身体をかき抱くように守る。セシルもわずかに表情を引ひき攣つらせていた。

「ま、そういうわけ。正直、兄さんのスキルに通じるかどうかは賭けの部分もあったんだけどね。壊せないもののない最凶の矛ほこと、防げない害のない最硬の盾。ぶつけ合わせた結果はまあ、引き分けってとこかな」

　ライナスの鎧はまだ白銀に輝いている。

　あれが『絶対防御』の発動の証だとすれば、先ほどのジンのスキルとの衝突は、ジンはライナスを壊せず、しかしライナスも『絶対防御』を解とかれた、相そう殺さいということになる。

　とするなら、

「制限は？　回数か？」

　ジンはセシルに問いかける。

　衝突させれば相殺するとは言っても、互いの制限次第ではとても痛み分けとは言えない。

「一回当たりの魔力充じゆう塡てんには半日以上かかるものの……ストックは十回。先の発動が今日一度目なら、最悪、あと八回は使えるはずだ」

　アウトだ。一度相殺した場合の予備戦力低下度合は、釣り合いがまるで取れない。

「兄さんは日に五回。つまりあと四回かな？」

　しかもこっちの制限についてやはり知っていた。

　挙あげ句くにジンは今日、二戦目だ。セシルに二度使ってしまっている。

　さっき相殺されたのを合わせ、残りは二回しかない。

「あ」

　と、ライナスが声を漏らす。

　白銀の輝きが消えていた。一回の持続時間はそこまで長くないらしい。

　殺やるなら今かとジンが口を開きかけるも──、

「阻め」

　すぐに輝きが蘇る。

　ダメだ。スキルを使うふりでライナスの制限回数だけ減らすにしても、さすがにあと七回も、こちらのフェイントにかかってくれるわけがない。

　何より、これから文字通り口先だけでせめぎ合うにしても、

「ちなみにもう、さっきのは通じないよ？」

　そう言って、ライナスは剣を軽く振るう。

　刃が空を切る以外には音もなかった。

　だが一拍遅れ、ライナスが剣を走らせたテーブルが、ぱきん、と二つに割れた。

「『害』には『抵抗』も含まれるのか……」

　辟へき易えきしてジンは呟く。

　物を斬りつけた際自分に返ってくる、物の抵抗なんかも『害』に含まれるのなら、あらゆる物体を抵抗なく斬り裂き、あるいは殴って砕くこともできそうである。

　あらゆる物体の抵抗をなくすなら、立っているだけで、抵抗のない床を貫いてしまいそうなものだが、床の抵抗は『害』と見なされないのだろう。都合のいい力。さすがＳ級。

　Ａ級のそれが自然、形ある現象を司るものなら、Ｓ級は概念、形なき幻想に具体的な力を与えるスキルだ。『絶対防御』という概念は、『害』の定義を主観的に区別して阻む阻まないを決めるらしい。

　とにかく、ジンはもう先ほどのような防御法を選べない。

　可能な限り敵の力に逆らわない防御法とはいえ、敵に触れ、そこに力を加え、つまり『害』を与えて軌道を変えている点は間違いない。

　こうなるともう相手に触れずにかわし続けるしかないが、Ｓ級装備着用者の敏捷性に、どこまでついていけるか。

　結論。

「無理だな」

「え？　あきらめちゃうの？　つまんないよ兄さん。もっと──」

「死ね」

　決断後、ジンは迷わず四枚目の手札を切った。

　だがライナスの甲冑の輝きは消えない。

　当然だ。狙ったのはそこではない。

「うわ!?」

「なっ、なんだオイ!?」

　照準はライナスの背後。

　横に広がっていた彼の私兵たちと、そのさらに背後、入口側の壁一面だ。

　ライナスの私兵たちの身体が木っ端微塵に弾け、飛散した赤いしぶきに観衆は悲鳴をあげる。

　しかも壁まで消し飛んだのだから、驚くのも無理はない。

　ジンのスキルで、なぜ壁まで吹き飛ばせるのかといえば、ここがギルド運営の酒場だからだ。

　最近は平和とはいえ、いまだにどこのギルドの酒場でも、外壁には加護の『生きた』竜の遺い骸がいが使われていたりする。

　討伐屋同士の喧嘩が絶えず、喧嘩の余波が壁を貫き、通行人に被害が及ぶのを防ぐため……という理由もある。

　だが一番大きな理由は、水面下にあるギルド同士の抗争だ。この街の討伐屋ギルドはこの酒場ひとつだが、討伐屋ギルド自体は、大手と呼ばれるところだけでも複数存在する。

　商売敵のギルド同士、縄張り争いが武力衝突に発展する事態も昔は多かったらしい。

『生きて』いる外壁ならジンに殺せる。そして壁を吹き飛ばしてしまえばあとは──。

「全員逃げろ！　弓使いと魔ま砲ほう使いは床を撃って！」

　さすがは討伐屋集団と言うべきか。

　いきなりのジンの指示にもかかわらず、その意図と、応じるべき理由はすぐに察してくれたらしい。緊急時に備え、すでに魔力は溜めていたのだろう。ジンの背後から即座に、矢と砲撃が放たれる。

　無論、『絶対防御』で身を守るライナスを害することなどできない。せいぜいが目くらまし。

　が、竜の遺骸が使われていないがゆえ、ジンのスキルで壊すことのできなかった、ライナスの足下にある床板の強度は、彼の甲冑に及ばない。

「なっ」

　床板が砕け、がくん、とライナスの身体が落下する。

　暗くて把握しづらいが、床下の深さはかなりのものだ。

　敵対ギルド襲撃に備え、酒場の床下は、かなりの重さに耐えられる分厚い床板を剝がしてしまえば落とし穴であり、かつ砲撃戦に備えた塹壕をも兼ねている。

　ただ、深くても塹壕用途のためすり鉢状。そのうち登っては来られるだろうが。

「今だ！」

「「「「おぉおおおおおおッ！」」」」

　百ひやく戦せん錬れん磨まの討伐屋たちは、わき目もふらずに逃げ出した。

　……いやまあ恰好悪いけどこの仕事、引き際の見み極きわめも大切なので。
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「で、どうすんの!?　このまま逃げる!?」

　街の路地を複雑なルートで駆けながら、エインがそう声をあげた。

　ひとまず酒場からできるだけ距離を取っている。Ｃ級のエインはともかく、ジンの装備はＦ級と、Ｅ級の中でも鈍どん重じゆうな岩竜素材、ライラを背負って追走しているセシルに至っては『加護』を持たないメイド服である。

　ライナスやその私兵には速度で劣るし、いつまでも逃げ続けられるとは思えない。

　ここはやはり、この街で、

「奴を殺す」

「はあ!?　む、無理無理！　見たでしょさっきの!?　勝てるわけないじゃん！」

　ジンのスキルでも相殺が精一杯の『絶対防御』。

　かつ制限回数では向こうが上で、消耗戦に勝機はない。

　エインの認識している情報だけ並べると、当然の意見だろう。

　ライラを背負ったセシルも、それにうなずいている。

「オレも勝ち目はないと思う。……もともと、お前たちをアレに引き会わせてしまったのはオレだ。弁べん償しようのつもりがこんなことになってしまってすまない。だがその上で図々しいが頼みたい。オレがなんとか囮になるから、お前たちはライラ様を──」

「勝ち目ならある。というか、アイツを殺すだけならそう難しくない」

「「…………は!?」」

　ジンの台詞に二人が目を剝く。

　だがジンは事実を述のべただけだ。

　準備は要いるが、『絶対防御』を超えてライナスを殺害することは可能だ。

「そのためにいくつか、条件を調ととのえる必要はあるけど」

「じょ、条件って……？」

「まずこれから君んとこのメイドさん……ジャスティアンさんを連れてきてほしい。彼女が承諾さえしてくれれば、適任のはずだ」

「適任って……」

「リスクもあるから申し訳ないけど、それなりの報酬も用意する」

　凍土の孤島で回収したＣ級装備だ。

　盗品なのですぐに換かん金きんはしない方がいいだろうが、家の経済的事情で進学をあきらめたという彼女には、それなりに魅力的な報酬に映るはずである。きっと億単位の金にはなる。

「守銭奴のアンタがそんなものを……ハ、ハロに何させる気なの？」

「それぐらいの報酬がなきゃ請うけ負おってもらえそうにないこと」

　ジンは手順の詳細や必要性を説明する。

　せっかく誤ご魔ま化かしていたスキルについてもセシルにバレてしまうが、この期ごに及およんでそんなことは気にしていられない。

　セシルもにわかには信じられない様子ではあったが、

「そ、それが本当なら……たしかに、勝算はある……だが」

「……、ダメ！」

　説明を終えた時、聞き分けのない子どものように叫んだのは、エインだった。

　振り返れば、その場に立ち止まってしまっている。

　何をしてるんだと言いさしたジンは、青ざめたエインの表情に気づいて口を閉ざした。

「……ダメだよ、そんなの。だって、だってそれってアンタが──」

　涙さえ浮かべている彼女を、怒ど鳴なりつけるのは難しい。

「──死んじゃうってことでしょう!?」

　ジンはエインの様子にいたたまれなくなり、がしがしと頭を掻かいた。

「まあ。当然そうなる」

「い、いいじゃない逃げちゃえば！　わざわざ命賭かけてまで……」

「そう長期間は逃げ切れないし、追いつかれれば全員死ぬのに？　準備の調ってない状況じゃ、今の策も難しいぞ。余計な被害を出すリスクが増すだけだ」

「……っ」

「それにここで逃げるとたぶんこの街は──」

　警鐘の音が鳴り響いたのはその時だった。

　遠くから、だんだんと音が近づいてくる。警鐘台は街を縦横に貫つらぬくように配置されている。最初に響いた音の方向から、火事などの異常の発生箇所の方角がわかる仕組みだ。

　表通りに出てみると、そこは混乱のただ中だった。

　人々が取るものも取りあえず逃げている。

　目を凝らせば、街の外縁付近から黒煙が立ち昇っていた。

「あ、アンタたち！」

　エインが、逃げる人波の中の、見知った顔へと声をかけた。

　うるさそうに立ち止まり、こちらを見て固まったのは、あの赤と青の二人組だ。

「噓。エインとＦ級じゃん」

「……よかった。生きてたのねぇ」

　さっきは顔を見なかったが、ジンたちが現れる前に酒場の騒ぎに出くわしたのか。

「え、うん。生きてるけど……や、それより何かあったの!?　何この騒ぎ!?」

「あー、なんか攻めてきたっぽい。よくわかんないけど」

「攻め……？」

「盗賊団か、どこかの国の軍だとか。外門はすぐ破られて、今は内門で憲けん兵ぺいさんが奮闘中」

　やはり。

　ライナスの目的のひとつはこの国の領土だ。口ぶりからして、それなりの兵力は潜ませていて当然だろう。

　想像以上に動きが早いが……酒場にいた私兵から、伝令役でも走らせて呼び寄せたのだろう。

　この街も、竜や敵国の軍の襲撃への備えはしている。

　街を囲む城壁。外へ通じる門の付近の区画。外門の内側に当たるそこは、四方にさらなる城壁を巡らせ区分け、独立した構造となっていて、外門を破られても内門さえ破られなければ、街の中枢へは至れないようになっている。

　むしろあえて内側に引きこんで、城壁上から矢を浴びせるのが防衛戦のセオリーだ。

　が、まずいことに今は、すでに街の中枢に、『絶対防御』を誇る敵勢力が潜んでいる。

　ライナスが動けば、内門守備隊は背後を突かれる形になるだろう。

「聞いただろ。逃げればこの街の住民が死ぬ」

「……っ」

　憲兵以外にも、討伐屋という戦力がこの街にはある。だが、彼らに街を守る義務まではないし、無報酬で人々の命を守りたがるタイプもそう多くはない。

　もし敵に住民を逃がすつもりがなく、包囲戦となれば討伐屋とて戦わざるをえないだろうが、Ｄ級すら珍しいこの街の討伐屋では、Ｓ級装備の相手は何人集まろうと不利だ。

　街を救うには少なくとも、ライナスだけは確実に仕し留とめる必要がある。

「……でも、アンタに街を救う義理までは」

「さすがに弟が、罪もない人を大量に痛めつけて殺してる、なんてのを放置するのは心苦しい」

　それはどこまで本音だったか。

　本当はそこまでお人よしではない。我が身は可愛いし苦痛は嫌いだ。

　ただ、呪われているだけだ。

　今も脳裏に響いている、

『助けて……誰か……助けて……』

　うわ言めいた誰かの声に。

『あの声』は許してくれない。誰かを見捨てることを。何もせず自分を優先することを。

　救わなきゃ。

　助けなきゃ。

　──あの女の子を、助けなきゃ。

　そんな衝動がジンを動かす。

「それに」

「？　とうさ……にいさま？」

　振り返ったジンの顔を、セシルに背負われたライラが見あげる。その瞳は不安げに揺れていた。

　ジンはライラの頭に手を載のせ、ぎこちなく、自分のそれに似た色の髪を撫でる。

　まだ実感らしい実感もないが、せっかく会えた妹を、殺されたくない。

　ライラだけじゃない。

　ライラを命がけで守ってくれるセシルも、コミュ障ぶりを気にするでもなく接してくれたハロも、ジンの死を悲しみ、生存を喜んでくれた声の大きい青年や、酒場の常連、二年近くお世話になったマスターに、受付さんも。

　……それに、誰より。

　ジンは一瞬、涙を浮かべた瞳をこちらに向ける、わがままで金銭感覚の狂った、でもなぜか放っておけない、世話の焼けるお嬢様を見つめた。

　ここしばらくの、エインとの思い出が脳裏をよぎる。

　忙せわしなく、トラブルだらけではあったが、今までの人生で一番、にぎやかな日々でもあった。

　思わずジンは苦笑をこぼし、それで、覚悟は固まった。

「さっきの件、頼んだ」

　エインの返事を待たず。

　ジンは準備のため駆け出した。首筋に当てたナイフを取り落とすように、その足が意に反して止まるようなことはない。

　……ああ、もっと早くに気づけばよかった。

　それが自殺行為であろうと、誰かを救うためならば、あの子も許してくれるらしい。

　こんな好機もほかにない。

　だからジンは、今日、死ぬことにした。
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　十年以上前の話だ。

「おお領主様！　精せいが出ますね！」

　そこは、アムスガルドの辺境にある寒村だった。

　痩やせた土地にわずかな人々。寂さびれた田舎いなかとしか呼びようのない村だった。

　一応はさる貴族直ちよつ轄かつの領地ではあるのだが。その没落貴族の領地はこの寒村が全てなのだから、貴族直轄などという肩書きが誇こ大だいに聞こえるのも当然だ。

「やあこんにちは！　精も出るさ！　畑は広いに越こしたことはない！」

「はは、違いねえ！」

　早朝から開かい墾こん中ちゆうの畑に出てくわを振るい、領民と笑みを交かわす領主の姿が、この村の領主と領民の距離感、領主の権限の小ささを表している。

　元を辿たどれば、王家にも連つらなる高貴な血の持ち主らしい。

　だが先代の当主が中央での政争に敗北したため、この僻へき地ちへと追いやられてしまった。今では領主とは名ばかりの、多少領民より広い屋敷に住まう、貴族というより農民に近い。

「坊っちゃんも！　元気なのはいいが、怪け我がにゃあ気ぃつけてくれよ！」

「うん！」

　だが父と並び小さなくわを振るう、今年で七歳の、領主の一人息子の少年は、そんな父に不満を持たない。むしろ尊敬しているぐらいだった。

　物語に出てくるような、意地が悪く、領民を苦しめながら私腹を肥こやす、そんな悪あく辣らつな貴族の息子になるより、ずっといい。

　貧まずしい村だが、領民たちは優しく無欲で、少年にも親類のように接してくれる。

　母を早く、物心つく前に亡くした少年も、父や領民たちのおかげで寂しくはなかった。

　争いも犯罪も滅めつ多たにない、平和な村だった。

　少年はこの村が大好きだった。

　だが。

　そんな平和も、永久には続いてくれなかった。

「逃げろぉ！　逃げろ逃げろ逃げろぉ！」

「喰われちまうぞ！」

「急げ！　早く！」

　竜だった。

　予期はできず防ふせぐこともできない。それはそんな天災だった。

　ろくな作物も育たない寒村の何を目的に現れたのか。あるいは何かが気に食わなかったのか。

　災害に問いかけたって答えが返るはずもない。

「ガァアアアアアアアアアッ！」

　災害はただ猛たける。

　口からは炎を吐き、畑を家を、人を焼く。

　それは山のような体たい軀くと、川のように広い翼を持つ、双そう頭とうの竜だった。

「っ！」

　父に手を引かれていた少年は、つい振り返って足を滑らせた。

「いかん！」

「坊ちゃん！」

　父や領民たちが助け起こすが、そのわずかな間が致命的になる。

　すぐそばにまで迫る双頭の竜。

　巨大な影が月を覆おおい、赤い不吉な眼光だけが彼らを照らした。

　双頭が同時に首を、背後へ倒す。すううう、と大気を吸いこむ音が、炎を吐き出す前兆だとは、彼らもすでに知っている。

　次の瞬間には死ぬ。消し炭になって、全員が死ぬ。

　その刹せつ那な。




「──────死ね」




　竜が、爆はぜた。

　今となっても、少年にはなぜ、あの時自分が、ろくに聞いたこともないはずの、その言葉を口にしたのか、理由は皆かい目もくわからない。

　わかるのは起こった事実だけ。

　少年は「死ね」と発し、そうして本当に、双頭の竜は弾けて死んだ。

　少年と父と領民たち、全員が竜の血を浴あび、肉片の重さを知った。

　古い伝承に現れる、竜を討伐した英雄は、その血を浴びて、不死の呪いを得たという。

　あるいは彼らにとっては、この時の血が呪いとなったのか。

　思い返して、少年は後に、そんなことを思ったものだ。

「な、なんだ？」

「竜は……これ、竜の……？」

「助かった、のか……？」

「…………」

　領民たちは戸と惑まどい、父だけが妙みように、無言だった。

　その翌日。

　父は少年の前に、一匹の虫を置いた。

「死ね」

　あの場に居合わせた領民たちの眼前、少年が父に命じられるままそう発すると、虫はパッ！　と、木こっ端ぱのように吹き飛んだ。あの竜のように。バラバラに。

「死ね」

　次にまた別の虫。「死ね」同時に複数。

「死ね」「死ね」「死ね」蛇へびにカエル、鴉からすと、父は次々少年の前に生き物を並べ、殺させた。

　そうした実験を繰り返した。そう、実験だ。

　ある時から、実験は日に五回を限度とするようになった。

　少年には理由がわからなかったが、領民の数が減っているのが気がかりだった。

「今日はこいつだ」

　ひと月ほど後、父はそう言って少年の前に、鎖くさりに繋がれた男を出した。

　いつもの通りやれと言われて、さすがに少年も首を横に振った。人殺しなんて嫌だった。

「何を今さら」

　と父は少年を殴なぐった。父が少年を殴るのはそれが初めてのことだった。

　信じられない。そんな顔をした少年に、父は一転、優しく諭さとすように言葉を並べた。

　男は罪人。外からやってきて行き倒れていたところ、助けてやった領民への恩も忘れ、あの竜が現れたどさくさに、領民の娘の貞てい操そうを力ずくで奪うばった。さらに金目の物を盗んで逃亡しようとしたところを捕まったという。

　被害に遭あった娘は今も口を利けない、ひどい状態であることも。

　男は処刑されてしかるべきで、少年のスキルで、苦痛を感じる暇ひまもなく逝いけるなら、まだ慈じ悲ひ深ぶかい最さい期ごだとさえ言える。

「……死ね」

　父の説得に応じ、男への怒りを持った幼い少年は、言われるままに彼を殺した。

　正義を成したはずだった。だが、口中には苦いものが残った。

　その苦いものにも、少年はすぐに慣なれることになる。

「なんなんだ……なんなんだよあのガキはぁああああ!?」

「嫌、嫌だッ！　助け──ッ」

　さらにひと月後には、少年は戦場に立っていた。

　双頭の竜によって村は畑も、備び蓄ちくしていた食糧も失った。よその村から食糧を買うような金もない。この冬、村人全員が餓が死しするか、それが嫌ならよそから奪うほかにない。

　竜一匹に成なす術すべもないくらい村の兵力は貧弱だ。元より軍ぐん役えきすら果たせないほど、馬も装備も数が足りない。

　だが村には少年がいた。

　少年がいれば十分だった。

　なにせ少し小高い丘の上から、敵の軍勢を眺め、そして「死ね」というだけで始し末まつはつくのだ。一瞬で敵の兵力は消失してしまう。

　本当は嫌だったが、村を救うためには仕方がないと思った。

　この一度だけなら、と。

　だが、その一度だけでは終わらなかった。

　標的にした村の兵力を消滅させても、女子供、老人、病人など、敵の村にもまだ人がいる。

　少年の村も含め、全員が冬を越すにはまだまだ食糧が足りないのだという。

　結局、冬の間中、少年は多くの村や街を襲い、気づけば村は、ちょっとした小国規模にまで拡大していた。

　だがそのうちに何かおかしいと気づいた。

　とっくに誰だれも飢うえてはいない。

　どころか、あの領民たちは毎夜、酒を呑のみ大騒ぎをしてその日の戦せん果かを自慢している。

　腹を立てた少年が怒ど鳴なりつけると、領民たちはバツが悪そうな顔をして、媚こびを売るように少年に色々なものを差し出してきた。

　それを少年は叩きつけ拒絶した。

　もうやらない。殺したくない。

　父も領民たちもついには怒り始めたが、少年が『し』の形に唇くちびるを動かせば黙だまった。

　ようやく少年も悟さとった。

　彼らは無欲だから貧しかったのではない。

　貧しいから、そこから抜け出す手段もないから、無欲を装い、せめて幸せそうに振る舞っていただけだ。一皮剝むけば、そこには物語の悪辣な貴族と同じ、際限ない欲望が蠢うごめいていた。

　しかし。

　少年が気づくのは遅すぎた。

　すでに少年の村、父を王とする『国』は、アムスガルド王家すら警戒する不ふ穏おん分ぶん子しとされていた。やっていたのは他の貴族の領地への侵略なのだから当然だ。

　すぐに征せい伐ばつ軍ぐんが差し向けられて、少年は否いや応おうなく応戦せざるをえなかった。

　以前、領民が数人消えてしまった理由を知ったのもその頃だった。

　結果から言えば少年は、父の国は勝った。

　戦争というよりは、少年による一方的な虐ぎやく殺さつだった。

　Ｓ級装備と呼ばれる、唯一無二の、神かみ代よの竜の遺い骸がいでできた装備もあったが、まさか敵の主力が幼い少年で、装備もつけずスキルを振るえるだなどと想像もしない征伐軍は、装備の力を発はつ揮きしきれなかった。

　逆に次々、領地を父に奪われていく始末。

　やがてアムスガルド王家が和平を申し出ていると知って、少年はようやく終わりだと安あん堵どしたものだったが、ある朝、目覚めると口元を拘束具で覆われていた。

　魔導の力で作られた拘束具で、本体は竜の髭ひげを編あんだ首輪だ。

　制御器で離れた場所から拘束と解放を操作でき、拘束時には、首輪から伸びた髭の束が少年の顎あごから口を覆い、スキルの発動を阻止する。

　スキルさえなければ、まだ九歳の少年だ。

　逆らうと父や領民たちに、拷問じみた折せつ檻かんを受ける。

　お前のせいで領民が死ぬぞと理り不ふ尽じんな脅おどしを受ける。

　結局、少年は戦った。

　もはや国と国との戦争となり、少年の戦いの場は要所要所に限られてはいたが。

　後にアムスガルド内戦として語られる戦いの、それが真実だった。

　さらに一年の後、少年と、父は勝った。

　父は自分こそ正当な王位継承者であると宣言し、敗者となった旧王家を、不当な王位簒さん奪だつ者しやとして処刑。自らがアムスガルドの王位に就つき、家名を捨てた。

　大臣の位くらいを約束されていた領民たちは、気づくと全員、いなくなっていた。

　あの寒村の、少年の存在を知っている者たちも全員、いなくなっていた。

　父を除き、最初に守ろうとした人々は誰も救えなかったなと、少年は空くう虚きよに思う。

　父は少年の存在を秘ひ匿とくするつもりだった。

　そのために、少年の存在を知るあの村の人々を、残らず始末したのだろう。

　合理的な判断ではある。少年のスキルは、父がそうしているように、知っていれば対処できないものではない。逆に、知らなければほぼ対処不能だ。

　戦争が終わり大量殺さつ戮りく兵器としての役目が終わった以上、誰の目にも触れない地下牢にでも押しこめて隠しておいた方がいい。実際父はそうした。

　が、それだけならまだ気楽だった。

　父は息子を休ませるつもりがなかった。

　監視役を兼ねた世話人数名以外には秘匿するが、まるで酷こく使しするのが目的であるかのように、ほかの誰かにやらせればいい『暗殺』の役目を、父は少年に担になわせた。

　とはいえ少年が暗殺に向いていたのはたしかだ。潜もぐりこんでも警戒はされないし、捕まろうとも素す性じようは割れない。

　王の身内は、再婚相手の妃きさきの連れ子と、最近生まれたという赤子だけ。

　いまだ国内に燻くすぶる旧王家派の残党を始末するにはうってつけの『道具』だった。

　少年は道具らしく振る舞った。もう、他人の命を慮おもんぱかって苦痛をこらえるのは面倒だった。

　従っていれば飯も食えるし、折檻も受けない。

　だから淡々と『仕事』をこなした。

　五回の制限がある以上、時にはろくな装備もなしに、標的の護衛をかいくぐる必要もあった。

　だから大人を倒せる剣術を学んだり、本を読んで知識を身につけたりもした。

　そうした生活を続けて二年。

　少年が十二歳になった頃。

「あなた、どこの子？」

　ある貴族の主催するパーティの会場で、少年はそう声をかけられた。

　次の『仕事』の下見の最中だった。標的は主催者の貴族で、パーティにまぎれて屋敷の構造を把は握あくしておくことになったのである。

　そういうのは人を雇やとってやらせてほしいものだが、あいにくと父はあまり他人を信用しない。

　監視と世話役が定期的に丸ごと入れ替わる意味を、少年はもう知っている。罪人でも使っているのか、口を拘束されている時に暴力を受けることも多かったので、まるで同情する気もなかった。

　そんなわけで、あまり学も経験もなさそうな監視役に事前調査を任まかせるか、自ら事前調査をするかの二択で、少年は後者を選ぶタイプであった。

「こんばんは。ちょっと迷っちゃって。俺は──」

　声をかけてきたドレス姿の女の子に、少年は用意してあった偽にせの身分を明かす。

　同い年ぐらいの、いかにも箱入り娘然とした女の子には疑った様子もない。

「ね。わたしと踊おどってくださらない？」

「え。でも」

　こっちは仕事があるんだよ、などと言うわけにもいかず、少年はませた口調で言う女の子に困惑してみせる。が、女の子は一いつ顧こだにした様子もない。

「いいでしょ？　おじさんばかりでつまらないんだもの。エスコートしてよ」

　訳やくすと、おっさんたちはもう少し大人の若い女性に夢中だから、同い年ぐらいの少年に代わりをやれ、みたいなことだった。

「レディに恥はじをかかせる気？」

　なおも少年が渋しぶると、女の子は唇を尖とがらせ、ちょっと泣きそうな表情を見せる。

「……よろこんで」

　ここで泣かれて騒ぎになっても得はない。

　仕方なく少年は女の子の手を取り、パーティ会場へと戻った。

　踊っている最中、大人たちに微笑ほほえましげに眺められていたので、顔を覚えられたかもしれない。もしかしたら泣かれて騒ぎになった方がマシだったのではと思った。

　ただ意外と、悪くない時間だったとも感じた。

「すごいすごい！　あなたダンス上手いのね！」

「いや、初めてだったけど」

「噓うそ！　華麗なステップだったじゃない！」

　踊り飽あきてバルコニーへ出ると、女の子はそんな風にはしゃいでいた。周囲の視線を集めたのが嬉しかったらしい。

　少年はダンスなど初めてだったが、見よう見まね、剣術の歩ほ法ほうを応用したステップがわりと好評を得たようである。他人を殺すための技術にも、意外な使い道はあるものだ。

「ジン。そろそろ時間だよ」

　少年にとって新鮮な時間は、おとぎ話の魔法の効き目以上に短い時間で終わりを告げる。

　バルコニーに現れ声をかけてきたのは、礼服を着た中年の男だ。紳しん士し然ぜんとして小奇麗な身なりだが、普段は粗そ野やで口の悪い、少年の監視役である。

「もう行っちゃうの？」

「うん。じゃあ、またどこかで」

「ダメ」

　無難な挨あい拶さつを残し、去ろうとした少年の礼服の裾すそをつまみ、女の子は強い口調で言った。

「は？」

「またどこかじゃダメ。そういう男は二度と姿を見せないって、おかあさまが言ってたわ」

「ジン」

　監視役が苛いら立だったように重ねる。地が出てんぞと言ってやりたい。

　少年はうなずいて、女の子を振り切って監視役の方へと歩く。

　だがすれ違い際、

「明後日。夕方、中央公園の噴水」

　監視役に聞こえないよう、短く囁ささやく。

「……またねジン！」

　女の子は弾んだ声で手を振ってきた。

　その名は単なる偽ぎ名めいだと、教える機会は二度となかった。




　二日後。

　女の子に告げた日の、夕方。

　少年は中央公園……ではなく、あの貴族の屋敷へと現れていた。

　秘密の約束めいたあのやり取りは、ちょっとした親切心だった。

　あの女の子が、標的である貴族の娘だということはわかっている。今日この時は予定通り、標的、つまり彼女の父親を殺害すると決めた日時だ。

　うっかり屋敷に居合わせて現場を目撃されたら、彼女も「始末」せざるをえない。

　だから屋敷から遠ざけた。

　調べが正しければどのみち彼女は屋敷にいないはずだが、念のためだ。

　これから彼女の幸福を奪うのに、二度も会う気にはなれない。

「死ね」

　はたして、想定通りの侵入経路を使って、少年は書しよ斎さいで帳簿を整理していた、あの子の父親を肉片に変えた。

　すぐに少年の監視役たちが書斎に踏みこむ。

　怪しく泡立つ薬液を床に撒まき、血と肉片を片づけていく。

　使用人に見とがめられる心配はない。標的が向かっていたのは不正な賄わい賂ろの裏帳簿だった。

　商人との癒着ぐらいはよくあるものだが、見返りに旧王家派に現王家派の情報を流しているのはいただけない。

　整理の時は使用人に暇を出して遠ざけるとは念入りなことだが、そういう不自然な気配りがかえって父の目に留まってしまった。

　あとは撤てつ収しゆうするのみだ。

　気の毒ながらあの子の父親が、忽こつ然ぜんと消えた失しつ踪そう者しやとして処理されて終わり。

　そのはず、だったのに。

「ねえおとうさま。ごめんなさい少しだけ。これ似合──」

　書斎に現れたその声に、少年も監視役たちも鋭く目を向けた。

「え……ジン？」

　少しだけ開けた扉の向こうにいたのは、あの女の子だった。

　止める間もない。

「なんで……それ……血……？」

　まだ拭い切れていない、血と臓ぞう物もつの痕こん跡せきを、目撃された。

「あの……なん……約束、わたし……髪飾り、忘れて……」

　髪に差した花形の髪飾り。

　失敗したのだ。下手を打った。妙な約束をしたせいで、あの子は身だしなみを気にして、忘れ物を取りに帰った。何も約束しなければ、父親の言いつけを守り、夜まで帰ってこなかったはずなのに。

「おい」

「……わかってる」

　少年は女の子へと近づいた。

　こうなってはもう、こうするほかにない。

「あ、あの、ジン……？」

「死ね」

　血しぶきが書斎をさらに汚した。

　女の子の……ではない。

「逃げろ！　早く！」

　振り返りざま少年の放ったスキルを受けた、監視役たちの血だ。

　むせるような臭においと光景で固まった女の子は動かない。少年は舌打ちし、女の子の手を引いて無理やり走らせる。

　今ので全員は殺せなかった。少年が振り返ろうとした瞬間、書斎の机の陰に隠れてスキルの範囲から逃れた者が二名ほどいた。

「……っ」

「きゃあ!?」

　がしゅ、と音をたてて口を覆った拘束具がその証拠だ。

　最短ルートで屋敷の玄関を抜けると、門前に馬車が一台、横づけに停めてあるのが見えた。

　歩哨ぐらい立てとけよ、と監視役たちの不手際に内心で毒づきながら、馬車の乗り口を開き女の子を押しこめる。

『亡命しろ。旦那の不正がバレた』

　中にいた母親らしき人物へ、拝はい借しやくしてきた帳簿の一枚にペンを走らせ告げる。

　旦那の暗躍は承知していたのか、母親は青ざめて、しかしすぐにうなずいた。

「ちょっと、ジン──」

　女の子を遮って扉が閉まり、馬車が走り出す。背後から慌ただしい足音が二つ。

　少年は振り向きざま、監視役の眼球へペン先を突き立てた。




「父さんは悲しいよ」

　折檻は十日十夜続いた。

　地下牢に繋がれ、ずたずたに鞭むちで裂さかれた全身の痛みに呻うめき──実際は拘束具のせいで呻くことさえできなかったが──少年は朦もう朧ろうとした意識で、闇の奥にいる父を見る。

「なぜあんな真ま似ねをしたんだ」

「…………」

「言ってくれなきゃわからないだろう？」

「…………」

「ああ。喋しやべれないのか」

　かしゅ、と拘束具が解ける。

　かは、と久々に空気が口に吹きこんでくる。食べさせる気もないのに差し入れられる、食事の腐くさった臭いに慣れていたのは幸いか。

「で。どうして目撃者を逃がした？」

「…………」

「聞けば下見の時に知り合った女の子らしいな。恋でもしたのか？　一丁前に」

「…………死ね」

「はは。親にそんなことを言うもんじゃない」

　ゴッと、硬い靴底が奥歯を砕いた。スキルの使いようもない、一切光のない闇の中で、ずいぶんと的てき確かくに蹴けれたものだ。我が父ながら人を傷つける才能はある。

「私が戻ってくるまでに食事は済ませておけ」

　父が暗闇で踵きびすを返す気配がする。

「腐ってんだけど」

「反省し、悔くい改あらためることだ。まともに飯が食べたいならな」

　こん、と。父は何かを石の床に落とした。

　ごろごろと、少年の眼前まで転がってくる気配。

　重々しい音をたてて扉が開き、閉まった音の後、ぼうと、闇の中に光が浮かんだ。

　魔導器の一種、映写器だった。主に軍事研究用に使われている、高価な記録媒体だ。

　掌てのひら大の水晶が、闇の中に小柄な像を浮かびあがらせる。

『何……なんなの……怖い……帰してよお……』

　それは記録映像だった。

『やだ、やだやだやだっ！　やめて、助けてお願いやめ……っ！』

　映っているのはあの女の子。

　泣きじゃくり、悲鳴をあげ、助けを乞こうていた。逃げ切れず、捕まったのだ。

　続けて繰り広げられたのは、目を覆いたくなるような、酸さん鼻び極きわまる光景だ。

　一緒に映った男たちによる、凌りよう辱じよく。

　犯おかし、嬲なぶられ、弄もてあそばれる。

「死ねッ！」

　少年は叫んだ。

　無駄だった。これは過去の記録。

　もう変えられない、すでに起こってしまった地獄の再現でしかない。

「死ね！　死ね死ね死ねッ！」と、それでも叫ぶ。やがて堪たまらず、照準を水晶へ向けた。

　竜の眼球で作られた水晶は『加か護ご』を失い、砕けて散った。

　かしゅ、と拘束具がまた口を覆う。

　扉の隙すき間まから、ごろりとまた、同じ水晶が差し入れられる。

　ぼうと浮かびあがるのは先ほどと同じ映像だ。

『助けて……誰か、助けて……助けて……っ』

　泣き叫び、声も嗄かれ果はて、女の子はうわ言のように繰り返す。救いの手はない。あるのは彼女に拳こぶしを打ちつけてくる男たちだけ。

『助け、助けて……』

　繰り返し繰り返し、同じ映像が何度も流れた。

　まぶたを閉じてもその声だけは木こ霊だまする。耳じ朶だに焼きつく。刻きざまれる。

『助けて……誰か……助け……』

　さんざんに凌辱を受けた後。

　彼女の最期はいつも同じ。

　飽きた玩具を捨てるように投げ捨てられた先は、野犬の群むれの檻の中。嗄れた喉のどから逬ほとばしる、悲鳴。絶叫。生きたまま少しずつ喰われていくのだから当然だ。

　やがて痛みも感じなくなってしまったのだろう。

　女の子はまた、声をあげる。

『……けて……助けて……誰か……』

　それはあまりにも弱々しい断末魔。

『……助けてよぉ……ジ──』

　ふつりと事切れる寸前、彼女が口にしていたその名は。




　思い知った。

　人殺しの分際で、迂う闊かつに誰かと親しくすればどうなるか。

　自分が情けをかけて殺すのを躊躇ためらえば、どんな末まつ路ろが相手に待っているのかを。

　だから殺した。少年は父に命じられるまま、標的はもちろん、目撃者や巻きこまれただけの他人だろうと、女も子どもも区別なく、殺し尽くした。

　そうしてまた三年が経たった。

　どこで少年の存在を知ったのか、弟を名乗る少年・ライナスが現れたのはその頃だ。

「はじめましてだね、兄さん」

　にこやかにそう挨拶したライナスは、物腰こそやわらかいが、瞳ひとみの奥にどこか濁にごった闇を覗かせていた。直感的な印象では、油断ならないタイプと感じる。

　そのライナス曰く、父は隣国への侵略を目論んでいるという。国内の不穏分子はあらかた始末がついた。となれば隣国へと父が欲望を向けるのは自然な話だ。

　ライナスはそれを止めたいと言う。ライナスの語る「そんな非道は見み過すごせない」という動機は噓くさかったが、まあ、いい機会ではあった。

　少年はライナスの協力を得て父を殺した。

　意外なことにライナスは、父に代わって少年を利用するでもなく、自由の身にした。

　兄さんのスキルには頼らない。頼りたくない。そう言った目は本気だった。

　少年は自由とわずかな路銀を得て、まず真っ先に刃物を買った。

　もう疲れていた。刃物を自分の首に押しつけて、終わりにしようと思った。

『……助けてよぉ……ジン……』

　だがその声が引き留めた。

　呪いのように。自死で楽になろうとすることを、あの子は許してくれなかった。いやそれも、彼女に責任を転てん嫁かするようなものだろう。結局は、少年自身の後悔があっただけだ。

　──俺はまだ、あの女の子を救えていない。

　救えるわけがない。救える機会は二度とない。救えないまま結末は確定し、今がある。

　頭でいくらわかっていてもダメだった。

『助けて』と。死のうとする度たび、目の前で苦しむ人を見かける度に、彼女が言うのだ。

　うかつにスキルを明かせば、第二の父を呼び寄せる。それがわかっていながらも、少年は自死の方法を探して立ち寄った秘境で、竜に襲われていた討伐屋スレイヤーを陰から救った。

　それが一度目。

　二度目は死ねぬまま食うに困り、さりとて餓死も選べずに、討伐屋になった後。

『ジン』と名を変えた少年は、竜を殺した。あまりに特徴的な殺し方が露ろ見けんするのを恐れて、一部の遺骸だけ回収し、手て癖くせが悪く世間の信用のない鍛か冶じ屋やに持ちこんだのは正解だった。

　竜を殺すと『加護』も死ぬ。だから装備は得られない。

　自身の力が『加護』を殺せることは知っていたが、竜を殺した時点で『加護』も死ぬということは、そこで初めて知ったことだった。

　ジンは、討伐屋としても欠落だらけだ。

　他者の協力を求めることもできず、二年近くを空くう費ひし、そして──。


　　　　[image: ]



「僕は、父さんに憧あこがれてたんだ」

　おびただしい数の屍を踏みつけて、ライナスは言った。

　街の内門、そのすぐ手前に彼はいた。準備を調ととのえジンが駆けつけた時、背後を突かれた守備兵たちは、ライナスとその配下の手で鏖おう殺さつされていた。

　死体の山を見つけたジンの、張りつめた表情を、ライナスは心底愉ゆ快かいそうに眺めていた。

「血の繋がった父はろくでもない人でね。僕も母もよく殴られたよ。大臣だった父が父さんの手で殺されて、せいせいするぐらい。僕にとっては救いの主、英雄さ。その父さんが、僕の父さんになってくれると知った時は、奇跡かと思った」

　ライナスはその瞬間を懐かしむように、目を細めて、恍こう惚こつと語る。

　ジンは眉まゆをひそめ、不審と困惑の入り混じった視線でライナスを見た。

　心底憧れている、というその表情は本物に見えるが、そんな憧れの存在を、ジンに殺させたのもまた彼なのだ。

「僕は王子として、父さんの息子として恥はずかしくないよう、精一杯頑がん張ばった。学問も剣術もいつだって学校一。けど……父さんは褒ほめてはくれなかった」

　肩を落とすライナスにとって、真実、それは無念なことだったのだろう。

「まあ仕方ない、と思った。父さんは英雄だ。英雄に褒めてもらおうと思うなら、英雄がすごいと思えるぐらいすごい人間にならなくちゃ。だから僕は頑張った。頑張って頑張って頑張って、けどやっぱり、どれだけいい成績を取っても父さんは褒めてくれない。足りないのかと思ってた。でも違った。父さんが本当にすごいと認めて、褒める相手は一人だけ」

『よくやった』と、声をかけられている人物がいた。

　ライナスは目を剝いた。自分がどれだけほしがって、どれだけ努力を重ねても得られなかった称賛を、あっさりと、『仕事』の度に受けられる奴がいた。

　ライナスの兄である。

「父さんの後をつけて地下牢で最初にそれを見た時は、怒りで気が狂いそうだった。すぐにそいつを、兄さんを殺してやりたいぐらいだった」

　言いつつジンに向けられるライナスの目は、瞳どう孔こうの開き切った、殺意に満ちたものだった。

　向けられた殺意を、ジンは静かに、動揺もなく受け止める。

　が、ライナスは殺意を押し留めるようにまぶたを閉じると、苦にが々にがしげに首を振った。

「でもダメだ。調べる内にわかった。兄さんには不思議なスキルがある。父さんは兄さんのスキルの魔力に囚とらわれてる。そんなに、父さんほどの人が固こ執しゆうするようなスキルじゃないって説得しようとしたけど、ダメだった。耳を貸さない。それどころか秘密を知った僕を殺そうとしたぐらいでね。だから」

　そうして再びライナスのまぶたが開かれた時、そこにあるのは、笑みだった。

「だから、殺すことにしたんだ」

　父に、認められぬまま殺されるぐらいなら。

「天国で、後からでも認めてくれればいいと思って。すぐには無理だったけど、僕が兄さんを正面から、スキルを破って殺せば、父さんの目も覚めるだろう？」

　ずいぶんと倒とう錯さくし、偏へん執しゆう的てきなものではあったが、彼なりの理屈はわかった。ただ。

「……勘違いだな」

　ジンはぽつりと呟いた。

　父を殺した時のことを思い出す。もはや逃れられぬと知っても、父は命いのち乞ごいも最後のあがきもしなかった。ただ、憎悪に燃えた瞳で言った。

『憎いか。私が憎いのか？　そうだろうな。お前はすべてを私に奪われたと思っている。だがな、違うぞ。奪ったのは──お前の方だ』

　ジンにはたしかに父への復讐心があった。

　だが同時に、疑問もあった。どうして父はここまで変わり果ててしまったのか。貧しくとも、優しく、頼もしかったあの頃の父は、どこへ行ってしまったのかと。

『私はあの領民どもとは違った。本当に、無欲だった。地位にも金にも興味はなかった。ただ愛する人が……アリシアがそばにいれば満足だった』

　母の名前だ。ジンが物心つく前に、病に倒れ亡くなった。そう、聞かされていた。

『だというのに……お前は覚えているか？　いないだろうなあ！　そうやって被害者ヅラができるのだから！　教えてやろう、お前が最初に覚えた言葉、最初に口にした言葉はなあ、「死ね」だったんだよ！　誰が教えたのか、いや、お前は最初から知っていたんだ、最初から私からアリシアを奪うために生まれてきたんだ、そうだろう!?　そうとしか思えないッ！』

　父はジンの、すでに拘束具もなく、簡単に父を殺せる息子の首を摑んだ。

『アリシアは死んだ！　お前の目の前で！　お前のスキルで！　最初は何かの間違いだと思った。姿の見えない竜にでも襲われたのだと思った。信じられるか!?　私のすべてを、私のすべてを奪ったお前を、私は……アリシアの忘れ形見と、愛そうと誓ちかっていたのだ！』

　血走った目に涙を浮かべ、父はジンを睨む。

　そこにある悲哀と怒り、怨おん念ねんは、まぎれもなく被害者のそれだった。

　かつてジンと戦った人々が、今際いまわのきわに見せたものと、よく似た。

『だが違った。双頭の竜を殺したお前を見て私は知った。奪ったのはお前だ。アリシアを殺したのはお前だったのだと。だから私は……奪うことにした』

　父に野心など何もなかった。

　父は──単なる嫌がらせで、それを息子が厭いとうと知って、ただひたすらに人を殺させていただけだった。そんなことのために国すら奪った。

『仕事』の度に『よくやった』と褒めるのも、ただ、自身の復讐心を、嗜し虐ぎやく心しんを満足させた息子に皮肉を向けていただけ。

　もちろん、それはあくまで父の言い分だ。

　実際は王の地位に執着や快楽もあっただろう。単に息子への嫌がらせのためだけなら、それこそあの女の子のような被害者を量産すれば済む話だ。

　だが発ほつ端たんは真実、そこにあった。

　つまりなんだ。簡単な話。

　──俺のせいか。

　なんてことはない、悪いのはジンの存在そのものだった。

　母が死んだのも、戦争で大量の兵が死んだのも、大好きだった領民たちが欲に駆られ、やがて父に消されたのも。あの女の子が、あんな末路を迎えるハメになったのも。

　すっきりと腑ふに落ちて、そしてジンは父を殺した。ならなおさら、これ以上、自分のせいで父の犠牲になる人を増やすわけにはいかなかった。

「勘違い？　違うよ兄さん。二人の会話は僕も聞いてた。けどね、父さんが兄さんに囚われてるって結論は変わらなかった」

「そうか。じゃあもういい。始めよう」

　ジンは言って、剣を握った。

　ライナスはニィと、笑みを深める。

　その背後には、いくらＳ級装備があるとはいえ……こうも容易たやすく、街の守備兵たちが鏖殺された、原因らしき光景が広がっている。

「始めるのは構わないけど、感想くらいは欲しいなあ」

　ライナスは腕を広げ、背後のそれらを誇るように示した。

　背後、より正確には、その上空。

　十。二十。三十……ざっと五十以上の『翼よく竜りゆう』が、蝙蝠こうもりのそれに似た、薄い皮ひ膜まくの翼をはためかせ、滞空している。

　翼竜の背には、Ｄ級以上の装備、弓や魔ま砲ほう、騎兵用の突撃槍ランスを携えた兵士たちがまたがっていた。

　商人ギルド所属の魔術師が実用化したという、翼竜調教技術の成果だ。

　市井では香辛料スパイス等、輸入品の価格低下程度の影響で収まっているその技術を、各国が軍事利用を視野に入れ研究しているとの話は耳にしていた。アムスガルドではすでに、敵の砲撃や矢で狙われようと怯ひるまないレベルでの調教、翼竜騎兵を組みこんだ新たな戦術開発、その訓練といった課題をクリアし、実用化段階に至いたっているということだろう。

　これならあながち、自身の手て駒ごまを率ひきいた程度でこの国の一角を侵略するというライナスの目的も、狂気によるそれとばかりは言えない。

　天と地からの襲撃で、この街の守備兵たちがごく短時間で壊かい滅めつした事実が、その証明だ。

「さてそれじゃ、ここで兄さんに問題だ」

　ライナスが手を掲かかげる。

　それに応じ、上空の翼竜たちが整然と、横一列に隊形を組み直す。

「兄さんの相手は僕だけで十分。空と地上の彼らには、これから街を襲ってもらう」

　指揮官らしき翼竜騎兵が前に出て、部隊を率いるように、移動を開始する。

　ライナスの背後、地上の私兵たちも動き出している。街の住人たちがどこへ避難しているかはわからないが、翼竜騎兵のスピードと視野から逃げ切れるとも、地上の兵たちの捜索をやりすごせるとも思えない。そうなれば被害は甚じん大だいだ。

「さて。どうする兄さん。ただでさえ少ない残りの制限回数。街の連中を優先するか、少しでも僕に勝つ目を──」




「死ね」




　ライナスの言葉の終わりを待たず、ジンは言った。

　今日はこれで五回目だ。

　ドボッ！　と、上空で翼竜の群れがまとめて弾け、血煙と化して飛散する。

　びしゃびしゃと降り注ぐ赤黒い雨。肉片。臓物。

　この程度の上空ならジンの視界を遮る遮しや蔽へい物ぶつはない。通常の戦場、通常の兵士が相手なら効果的でも、ことジンを相手にする上で、翼竜騎兵は相性が悪すぎる。

　一瞬で生み出された凄せい惨さんな光景に、地上部隊の連中も、動き出そうとした足を止め、慄おののいている。

「おっと……」

　意外そうに漏らすライナスは、しかし、相性の問題に予想ぐらいはついていたはずだ。

　つまり先の『問題』とは、嗜虐的にジンを試しただけ。何をかといえば、

「へえ。よっぽど大事なんだねえ、この街が。うん。なら兄さんは口を縫ぬい合あわせた後、しばらくは生きててもらって、街とか、あの討伐屋たちとか、エルテンシアのお嬢様とかが蹂じゆう躙りんされるとこ、見せてあげなきゃ。その方が父さんも喜ぶだろうし」

　そこまでこの街自体に思い入れがあるつもりはないが、まるで父のように、ジン一人への嫌がらせのため、無関係な人間を地獄に突き落とそうというのなら。

　ジンは静かに殺意を灯ともす。

　それに気づいてか、ライナスも深く腰を落とした。

『絶対防御』の残りは、酒場の時点で七回。守備兵たちを虐殺する間に一度使ったとしても、まだ六回はストックがあるはずだ。

　対してジンは、すでに制限を使い果たしている。

　つまりもはや、一方的に嬲り殺される以外の展開はないはず、だったが。

「死ね」

「阻め」

　ジンは今日六回目のスキルを使い、ライナスはそれを相殺した。

「思いきりがいいんだねえ兄さん！」

　ライナスはジンの制限にまだ余裕があったと思っているのか。

　酒場で二度。翼竜に一度。セシルの鎧よろいが失われていたことから、ライナスと会う前に一度くらいは使ったものと推測しているはずだろう。

　ライナスの推測上でも、今のが最後の一回。それを躊躇なく使い切ったことに意外そうな表情ではあるが、距離を詰めてくる速度まではゆるまない。

　しかし。

「死ね」

「っ、阻め！」

　ジンがさらにスキルを重ねると、さすがのライナスも笑みをひそめ、表情に動揺をにじませた。今日七度目、ライナスの認識でも六度目の行使になるのだから当然だ。

「な、なん」

「死ね」

「阻め！」

「死ね」

「阻めッ！」












　まだ意識のある内に。

　ジンは重ねる。どうしようもなく湧わきあがる衝動を抑おさえつけ。必死に。

「死ね」

「阻めぇッ！」

　繰り返す。

　──ことここに及およんでは、さすがに五度の制限回数という情報が正確ではないと、ライナスも悟っている。

　だからライナスはさらに距離を詰め、剣を振るった。

　装備の質には大きな差がある。Ｓ級装備の敏捷性に、Ｆ級のジンではついていけない。

　無防備同然に刃を受けるしかない。

　はずだった。

「死ね」

「阻めぇえええええッ！」

『絶対防御』の制限回数いっぱい。

　ジンは、Ｆ級とは思えぬ速度で、ライナスの刃を回避している。

　からくりは脚部にあった。ジンの脚部を覆っているのは、ハロに与える報酬とは別の、凍土の孤島で回収したもうひとつのＣ級・砂さ塵じん竜りゆうの装備。あえて脚部以外はＦ、Ｅ級のまま。

　だが脚部だけでも、ライナスの斬撃をかわすぐらいの速度は出せる。

「ズルい、ズルいズルいよ兄さん！　阻め、阻め阻め阻め阻めよぉおおおお！」

　もうそれ以上、何度ライナスが喚わめこうと、鎧が白銀色に輝くことはない。

「わ、わかった待って！　僕が悪かったよ兄さん。今日はいったん…………に、兄さん？」

　そしてジンにはもはや、ライナスの声など届いていない。

　命乞いの言葉に応じる気配さえない、ジンの様子の変化に気づいて、ライナスは青ざめた。

「い、嫌だ！　う、あ、あぁああああああ！」

　やぶれかぶれに斬りかかってきたライナスの一撃を、ジンは軽く踊るようなステップであっけなく回避し、

「ひっ、待っ、僕は、僕はまだ父さんの────ッ！」

「死ね」

　と発した。それで、終わり。

　ライナスは鎧ごと爆ぜ散った。

「ひっ」

「な、なんだアレ」

「おい噓だろ、Ｓ級装備のライナス様が……!?」

　声をあげたのは、ライナスの背後にいた兵たちだ。

「は、話が違えぞ！」

「かっ、勝てるかあんなの！」

「もっと楽に愉たのしめるんじゃなかったのかよ!?」

「降参だ降参！」

「参った！　すぐ引きあげる！　だから──」

「死ね」

　槍を捨て戦いを放ほう棄きした最前列の兵たちを、ジンは、一顧だにせず吹ふき散ちらした。

　肉片と血の海へ変じた仲間の残骸に、後列の兵たちが青ざめる。

　ジンに彼らへの恨みはない。どんな『おこぼれ』を目当てにつき従っていたのかは知らないが、降参すると言うのなら、命まで取る必要はない。

　だからジンなら、殺さないはずだった。

　だがそこにいるのはもう、ジンであってジンではない。

　爛らん々らんと目を輝かせ、にやにやと愉しそうな、あまりにも愉しそうな笑みを浮かべている。

　かつてジンの父が実験の折、領民数人の犠牲で知った。

　ジン自身、戦場で、敵味方問わぬ大量虐殺の末、知った存在。




　ジンは、ただひたすらに殺害を、スキルの行使を愉しむだけの『何か』に、なり果はてていた。
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「始まった……」

　間違ってもあの状態のジンに気づかれぬよう、遠く離れた路ろ地じの陰から身を乗り出して、その惨状を見たエインが言った。

「あれが、本当にアイツ……？」

　身を震ふるわせてエインは呟く。

　だが、次々「死ね」と声を発し、逃げ惑う兵の兜かぶとを摑み、一人一人弄ぶように殺していくそいつの、外見は間違いなくジンそのものだ。

　笑顔。

　愉しそうで愉快そうで、痛快そうな。

　その笑顔だけが別人のように、狂気に染まり切っている。

　目を疑ったが、しかし、エインにはあの笑顔にも、見覚えがあった。

　凍土の孤島。洞窟での殺戮の直後、闇の中に浮かびあがったジンの顔には、あれによく似た笑みが浮かんでいた。

　普段のジンは、殺人を愉しむような人間ではない。

　だからただの『悪夢』だと思っていた。思おうとした。

　しかし違った。そもそもの順序がおかしい。エインが『悪夢』を見たとしたら、それは失しつ神しんした後のこと。けれどエインが失神したのは、あの時のジンの笑みを見て、その恐怖と衝撃に、意識を遠のかせたがゆえなのだから。

　実際、あれは夢ではなかった。

　……それは、幼いジンが生み出した、罪悪感を快楽へと塗り替えるための感性なのか。

　あるいは単に、生まれつき、ジンの中には『アレ』がいたのか。

　とにかくジンは、スキルを重ねて使う度、その身に潜む殺人の快感に呑みこまれていくという。

　一度目では問題なく。

　二度目ではかすかな快感を自覚し。

　三度目で抑え切れぬ笑みが浮かび、四、五度目では理性を削けずっていく。

　六度目以降、理性のタガがはずれれば、獣のようにスキルを振るう。

　体力が尽きて倒れるまで、目についた生き物を、手当たり次第に殺し続ける。

　暴走だった。

　確実にその衝動を抑えこめると言えるのは五度まで。それが限度。以降はそう遅くない内に暴走し、さながら暴虐の竜のごとき災害となり果てる。

『だから、殺せ』

　と。ジンは言った。

　ライナスが死んだ後。最初に犠牲になるのは彼の率いる兵たちだろう。

　その次は街の守備兵たち、それが終わればまだ街の中にいる住民たちも、遠からず犠牲になってしまう。エインたちが頼まれたのは（結果的に手遅れだったが）守備兵たちの避難誘導、そして、暴走したジンを──殺すことだった。

　あの状態のジンを止めるには、それが一番リスクが小さく、確実だった。

　脚部以外はＦ級やＥ級の装備。理性を失い、いくつか身につけているらしい剣術も十分には発揮できないジンなら、より上の装備を使えばおそらく、殺害可能だと彼は言っていた。

「本当に、いいの？」

　聞いてきたのは、ハロだった。メイド服を脱ぎ、ジンの回収していたＣ級・颯そう牙が竜りゆうの装備を身につけている。彼女の体格からすればサイズが大きすぎるので調整は無理やり行った。力も普段より湧きすぎていて少し調子が狂うらしいが、技量の発揮に問題はないと言う。

「……うん。お願い」

　ジンがハロを指名したのは、彼女のジャスティアン流剣術、その歩法に目をつけたからだ。

　ジャスティアン流剣術・歩法の参さん・『影かげ風かぜ』。

『霞かすみ』をさらに練りあげた技で、敵の視界を完全に把握し、影……死角を、さながら風のように舞い背後を奪う。

『視界』が重要な意味を持つジンのスキルにとっては、天敵とすら呼べる歩法だ。

　ジンがジャスティアン流剣術を念入りに研究したのも、それゆえだった。

　理性を失っている今のジンなら、研究成果も活かせない。Ｃ級装備を身に着けたハロであれば、ほぼ確実に、ジンの背後を取り首を刎はねることができるはずだ。文字通り、声を出すような暇も与えず。

　だからエインはハロに頼んだ。

「アタシが失敗したら、その時は、お願い」

「……ん」

　けれどエインは、ジンの指示に完全に従うつもりはなかった。

　それはただのわがままだった。わがままに街の住民を付き合わせるわけにはいかない。命を賭けるのはエイン一人でいい。

　エインが失敗したその時は、ジンの想定通り、ハロに任せるしかないが。

「そう簡単に、死なせてなんかやるもんかっての」

　だってまだ約束を果たしてもらっていない。

　エインが自立するまでは付き合う、そういう契約。報ほう酬しゆうだってもう先払いした。

　……なんていうのは建たて前まえで。

　ただ単に。

　エインはジンを、死なせたくない。そう思う。

「でも、アンタたちまで付き合うことないのに」

「後悔はもうたくさんだ。弟分を、そう何度も死なせるつもりはねえよ」

　言ったのは槍やりを握った、声の大きい青年だった。ずっとついて来ていたのか、もう酔いは覚めているようだ。

　ええと、この人アイツの兄貴分なの……？

　さらに意外な二人組もいる。

「……別に。ただまあ、あいつとエインに全部任せるのも、なんか、ほら、シャクだし」

「素直じゃないわねぇ。二人がクエスト失敗して死んじゃったって聞いた時、泣きそうな顔で『やっぱ付き合ってやればよかったかな』とか言ってたくせに」

「ばっ、それ言うなって言ったでしょ!?」

　赤青コンビ。そういえば名前なんだっけ、と今さら聞くに聞けない疑問を抱きつつも、二人の気持ちは素直に嬉しい。

　Ｃ級装備があったところで、エインにジャスティアン流剣術の歩法はそう上手く使えない。

　ライナスの斬撃をやりすごすため仕方ないが、ジンは敏捷性だけならＣ級装備に準じる状態だ。ジンに近づくまでも、近づいてからも、誰かの援護はありがたい。

「じゃあ、みんなお願い」

　エインは自身の武器を両手で握にぎり、身を低くして路地を出た。




　ジンがあらかた周囲の兵士を殺し終え、逃げようとして外門付近で大渋滞を引き起こしている兵たちも、まとめて一いつ掃そうした頃。

　ジンの死角、頭上から、無数の槍が降ふり注そそぐ。

　だが穂先の風切り音に気づいてしまい、ジンの顔が上空を見あげる。

「死ね」と一声。

　Ｄ級・渦か虫ちゆう竜りゆう装備の、空中での分裂機能を備えた投槍は、まとめて消し飛ばされてしまった。

「死ね」

　ジンは槍の投擲された方向へ目を向けて言うが、すでに槍を放った青年は、建物の陰へと身を隠している。

　ジンが地を蹴る。

　新たな獲物の存在に笑みを深め、一直線に青年の方へ向かったその時。

　ズドンッ！

　走るジンの左手に建つ、煉れん瓦がの壁が砕け散った。壁を貫き飛来した砲弾が、ジンの側面を襲う。威力こそ絞られていたが、直撃すれば間違いなく行動不能になるであろう一撃だ。

　しかし。

「あらやだぁ……」

　赤青コンビの青い方は、自身が砲撃で貫いた建物の窓ごしに見た直前の光景に冷や汗を流し、魔砲を置いて一目散に逃げていく。

　理性を失っているという話だったが、そのぶん、野生の勘かんでも磨みがかれているのか。

　ジンはどんな気配を悟ってか、砲撃の存在に直前で気づき、跳とび退すさってその射線から離脱していた。思った以上に化け物である。

　ジンは壁に開いた大穴から、獲物を探して内側を覗きこむ。

　直後、ひゅっと風を切る矢の存在に、ジンはやはり獣じみた勘で気がついた。

「死ね」

　振り返りざまスキルを放つ。

　四本ほどの、同時に迫りくる矢が砕け散った。

　いや。正確には、砕けたのは三本だ。

　一本だけは、依然としてジンを目掛けて突き進んでいる。

　赤青コンビの赤い方が放ったその矢は、竜りゆう骨こつを使っていない、普通の狩猟用の矢。

　ジンのスキルが届くのは、命あるモノに限られる。

　鏃やじりも軸じくも、矢羽すら金属製の普通の矢に、ジンのスキルは通用しない。

　鏃には眠り薬が塗ってある。

　熊すら眠らせる強い薬だ。

　仮にも竜の遺骸の装備を身に着けたジンを、殺せるほど深くは刺ささるまいが、Ｆ級装備の辺りを狙い肌に掠かすらせることができれば、止められる可能性は──あったのだが。

「何それ反則っ！」












　赤い弓使いは離脱しながら悲鳴をあげる。

　ジンは、彼女が装備の膂力で放った矢を、片手で摑んで止めていた。

　矢の速度というのは一般に想像されるよりずっと速い。装備を使えばなおさらだ。

　不意打ち同然に放たれた高速の矢を摑み取るとか、やはり化け物である。

　だが、そこでジンの動きがわずかに鈍にぶった。

　鏃が掠めたわけではない。大穴の開いた建物と、弓使いが逃げていった向かいの建物。

　どちらの獲物を追うべきかという、ただそれだけの、一瞬の逡しゆん巡じゆんだ。

　だが、彼らの狙いはその一瞬だった。

「っ！」

　建物の、屋上から。

　音もなく飛び下りたエインの影が、ジンの頭上を覆った。

　影に気づいたジンが見あげるが、頭上にいるエインの姿は、彼女が手にする巨大な刃物の裏に隠れていて、視認できない。

　見えない相手にスキルは使えない。

　ひとまず武器だけ砕こうにも、今からジンが口を開くより、エインの落下の方が早い。

　結果。

　ザンッ！　と。エインの武器はジンには当たらず、路面だけを割った。

　にぃい、と。

　あのタイミングから凄まじい反応による回避を成功させた、ジンの浮かべる笑みが濃くなる。

　武器を路面にめりこませた姿勢のエインに、この場を離脱する余裕はない。

「死──」

「響ひびけっ！」

　エインの叫びに合わせ、キィイインと、聞こえもしない大音声が、周囲に響く。

　エインが握っているのは彼女のいつもの大おお太た刀ちではなかった。

　代わりに握っているのは、今はライラを連れて避難している、セシルに託たくされたＡ級装備の大たい剣けんだ。残った大双剣の片割れである。両手で握ればＣ級装備の膂りよ力りよくでも、一振りを振るうことぐらいはできる。

　本来は鎧と二本の大剣を揃そろえて発揮するスキルゆえに、威力は通常の三分の一以下だが、『音』のスキルが大気を震わせ、至近距離からジンの、耳を通してその頭蓋を襲う。

　平素のジンなら、大剣を見た瞬間にエインの狙いに気づき、エインを殺すことよりまず、武器破壊を優先しただろう。

　だが今のジンに、そんな理性的な判断はできない。

　そのおかげで通じた策だった。

　ぐらりと、息を詰まらせたジンの舌が、スキルを発する寸前で止まる。

　十分だ。

　あと一手で、決められる。

「っ、あああああああ！」

　エインは耳みみ栓せんごしでもわずかに生じる頭痛を無視し、声をあげ地面を蹴った。

　……ずっと。勘違いだと思っていた。

　家のためなら娘の感情など一顧だにしない母に耐えかね、家を出て。

　心細さと不安に蓋ふたをし、それでも陥おちいってしまった、あの窮きゆう地ち。

　竜に犯されるなんて、そこまでの覚悟と予想はなかった。

　その窮地を救われた。

　恩人が輝いて見えるのは当然で、だから、胸に灯った熱の正体は、ただその出来事や、ずっと女子校通いで慣れていない、一方で憧れていた同年代の男の子との、二人きりでのやり取り、その新鮮味に流されているだけの、勘違い。

　けど違う。今なら言える。絶対違う。

　勘違いなんかじゃない。

　だって、本当に怖かったのだ。

　あの時の──人を殺した時の、ジンの笑顔が。

　こうしている今も、目の前のジンは本当に怖くてたまらない。

　人を殺し、それを悦ぶ。

　それはエインがライナスに感じ、怖気と嫌悪を覚えて逃げ出したものの正体にほかならないのだから。

　だから。勘違いや、空気と勢いによる幻覚の類たぐいなら、あの瞬間に覚めている。

　でも今もまだ、胸の奥の灯ひは、消えてはいない。

　竜を前にして恐怖で硬直していた身体からだが十分に動くのも、その灯のおかげだ。

　ともすると今のジンは、竜なんかより怖いのに。

　恐怖を超える衝動が、エインを動かす。

　アタシは──

　それがエインのためではない、あくまでジン自身の都合だとしても。

　リスクを理解しながら粘竜から救ってくれた、

　呆れながらも討伐屋の基本を丁寧に教えてくれた、

　スキルの秘密や弱点を打ち明けてくれた、

　自分を犠牲に街やみんなを救おうとしてくれる、

　コミュ障で、守銭奴で、たまに素直じゃない、そんな、

　──ジンのことが、好き。




「だから絶対、死なせない」

　がり、と。奥歯に仕込んだ木の実を砕く。

　木の実が割れて、中に満たされた、眠り薬が漏出し始め。

「…………………………っ!?」

　エインはジンの唇に口づけて、薬を無理やり流しこむ。












　ジンは暴れる。だがこの距離だ。上半身をぎゅっと、Ｃ級装備で抱きしめてしまえば、ジンの膂力では振りほどけない。

「ん……このっ……は……ぁ、んっ、んんんっ！」

　なおも抵抗するジンを、頭を摑んで押さえこむ。

　舌を絡めて薬を押しつけ、強引に奥へと流す。薬による眠気とは別の、甘い痺しびれが頭を突き抜け、意識が遠のく。それでも先には眠れない。ひたすら口を塞ふさぎ続ける。やがて。

「あの。エイン」

「んーっ、ちゅ、は……ぁ、っ」

「お楽しみのところ悪いけど…………ジンくんもう、とっくに眠っちゃってるよ？」

　やってることが痴ち女じよ同然だと気がついたのは、ハロに声をかけられた後だった。
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　その日、ジンとエインは街の出口、修復中の外門にいた。

「本っ当に、何も覚えてないのよね？」

「だ、だから、何を？」

　あれから一週間が経たった。

　スキルを使いすぎた反動なのか、三日三晩ほど眠り、目覚めた後、ジンはしょっちゅう、エインにそう念入りな確認をされている。

　理性を失っている間のことだ。

　爆はぜ散ちるライナスの身体からだとか、凄せい惨さんな、兵士の殺さつ戮りくだとか、降ふり注そそぐ槍やりだとか、眼前に迫るエインの、決意を秘めた形ぎよう相そうだとか。

　そうした一瞬の光景は断片的に、脳のう裏りにいくつか残っているが、基本的には覚えていない。

　というか、具体的にどのへんのことを聞いているのか言ってくれないと、覚えているか否かの判断すらできないのだが。

「……覚えてないならいい」

　言葉の割に不機嫌そうなエインだった。

「いい？　もし覚えてたり、思い出したりしても、勘違いしないようにね？　あ、あれはその、緊急避難っていうか、だからあの、そういうのはもっとこう、手順を踏んで、できればアンタの方からというか……」

「いや、だから何の話」

「いいから！」

　わけがわからん。

　ジンが困惑顔でいると、フォローのためか、苦笑しているハロが口を挟んだ。

「あはは。まあ意味わからないだろうけど、許してあげて。色々あって」

「は、はあ」

「とりあえず、一番頑がん張ばったのがエインなのは間違いないから。ね？」

「そこは、ええ。なんとなく覚えてますし」

「やっぱ覚えてるの!?」

「いや真剣な顔でこっち向かってくる君の姿を、一瞬だけだから……」

　なんだ、と安心したような、でもちょっとがっかりしたような、微妙な顔で口を尖とがらせるエインだった。だから一体何があったんだ。

　とにかく、エインのおかげでこうして、ジンが生きているのは間違いないようである。

　……本音を言えば、また『死に損そこなった』という気分もないではない。

　少なくとも自分の命を賭けてまでジンの命を優先してくれた、エインには決して言えないが。

　自分のスキルはやはり危険だ。暴走のリスクといい、誰かに利用された場合といい。

　個人的な感情は置いておいても、さっさとこの世から消してしまった方が、世のため人のためにはなるだろう。

　だが。

『……助けて……』

　という『あの声』は、聞こえる。今も。だから。

「本当に行っちまうのか？」

「……は、はい。なんかあの、お世話に？　なりました？」

「気にすんな。むしろ悪かったな。もっと早くに手助けしてやるべきだったよ」

　旅たび支じ度たくを調ととのえたジンに、見送りに来てくれた、声の大きな青年が名残なごり惜おしげに言った。

　彼もジンの制止に協力してくれたらしい。思えば二年近くお互い、知ってはいたのに、こうしてまともに（？）言葉を交かわす機会がなかった。

　青年以外に酒場の常連の姿はないが、青年は彼らを代表して来てくれたようだ。

　仮にも一国の王子がこの街で死に、しかもその目的が侵略だったとあって、役人からの事情聴取だの、念のため戦に備そなえたい国からのクエスト依頼の急増だので、ギルドも討伐屋スレイヤーもてんやわんやの忙しさなのだという。

「あー……の。その」

「ほら。頑張って。ちゃんと言うんでしょ？」

「……子どもあやすみたいに言うなし」

　微妙に気まずそうにそんなやり取りをしているのは、赤青コンビ。結局いまだに名前を聞けていない。

　もじもじしていた赤い方は、やがてキッと眉まゆをつりあげジンを睨にらんだ。いや、別に睨んでいるわけでもないのかもしれないが。目つきがあれなので。

「ごめん」

「……え」

「あの、なんか、ほら、エインのノリに合わせてたのもあるんだけど、や、言い訳がしたいわけじゃなくてだから、あんたにはちょっと、調子乗った態度取っちゃったっていうか」

「ええ。ごめんなさい。悪ノリがすぎたわ」

「あー。いや、うん。別に気にしてない」

「そ、そう？」

　目つきと言こと葉ば遣づかいはキツめだが、存外、律りち儀ぎというかなんというか。

　だいたいその辺りについては、一番反省すべきはずのお嬢様が、

「え？　アンタたち、ジンにそんな謝るようなことしてたっけ？」

　これである。

　対等な契約関係になってから、ジンが拒否すれば無理強いまではしないが、根本的に、他人とはアゴでこき使うのが当然、と生きているというか。

「……苦労するねあんた」

「……覚悟してる」

「てか、この街に残ってくれれば、あたしらもまたクエスト付き合うけど。ホントに行くの？」

　自分たちが抜けたせいでエインとジンが死んだ、という誤解により後悔した一件が堪こたえているのか、赤い子はエインに向けてそんなことを言う。

「んー。それは嬉しいけど、この街にいたままだとアタシ、パパに連れ戻されちゃうし」

　エインの父親が彼女の家出を支援していた理由、ライナスとの婚約問題は消滅した。

　それでもエインが帰らないとなれば、今度は連れ戻そうとするのが自然だ。愛娘が危険な討伐屋などやっていると知れば尚なお更さらだろう。

　エインとしてはいつまた似たような結婚話が持ちかけられるかわからないし、自立のためにもまだ討伐屋を続けたいらしい。

「それにアタシだけじゃなくて……」

　エインはそう言ってジンを見る。

　その視線で、青い子が納得した風にうなずいた。

「色々と隠す必要があるのよね？」

「……あ、うん。まあ」

　微笑ほほえまれて、ジンは言葉を濁にごしつつ肯定する。

　彼女たちや声の大きい青年は黙だまっていてくれそうだが、ジンのスキルは酒場で不特定多数に目撃されてしまった。

　役人の調査の手がこちらにまで伸び、スキルについて詳くわしくバレると、この国でも利用したがる輩やからが現れかねない。拠きよ点てんを移す必要性は、ジンの方が喫きつ緊きんである。

「庇ひ護ごが必要ならいい案があるぞ」

　と。くぐもった声が響ひびく。

　どこで調達したのやら、Ｅ級の全身鎧フルアーマーを着たセシルである。彼女も旅支度を調えている。

　大たい剣けんは、彼女より上位の馬鎧を着た、愛馬に引きずらせるらしい。

「……いい案？」

　ジンが首を傾かしげると、セシルは「ああ」とうなずいた。

「オレと、結婚しよう」

　ぶはっ！　とその場のみんなが盛大に噴き出す。

　しばらく愕然とした表情を見せた後、嚙かみつくように言ったのはエインだ。

「いいいいきなり何言っ、プロポーズ!?　プロポーズよね今の!?」

「ああ。国へ帰ればうちはそこそこの家柄だ。不自由はさせない。ジンを利用して叶かなえるような野心があるわけでもないし、ジンを狙う賊ぞくも撃退できる。いい案だろう？」

「いいわけあるかーっ！」

　物理的に嚙みつきそうな勢いで叫ぶエイン。

　それを不思議そうに眺めるような間を取って、セシルが「たしかに」と何かに納得する。

「婿むこ養よう子しになってしまうからな。ジンの価値観次第ではそこが問題だ」

「そこじゃないわよ!?　もっとあるでしょそもそもアンタそんな、好きでもない相手と──」

「好きだぞ？」

「「「「「「は？」」」」」」

　さらりと返された言葉に、一同はポカンと口を開ける。

　その反応でようやく恥はじらいでも生まれたのか、セシルはもじもじ、ガチャガチャと全身鎧の金具を揺らした。

「じ、自慢ではないが、男にあんな風に完敗したのは初めてなんだ。それに、はだ……あ、あんな姿まで見られたとあってはな」

「えっ。そ、それだけ？　それだけで？　好きになったの？」

　エインがたじろぐ。

　が、問われたセシルの方が不思議そうにしている。

「……それだけだが？　好きになるのに、きっかけ以上の理由がいるのか？」

「男らしいのか乙女らしいのかどっちよこんチクショー！」

　突然頭を抱かかえて空を仰ぐエイン。さっきからいつも以上に反応が大げさだ。

「なによそれもっと悩みなさいよ恋なのか勘違いなのかとかもっと悩みなさいよ悩んでたアタシがバカみたいじゃないのーっ！」

「まあ、この気持ちが誰だれかのそれと同じぐらいに強い、本物である確信まではない。ただ、あとで本物だと気づいて後悔するぐらいなら、先手を取って夫婦にと思ってな」

「だだだ誰かって誰!?　て、ていうかダメよ、ジンはアタシと付き合、じゃなくて、アタシに付き合ってくれる約束なんだから！　夫婦なんてダメ！　まだ早い！」

「オレももう十六だし、早すぎるということもないと思うぞ。それに、決めるのはジンだろう」

「う」

　セシルの正論に、エインは食ってかかっていた勢いを止め、ちらりとジンの方を見る。

　セシルにハロ、赤青コンビや声の大きい青年も、合わせてジンの方を見た。

「え、えーと……」

　ジンは硬直する。

　どう応じたものか。いや、どう考えても断るべきなのだが、こんな風にまっすぐな好意を向けられ、あまつさえ求婚されるなんて初めてで、戸惑う。

　別に、セシルに好意を寄せていたわけではないが、それでも、素直に嬉しくはあるのも事実。

　はらはらした様子のエインや、真剣なセシル、明らかに面白がっているその他四名の視線の圧力も手伝って、上手く口を開けずにいると、

「にいさま。にいさまは？」

　不意に手を引いたライラの声で、浮ついた迷いは吹き飛んだ。

「……ライナスか」

　セシルに身振りで待ってもらってから、ライラに向き合う。

「ライナスは今、親父……父さんと、同じとこかな」

「とうさまと、同じところ？」

　腰にしがみついて首を傾げるライラの頭を撫で、曖あい昧まいに誤ご魔ま化かす。

　まだこの年頃の子に『死』という概念を理解してもらうのは難しい。

　だが本性がどうであっても、ライラにとってはいい兄で、いい父だったのだろう。いずれ彼らにジンが何をしたのか、ライラにもきちんと話さなくてはならない。

　それからジンはセシルに向き直り、頭を下げた。

「ごめん。気持ちと提案はありがたいけど……無理だ」

「……そうか。いや、こちらこそ急に悪かった」

　セシルも何かを察してくれたようで、目を伏せ、おとなしく引き下がってくれる。

　人並みの幸福を願うには、ジンは、他人のそれを奪うばいすぎた。

　一度はスキルをひた隠しにすることに決め、老後の心配までしていた身で何を、という話ではあるのだが。

　実際、俺だってやりたくてやったわけじゃないとか、そういう、被害者ぶった感情もないではないのだ。だからこそ討伐屋として、第二の人生を歩んでもみた。

　でもダメだった。

『……助けて……』

　ジンの中のあの子は、いやジン自身が、結局、自分を許せていない。

　自分を被害者の枠わくに収めるには、後悔と、重ねた罪が多すぎる。

　この後悔を抱えたままでは、死ぬことも、人並みに生きることも難しい。だからひとつ、ジンは新たな目的を持つことにした。

「そろそろ行こう」

「ん」

　エインに声をかけ、ライラの手を取り馬車に乗りこむ。

　まずはライラとセシルをアムスガルドへ送り届ける。その後は、契約期間も残っているし、エインの自立を手伝おう。

　討伐屋をやりながらでも、いや討伐屋をやっていた方が、ジンの目的は果たしやすいので、それは別に構わない。

　ジンの目的。

　なんのことはない、やることは単なる人助け。

『……助けてよぉ……ジン……』

　もうあの女の子は救えない。

　なら代わりに、ほかの誰かを救い続ける。

　目についた人を救うという意味では今までとそう変わりないが、積極的に、救いを求める人を探す気になったのは、進歩だろうか。

　最近は表立った戦争をしているような国もないし、殺すことしかできないジンのスキルで救えるのはせいぜい、竜に脅おびやかされる人々ぐらいだ。

　奪った幸福以上の幸福を守れれば、いずれ、自分を許せる日も来るかもしれない。

　そうしたら、その時になら、

「？　どうかした？」

　見つめているのに気づかれて、ジンはふい、とエインから顔をそらす。

　……いや。なんで顔をそらしたんだろう。

　あとなんで、口の中にこう、こそばゆい感触が蘇よみがえるのか。

「にいさま、どうしてお顔、真まっ赤かなの？」

「……な、なんでだろうね」

　自分でもわけがわからず、ライラの質問をはぐらかす。

　さておき準備は調ったので、御者台に声をかけ、馬車を出してもらう。

「またな！」

「ど、どっかで会ったらまた、一緒に！」

「エインをよろしくねーっ！」

　手を振るみんなに馬車の幌ほろから手を振り返し、ジンたちは旅立った。

「あ」

　ふと。

　忘れ物の逆というか、持っていく必要のない物に気がついた。

「何それ」

「ナイフ」

「いやそれは見ればわかるけど。果物くだものでも切るの？」

　背はい嚢のうから取り出した小ぶりな、料理ぐらいにしか使えそうにないナイフに、エインが眉をひそめて聞いてくる。ライラも不思議そうにこちらを見ていた。

　自由を得て、最初に購入したナイフだった。

　何度も首に押し当てて、結局、一度も使うことのなかった。

　素材は竜りゆう骨こつ。

　ゆえにスキルも効くのだが──。

「ま。そういうわけにもいかないか」

　ジンは苦笑し、Ｅ級装備を纏まとった右手で、ぱきんとナイフをへし折った。

　そのままぽきぽき、粉になるまで砕くだいて、幌の外の風へと晒さらす。

　自分なりのケジメにまでスキルを頼るのは嫌だったし、何より今は、守りたい人ができた。

　つまりは理由ができたのだ。

『秘密』を守る以外にも。

　そうおいそれと、簡単に、




　──「死ね」と言っては、いけない理由が。






あとがき






　はじめまして。著者の黒くろ九くいなと申します。

　本作品で第19回えんため大賞特別賞を受賞させていただきました。

　応募原稿を書く際にも利用させていただいたファミレスで、今、このあとがきを書いていられる幸運を嚙かみしめております。現在、正月三が日の真っ只中、背後では年始早々見知らぬカップルが大音量の痴ち話わ喧げん嘩かを繰り広げていて軽く地獄ですが、そこは気にしたら負けです。

　さて本作投稿時のタイトルは、現在サブタイトルにもなっております『「死ね」と言ってはいけない理由は？』でした。ジャンルが伝わるよう、メインタイトルをつけていただきました。

「死ね」というのは、個人的には大変強い言葉だと感じます。

　使われる場面を想像するに、その意図自体は「消えろ」とか「失うせろ」とか、同様の意図で使われる他の言葉と大差ないもののはずですが、「死ね」という響きはそれらと比較しても特に強烈ではないでしょうか。幸い面と向かって言われた経験はありませんが、言われれば相当に傷つきそうです。

　幼少時、考えなしにこの言葉を使った私を大人が叱しかりつけたのも無理からぬこと。

　しかし当時、なぜ「死ね」だけ特別扱いなのか、なぜ叱られた理由が「人を傷つける言葉を吐いたから」ではなく「『死ね』という言葉を使ったから」なのか、割り切れない疑問を抱いたこともまだ覚えています。

　今となっては、「死」にまつわる漠ばく然ぜんとした忌き避ひの意識が背景にあるのではないかとか、一応、公おおやけの場でうっかり口にすると侮ぶ辱じよく罪ざいが成立しかねないからとか、小こ賢ざかしい理屈で自分を納得させることもできますが、今でも心のどこかにいる当時の自分は、拗すねたように囁ささやきます。

　別に、「死ね」と言ったところで相手が本当に──わけではないじゃないか、と。

　最後になりましたが謝辞を。

　幼少時の他愛ない疑問に端を発する、色々と無茶の多い設定の本作を受け止めてくださり、受賞の栄誉まで与えてくださったファミ通文庫編集部のみなさま。

　的確なご指摘と余裕を持ったスケジューリングで、刊行にまで導いてくださった担当編集の儀ぎ部ぶさま。

　刊行に当たってご尽力いただいた、出版社内外のみなみなさま。

「エインってこんなに可愛かったの!?」「大太刀……装備も……いい……挿絵……すご……尊とうとい……」と、著者が語彙力を失うレベルの魅力と躍動感に溢れたイラストの数々で本作を彩いろどってくださった、bunブン150さま。

　無謀な夢を見る自分を支えてくれた家族親族、友人、先生、ファミレスの店員さん。

　そして本作を手にしてくださったあなたへ──本当に、ありがとうございます。















この作品は第19回エンターブレインえんため大賞ライトノベルファミ通文庫部門、特別賞受賞作品『「死ね」と言ってはいけない理由は？』を改稿・改題したものです。



















著者

黒九いな

Ina Kuroku




本作で第19回えんため大賞特別賞を受賞しデビュー。神奈川県出身。少しはコミュ力を養おうと物の本を読んだものの、「相手の目を見て話す」でいきなりつまずく。まずはコンビニの店員さんの目を見られるようになるのが目標。















イラスト

bun150

bun150




料理が趣味の社畜系兼業イラストレーター。bun150 と書いてブンと読みます。座右の銘は「好事魔多し」。

https://www.bun150.com



















イラスト／bun150

デザイン／アフターグロウ












電子版　ファミ通文庫




Ｆエフ級きゆう討とう伐ばつ屋やの死しにスキル




「死しね」と言いってはいけない理り由ゆうは？








著　者　黒くろ九くいな





[image: ]





2018年1月30日　発行





[image: ]Ina Kuroku 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ファミ通文庫『Ｆ級討伐屋の死にスキル　「死ね」と言ってはいけない理由は？』

2018年1月30日初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3





エンターブレイン　カスタマーサポート

［メールアドレス］support@ml.enterbrain.co.jp

（かならず商品名をご明記ください）













item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
R
.*A
®
et
"

SHEESLLY,

o

1

gy NN

%&@ﬁtﬂe&na DIIH— M R0°
[ OKSORK | JEAs8”
Ziriﬁwlx?sjéu

ZMTIL T T7ROBET

VAVAVAVAVAVAVAVAVAVVAVAVAV
DX K

Ify
 AVAVAVAVAVAVAVAVAVAVAVAVAVA

OS5 A:CHk






item/image/kuchie-003.jpg
7% Bk AR
IAYDIS—TIAIN— ISXEH HB|K
IAYDIN—FAAY)—

| AVAVAVAVAVAVAVAVATA U

| A TAVAVAVAVAVAVAVAYVATAT

VAVAVAVAVAVVAVAVAVAVAV
oy
ISR FHR REBRFR
FMRE_EB. BICEMT
J T AMIHE I 2R,

ONLNININININININININININZ N





item/image/kuchie-001.jpg
3 SNNAINIAN AN, 05 o N





item/image/cover.jpg
)

Blass F Elayer's
Useless skill.
Why.ran not

you say ‘die" =2

JP=iENE





item/image/p173.jpg





item/image/p013.jpg





item/image/p055.jpg





item/image/p253.jpg





item/image/p270.jpg





item/image/fushi.jpg





item/image/p265.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		第一章



		第二章



		第三章



		第四章



		第五章



		第六章



		エピローグ



		あとがき



		プロフィール



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p113.jpg





item/image/p199.jpg





item/image/midashi07.jpg





item/image/midashi06.jpg





item/image/midashi05.jpg





item/image/midashi04.jpg





item/image/midashi03.jpg





item/image/midashi02.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/midashi01.jpg





item/image/logo_fb.png





item/image/gaiji-0001.png





item/image/p089.jpg





item/image/p287.jpg
% 2312502 9!
L7 ”“"7“'3'"3"'1;"'!/1'1//)5;‘1/li% B 3—". ‘

<

?ﬁ%ﬁ favzvGgunzzi ‘
2 L2 A
pfho ZALG T2 %Iﬂ\’-‘%’, )

b o

gt ts3<zd! <

=>-o18. |





